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　　序　幕――Overture





　思えば空腹に気を取られて屋台の揚げ物に目をやったりしていたのがいけなかった。

「あ」

　足を踏み出しかけたとたんに、目の前をがらがらと音を立てて二頭立ての馬車が通りすぎた。あわてて飛びのいたが、車輪が跳はねあげた水しぶきが派手に降りかかった。悪臭のする泥水が、日本から着てきた一いつ張ちよう羅らのツイードのスーツにひどい染みを作る。

「ああああ！」

　一瞬にして台無しになった服に悲鳴をあげ、とたんに、走った悪い予感にはっと後ろを振り向いた。そこにあったはずの、着替えとなけなしの全財産をつめたトランクは綺き麗れいに消えていた。行き交う紳士淑しゆく女じよ、ハンチングをかぶった労働者や呼び売り商人の向こうに、見覚えのある荷物をかかえた数人の子供たちが、裸足はだしの脚あしをひらめかせながらもつれるように逃げていくのがかろうじて目に入った。

「ま……待て！　Wait!」

　大声で叫んで、跡あと部べ遼りよう太た郎ろうは走り出した。

　珍しくよく晴れた日の、午後の聖ジェイムズ通りを怒ど鳴なりながら駆かけぬけていく。泥まみれの東洋人の少年に好奇と非難の視線が集まった。

　大おお柄がらな西洋人の中ではまるで十二、三に見えるにしても、実際のところはもう十六だ。象ぞう牙げ色の肌に黒い髪と瞳ひとみは、各国の人種が行き来するここロンドン、大英帝国の中心地たる都市の中でもよく目立つ。

　服装こそそれらしくスーツと白いシャツにズボンとリボンタイできめているが、シャツは泥で黒くなっているし、そもそも汗でもともとくしゃくしゃ、ズボンの裾すそは埃ほこりで白くなっているし、磨みがいていない革かわ靴ぐつは傷だらけ。

　無理もない、日本を出てからこっち、汽船の三等席に貨物並みに詰めこまれて、さらに汽車にゆられて見たこともない大都会と異国人のまん中に放り出されて、一瞬たりとも気の抜ける瞬間がなかったのだ。身だしなみを気にするような余裕などあるはずもない。

　ずり落ちかけた帽子のふちから覗のぞくのは、まあ整った――というより、うっかりすると可愛かわいいと言われかねない、大きな黒目がちの目と丸い鼻、幼さの抜けきらないふっくらした頬ほおだ。身の丈たけにして五尺三寸、こちらの基準で言えば五フィートちょい、メートルで言うなら一六○あるかないかという小柄な見かけがまた悲しい。

　出発のとき品良く刈り込んだ髪は、長旅で中途半端なぼさぼさ頭になってしまった。もう少し落ちついたときに服を整えてにっこり笑えば、それはそれなりにご婦人の目をひく造作ではあるのだが、今は何しろ非常時だ。

　はるか向こうを運ばれていく荷物の中には金と旅券はもちろん、こちらで身を寄せることになるはずの相手の住所と紹介状が入っているのである。あれがなくなったらこの遠い異国の空で、即日浮浪者として生きねばならぬ羽は目めになる。

「待て！　返せ！　その荷物は……！」

　しかし当然あちらのほうが逃げ足にしても土と地ち勘かんにしても上だ。歓声を上げるちびの泥棒どもはあっという間にどこかの路地に走りこんでしまった。

「待て……畜……生――……」

　力つきた遼太郎は息をきらせてかたわらの街灯に寄りかかった。薄汚れた石畳を見おろしながら、到着一日目にしていきなり一文無しになってしまった己おのれの運命を噛かみしめる。

（……最悪だ）

　くらくらする頭に去来するのは、もしこうなったことを知ったら家の者が口々に言うであろうセリフの数々だった。曰いわく、



『なんせ遼さんは箱入りだから』、これは寿とし子こおば。

『世間知らずというのはどうともならんな』、貴たか之ゆきおじ。

『ほんとにこの子は一人じゃなんにもできないんだから』、腹違いの姉の美み千ち代よ。

『まったくお祖ば母あさまはなんでこんなできそこないに目をかけておられるのやら』、いとこの由ゆ紀き彦ひこ。

『可か哀わい想そうに思うてやったけど間ま違ちがいか。やっぱり能なしは家の外に出したらあかん』

　――たか女めお祖母さま……。



　自分で想像したことで、ますます気分が落ちこんだ。土つち埃ぼこりでひりひりする喉のどを押さえながら、これからどうしよう、とぼんやり考える。

　イギリスに出されることに決まってから、神こう戸べの居留地から呼んだ外国人に毎日みっちり習ったので、英会話はまず問題ない。ただ、周囲から聞こえる会話は日本にいたときでは想像もつかないくらい早口で、しかも訛なまりがきつい。コックニー訛りと呼ばれるロンドンっ子に特有の訛りが入ると、正確なクインズ・イングリッシュにしか慣れていない耳にはまるで異世界の言語と同じだ。

　とにかく、故郷たる大日本帝てい國こくの、頼りになる――なってほしい――大使館を探すのがいちばんだろう。帰る資金は出してもらえなくても、実家の跡あと部べ家に連絡するくらいの手助けはしてくれるだろう。それから後は、どうなるか考えたくもないが。

　走っているうちにテムズ川の近くまで来たらしく、生なま臭ぐさい沈ちん泥でいの臭においが鼻をつく。モスリンのドレスで着飾った貴婦人が男性と腕を組んで通りかかり、消沈した様子でうずくまっている東洋人の少年を認めた。

　泥だらけの姿に気の毒そうに眉まゆをひそめ、連れの袖そでを引いて何かささやきかける。男は明らかに嫌いやそうな顔をしたが、恋人に良いところを見せておこうと考えたのか、内うち懐ふところからコインを一枚取り出して放ほうった。足もとに弾はじけた金属音で、遼りよう太た郎ろうははっと顔をあげる。

「君、それで何かまともな服でも買いたまえ」

　尊大な口調で男は言った。遼太郎は茫ぼう然ぜんと足もとに落ちた半クラウン銀貨を見つめ、自分が、物もの乞ごいの子供と思われたことを突然理解した。

　頭にかっと血が上った。

　顔面に投げつけられた銀貨に、男はのけぞった。女性がかん高い悲鳴を漏もらす。

「僕は乞こ食じきじゃない！」遼太郎は怒ど鳴なった。

「なんだと、貴様。黄色い東洋人のくせに」

　体面を傷つけられた男が、頬ほおを紅潮させてステッキを構える。女性は恐ろしそうに男の後ろに隠かくれ、やめましょう、行きましょうよと促うながしているが、男は聞く耳持たなかった。

「いけません、レディ、こういう奴やつらはね、しっかりと躾しつけをしておかないとますますつけあがるんです。どいていて下さい、すぐに済みますから」

　高く振りあげられたステッキに遼太郎が身を固くしたその時、ずしんという地じ響ひびきがして、左右にそびえ立つ石造りの建物が身み震ぶるいするように揺ゆれた。

　男は振りあげたステッキを戸と惑まどったように宙で止めた。その視線がちらりと音のしたほうへ流れたすきに、遼太郎は流れるように足を踏み出し、インヴァネスを纏まとった相手の長身をすくい上げるように持ちあげて、綺き麗れいな背負い投げをきめた。

　女性がまた悲鳴をあげたが、その声はたちまち押し寄せてきた群衆の騒さわぎにまぎれてほとんど聞こえなかった。

　爆音のした横丁から黒くろ蟻ありのように人が流れ出しててんでに走っていくが、事件が起こったとあって飛んでいく野次馬も同じほど多い。広い大通りはあっという間に押し合いへし合いする大群衆で埋まった。どこからか、うっすらと煙が流れてきた。

「おい、なんだ今の音は！」

「ラント街のほうから聞こえたぞ！　事故か？　爆発か？」

「こ、こ、こいつ――」

　男が目を血走らせて起きあがってきた。いつの間にか、手には小型の拳けん銃じゆうが握られている。上品そうに見せかけてはいても、さほど上等なたぐいの人間ではないらしい。

　女性はとっくに逃げてしまって、姿が見えなかった。遼りよう太た郎ろうは小さな銃口に目を据すえながら、邪魔な固い革かわ靴ぐつを蹴けり捨て、靴下も脱いで素足になった。足裏にじかに石畳を感じる。ひどく高こう揚ようした気分になった。

「このちびの黄色野郎めが、目に物見せてやる！」

　この混乱した人混みで発砲するのは単なる間抜けだ。男の指に力が入る前に、遼太郎はするりと相手の内懐に入って気合いと共に掌しよう底ていを突き上げた。

　にたにた笑いを突き上げられて男の顎あごががちんと鳴った。銃を落としてわけのわからない叫び声をあげるのへ、すばやく当て身をくわして地面に突き倒す。

　まともに脾ひ腹ばらを打たれた男はぐうの音も出さずにずるりとその場にへたり込んだ。

　ふっと息を吐いて後ずさり、落ちた銃を拾いあげる。急に自分が恥ずかしくなってきて、気絶した男のふところに銃を戻しながら「ごめんなさい」と呟つぶやいた。

　物もの乞ごい扱いされて腹が立ったからとはいえ、銀貨を相手の顔に投げつけた自分の行こう為いはとうてい褒ほめられるものではない。言葉がわからないわけではないのだから、きちんとその旨むね説明して手渡しすれば、男を怒らせるようなこともなかったはずだ。

（やっぱり、修行がなってないってことなのかな……）

　騒ぎはまだ続いている。銃のとなりに原因の銀貨もそっと押し込んでおいて、流れに逆らいよろよろ歩き出そうとした遼太郎の背中に、いきなり声がかかった。

『お見事！』

　妙にかん高い、子供みたいな声は、しかし遼太郎のはるか頭上から聞こえた。

　空耳？　ぎょっとして振り返った遼太郎の目に、ガス灯の四角い火屋の上にちょこんと止まった、一匹の小さな猿さるの姿が飛びこんできた。

　いわゆる日本人が馴な染じんだニホンザルではなく、南洋のジャングルに棲すんでいるような、掌てのひらに載のるほどの黒っぽい小猿だ。長い尻尾しつぽをくるりと巻き、白い房ふさ毛げにとりまかれた顔に、奇妙に人間くさい表情を浮かべて遼太郎を見おろしている。

　まさか、今の声は猿が？

　そんなばかな。

　一瞬よぎった妙な考えに頭を振ったとき、遼りよう太た郎ろうはさらに別のものに気づいて度ど肝ぎもを抜かれた。

　猿さるはその小さな手に、巻いた紙のようなものをつかんでいる。風にふかれたそれがちらりとめくれ、朱しゆ墨ずみで書いた文字の形が見えたのだ。

「な、なんでそれを！」

　思わず遼太郎が叫ぶと同時に、猿は歯をむき出してきいっと鳴き、身を翻ひるがえして隣となりの街灯に飛び移った。

「こ、こら待て！」

　一瞬見えただけだが、間ま違ちがいない。あれは日本からはるばる持ってきた、跡あと部べ家当主跡部たか女め自筆による紹介状だ。本文は外国人用に英語だが、サインがわりに書かれたたか女の花か押おうと印は、絶対にこの異国ではほかにありえない。

　奪われたトランクに入っていたはずの紹介状を、なぜあんな猿が？

　しかし、考えている暇はなかった。猿を追って、遼太郎はごったがえす大通りをひたすら追いかけた。毛織りの外がい套とうや背の高いトップハットや、ひらひらのベティコートが川のように左右を渦巻いていく。

「……えっ？」

　ひら、とまた別の街灯に飛び移った猿に、遼太郎は目をこすった。一瞬その小さな毛むくじゃらの背中に、骨張った黒い羽のようなものがひるがえるのを見たような気がしたからだ。――いや、気がした、ではない。

　猿はつやつやしたガラス玉のような目で遼太郎を見おろすと、一対の黒い羽をはばたかせてふわりと宙に舞い上がった。

　膜まく質しつの、蝙蝠こうもりに似た黒い羽でつうと滑かつ空くうし、空中で曲がって暗い路地に飛びこむ。そこはさっき、例の大音響が聞こえてきた問題の路地だった。

　羽のある猿。だんだん頭がくらくらしてきた。もしかして、空腹のあまり夢を見ているのではないかと思いながら、遼太郎は少し遅れて路地に走りこんだ。

　路地は暗く、両側に立ち並ぶ建物は石造りのあちこちに染みが浮きだしひび割れが走って、今にも崩くずれ落ちそうなものばかりだった。

　路地の中はみんな逃げてしまったのか、人影もなくひっそりしていた。路地の入り口から首をのばしている野次馬を押しのけると、一軒の倉庫のような建物の崩れかけたポーチに、一人の小こ柄がらな少女が立っているのが見えた。

　一瞬見ただけでも、はっと息を呑のむような美しい少女だった。

　長い銀髪をレース飾りのついたキャップでまとめて、使用人の黒いドレスの上に、フリルのついた白いエプロンをつけている。そのほっそりした両手へ、羽のある猿はまっすぐ飛びこんでいった。

「き、君！」

　遼りよう太た郎ろうがあげた声が聞こえたのか聞こえなかったのか、少女は猿さるを抱いて向きを変え、無言で建物の中に入っていった。遼太郎はあわててあとを追った。

「待ってくれ！　その猿、君のなの？」

　ドアは半分開いたままになっていた。少しためらったが、背に腹は替えられない。

　思いきってドアを掴つかんで引くと、あっさりと開いた。玄関ホールと階段が見えた。

　すり切れた中国絨じゆう毯たんがかしいだままになっている。埃ほこりだらけの飾り棚だなから落ちた壺つぼの破片が散らばり、あたりには焦こげ臭い匂においがただよっていた。思わず息を止めたとたん、階段の踊り場に、こちらを見おろして立っている少女が目に入った。

「ねえ、返してくれよ！　そいつ、僕の大切なものを盗とっていったんだよ！」

　少女は人形のように無表情に遼太郎を見つめ、向きを変えた。

　その懐ふところで猿が羽根を逆立ててきーっと鳴いた。腰まである少女のまっすぐな銀髪が、階段の窓から漏もれる陽光にまぶしく輝いた。

「待ってくれってば！」

　引かれるように中へ進んだ遼太郎の後ろで、音もなくドアが閉まった。



　――そしてあとで、彼は思うことになる。

　この時、回れ右して二度と戻らなかったならどんなによかったろう、と。



    

  
    
      



    

  
    
      

　時間は少し巻き戻り、遼りよう太た郎ろうが奪われた荷物を必死で追いかけていた、ちょうどそのころ。

「用意はいいか、マージョリィ」

　ドアを薄めに開けて、小声で誰だれかが言う。

「もうちょっと待って」

　いらいらと答えて、どうしても言うことをきかないコルセットの紐ひもをひっぱる。

　それというのもこのコルセットは、ちょっと紐を特別なやり方でつつくだけで魔法のようにするりとほどけて抜けだすことができるのだ。おかげで前準備が面倒でかなわない。

　着ているドレスもご同様。しかつめらしく腰の後ろで結んだリボンも胸紐も、ちょいちょいと細工するだけでウナギが漁師の手を抜けるみたいにするりと抜け出せる。

　コルセットと同じく、特別製の胴着にもぬかりなし。なにしろこれに蛍けい光こう塗と料りようをぬった布一枚ひっかぶって、みんなの前で天上の精霊の役を演じなくてはならないのだ。

　本番ではまださらにこの上、麻あさ縄なわで手と足を縛しばられ、足跡を残せばすぐわかるようまわりに小麦粉を撒まかれる予定だが、そういうこともみんな、もちろん起こることの信しん憑ぴよう性せいを増すためだけのしろものだ。

　体中がんじがらめに縛られ、目め隠かくしまでされた有能な霊れい媒ばい、ミス・ヴォーンことマージョリィ。通称マージ。

　にもかかわらず、彼女の呼び出した天上の精霊は身体を離れて動き回り、部屋に集まった人々の間を歩きまわってタンバリンを鳴らしたり、熱い蝋ろうに手形を残したり、何もなかったテーブルの上に、愛に満ちた署名入りのメッセージを残していったりする。

　準備は完全のはずだった。精霊がタンバリンの響きや冷たい手のひと触れや、かぼそい囁ささやき声でみんなのどぎもを抜いたあと、最後の仕上げとして、大天使ミカエルその人の署名入りの手紙がテーブルの上に出現する手はずだ。

　マージョリィと仲間以外知らないことだが、この部屋には天井近くに隠したすきまがあって、隙すきを見て糸を引っぱれば、そこに結びつけられた奇跡の羊よう皮ひ紙しがひらひらと落ちてくる寸法になっている。

　あとはそこに、胴着ボデイスに隠し持った十字架の跡を残せば完かん璧ぺき。おかかえの代書屋はそれは優ゆう雅がな筆跡と泣かせる（けれど結局のところ無内容な）言葉を生み出すことにかけては天才的で、その気になればキリストさま直筆署名入りの手紙を書くことだってわけはない。

　一八九二年、英国、首都、ロンドン。

　世界に冠たる大英帝国は、現在、繁はん栄えいの絶頂にある。

　インドや中国をはじめ、世界各地にひろがる植民地から集まる富と、世界に先さき駆がけて産業革命を実現させた技術力は、勝利の女神ヴイクトリアの名を持つ偉大な女王のもとで、栄光に満ちた日々を謳おう歌かしていた。

　大量生産と大量消費とが繰り広げる終わりのない輪舞ロンドは社会全体に広がり、富める者はますます富み、貧しき者はますます貧困の闇やみに沈む時代。

　海の向こうでは勤勉なるドイツが、そして新興国たる若きアメリカ合衆国が、着々と力をたくわえて来つつはあったものの、英国はその骨身にしみついた支配者意識と、尊大なる貴族的ふるまいをもってそれらを無視していた。

　広大な植民地からしぼり取られる収入には終わりなどないように思えていたし、先年、治世五十年を祝ったばかりのヴィクトリア女王はその名のとおり、自みずからの統治する王国に、絶えざる勝利と栄光を与え続けている。もちろん、それは大量生産の担にない手として、どぶ泥の中であえいでいる貧民たちにはさほど関係のないことだったが。

　貴族たち、そして、事業によって金をつかんだ一部の中流市民たちにとって、この世は終わりのない楽しいパーティのようなものだった。あれを買い、これを買い、酒を飲み、馬車を乗り回す。新しい退屈まぎらしにはとりあえず飛びついてみる。流行の服、流行の芝居、大評判の強盗に、それから殺人、そしてなによりも、幽霊。

　今、世はあげて心霊主義スピリチユアリズムに夢中になっている。

　この世界には形を持たぬ、だが愛と光に満ちた者たちが住んでいる世界があり、そこには善意に満ちた霊たちがいて、迷える現世の人々を救いたいと願っている。

　現在のロンドンにはそう信じている人がうようよしていて、心霊主義者スピリチユアリストと自らを自称している。それらの善男善女が結成したサークルや研究会が、まさに腐った木に生えるきのこのように、にょきにょき生え出てきている。

　中にはごく科学的に霊の存在をとらえようとしたり、まったく懐疑的な態度をとる人間も少なからずいたものの、大多数の人々は、なんとかしてそういう者たちと連絡を取り、混乱した自分の悩みや哀かなしみを解消してもらおうと躍起になっていた。

　その手段のひとつが、マージたちが今から催もよおす交霊会という催しだ。

　すでに会場では仲間たちが霊を呼び出し、小さなテーブルをこつこつ叩たたく音をさせたり、誰だれも手を触れないのに回ったりといった奇跡を演じてみせている。ちょっとした針金の細工と、膝ひざにくくりつけたブリキ製のばねさえあればなんということもないのだが、おとなしい羊たちはすっかりその気になってありがたがっているようだ。

　そこへ、有能な霊れい媒ばいヴォーン嬢のご登場。彼女は自ら呼び出した自身の守護霊を実体化させ、人々の間を歩かせることができる。

　物質化した霊は人々に直接触れ、運のいい何人かには直接話しかけて祝福をほどこし、心のこもった霊界からのメッセージを残していく、とそういう運びになる。

　世界の頂点に君臨するこの大英帝国の、それも紳士階級の人々が、目に見えぬ世界のいかさまごとに夢中になっているのは、マージにはまったく奇妙に思える。きれいな服とおいしい食べ物が手にはいれば、ほかに何が必要だというのだろう。

　まあ、最新の退屈まぎらしよね、というのがマージの忌き憚たんのない意見だった。たぶん、そっちのほうが当たっているのだろう。手に入れられるいろんなことに飽きてしまうと、今度は手に入れられないいろんなものが欲しくなるのが人の性さがだ。

　とにかく流行ブームが終わらないうちに、間抜けどもからせいぜい金をしぼり取っておくのがいちばん。うす暗い部屋で身をかがめてお針子をして、とうとう目と腰をやられて、枯れ木のように死んでしまった母と同じにはなりたくない。母が一生座りつづけた小椅い子すの破れた座面と、魚油ランプの薄暗がりで猿さるのように背を丸めていた後ろ姿を思い出し、マージは思わず十字をきった。

「おい、まだかよ。さっさとしろよ、客が待ってんだ」

　また仲間が声をかけた。

「ちょっと待ってって言ってるでしょ」とげとげしい声でマージは言い返した。

「何をそんなにぴりぴりしてるわけ？　いつもの仕事じゃないの。何が問題なのさ？」

「新顔の客がいるんだよ。なんか様子の違ちがうやつ」

　細く開けたドアから覗のぞいた仲間の目は、おびえたようにきょときょとしていた。

「女なんだ。なのに、男のかっこうしてる。宝石のついたステッキなんか持ってな。すげえ美人だが、なんかずいぶんふてぶてしい感じで、落ち着き払ってやがるんだ」

「警察ヤードの手先ってことはないでしょうね？」

「そいつはないと思う。だが、用心はしときな。いいか？」

「わかったわ」

　鏡に向きなおる。特製コルセットの縁が胸にこすれて痛い。

　愛の導きとか天上の光とか口にしたがる人に限って、他人の苦痛に鈍感なのは合が点てんのいかないことだ。かりにキリストさま本人の署名のメッセージを手に入れたとして、釘くぎにつらぬかれた両手でどうやってペンを持って名前を書けというつもりだろう。そういう細かいことには気を使わないから、お金持ちでいられるのかもしれないが。

「みなさん、お待たせしました。ミス・ヴォーンがキャビネットに入られます」

　いよいよ本番。気をひきしめて、厳げん粛しゆくな顔を作って進み出る。

　期待に満ちたいくつもの顔がマージを出迎えた。せまい室内は人いきれでむんむんしている。テーブル叩きタツピングに使われたテーブルは端はしへ寄せられ、分厚いカーテンが窓に降りている。円形に並べられた椅子のまん中に、人一人が入れるほどの広さで別にカーテンで覆おおわれた小部屋キヤビネツトがしつらえられている。

　せいぜい神秘的な表情をつくろいながら、問題の客をちらりと盗み見る。

　影に入っているせいでよくは見えないが、着たままの黒いインヴァネス・コートにかかる黄金の滝のような金髪は印象的だ。背の高いトップハットに、膝ひざの前に立てた細いステッキ。ステッキの上には卵ほどもある大きな赤い宝石が輝き、さまざまな指ゆび環わにいろどられた白い手が、軽くその上に重ねられている。

　遊び人、とマージは判断した。気楽なもんよね。

　その苦々しい気分のまま椅子に座り、助手役の女が手と足を縛しばるのにまかせた。むろんこれも、方法さえ知っていればすぐに抜けられるし、抜けだしたことなどなかったようにまたもとに戻る方法も熟知している。

　あとは出現のタイミングを待つだけ。それまでは退屈なものだ。カーテンの外で司会役の仲間と、集まった客たちが声をそろえて聖歌を歌いだすのを聞きながら、あくびをする。

　まったく、いつになったら、年をとってもじゅうぶん食べていけるだけの金がたまることだろう。お針子の仕事よりよほど割りはいいとしても、こういちいち大おお仰ぎようで、気が張って、堅かた苦くるしいんじゃ肩が凝こるのは同じことだわ――

　けく、と喉のどが鳴った。

　最初、自分の喉がその音をたてたとはマージは信じられなかった。

　思わず口に手をあてたとたん、けく、げくっ、と、ヒキガエルの鳴き声のような音が腹の奥からわき上がってきた。聖歌がとまどったように止やんだ。

「ミス・ヴォーン？　マージョリィ？　どうかなさいましたか？」

　気がかりそうに呼ぶ声がする。

　マージは答えようとしたが、出たのは、ごぼっという不気味な音と腐ふ臭しゆうを放つどろりとした液体だった。

　床に倒れてマージはのたうった。液体はマージの意志とは関係なくどろどろと口から鼻から流れつづけ、耳の穴からなまあたたかく滴したたった。

「ミス・ヴォーン、どうしました……きゃあああ！」

　カーテンを引き開けた女の客が悲鳴をあげた。

　そこにいたのは、燐りん光こうを放つ泥のようなものにまみれ、口といわず鼻といわず、目や耳の穴からさえも、軟体動物めいた汁を垂たれ流しているおそろしい姿の女だった。

　ぴちゃ、と音をたてて、泥が生き物のように蠢うごめきはじめた。

　悲鳴をあげた女がまた悲鳴をあげ、くるりと向きを変えて逃げ出した。

　残りの人間も、仲間も、青白い血にまみれた亡霊のようなマージの姿を見ると口々にわめきながら部屋を飛びだしていってしまった。

　助けて、とマージは薄れかかる意識で思った。

　誰だれか、助けて。

　誰かがつと目の前に立った。

　黒いインヴァネスが広がり、赤い宝石が光る。

　豪ごう奢しやな金髪がかすかな灯あかりを受けてきらめいた。

「これはまた素敵だ。実にちょうどいい獲物だ」

　おもしろそうにその者は言った。

「レギーネのおやつにぴったりだ。戻ってきたら喜ぶだろう」

　金の片眼鏡モノクルの後ろで、エメラルド色の瞳ひとみが見つめている。

　マージはその冷たい色と、朱あかいくちびるに浮かんだ狼おおかみの笑みを見て、自分がけっして救われたわけではないこと、この狩人かりゆうど――そう、狩人ハンターだ、けっして救い手ではない――の目的は、いま自分の内側にいるなにかで、自分は、ただ付属物にすぎないことを思い知った。

　ふっと意識が遠くなった。





　ぎしぎし軋きしむ階段を息をきらしながらあがっていく。

　それにしてもひどい臭においだ。暑い盛りに三日も放ほうっておいた魚に、肥だめの中身をぶちまけて、そのまま五年も寝かせておいたような強烈な悪臭が充満している。

　テムズのそばでも思ったが、ここの人たちは、こんな臭いの中で生活していて平気なのだろうか。すっかり鼻が馬ば鹿かになっていて（あんなに鼻が高いのに）、臭いもなにも感じないのだろうか。

（それとも、ここだけがこんな臭い？）

　思わず口と鼻を袖そでで覆おおう。あまりの臭いに目がしみる。あの女の子は？　まったく、息がつまりそうだ。早く、探し出さないと――。

　遼りよう太た郎ろうはぎくりと足を止めた。

　人が倒れている。

「ち、ちょっと、大丈夫ですか？」

　膝ひざをついて声をかけてみたが、返事はなかった。

　黒い髪をきつくひっつめた、痩やせた女の人だ。口に手を近づけると息はあるようなのでほっとしたが、いくら呼んでゆすっても目を覚ます気配がない。

　そういえば、さっき爆発音がしたのがこのあたりだったことを思い出し、急に脂あぶら汗あせがにじんできた。

　それに、なんだかとても暗い。まだ外は午ひるを少し過ぎたくらいだったはずなのに、遼太郎がいる二階の廊下は両側に幅の狭い扉がいくつか並んでいるだけで、息のつまりそうなねっとりした闇やみがたれこめていた。異様なまでにしんとしている。

　そういえば火事だという声を聞いた。火事？

　悪い煙でも吸ったのか、この人は？

　さっきからする、このひどい臭気は火事の煙なのだろうか。もしかしたらたった今も、この建物のどこかが燃えている最中なのかも。

　もしかして、逃げたほうがいいんだろうか。

（あ、でも、あの女の子は奥へ行ってしまったし）

　どうしよう、放ってはおけない。とにかくこの人を外へ連れだして、それから、あの女の子を探しにまた戻ろうか。

　少なくともこの時、遼太郎の頭からは祖母の書いた紹介状のことは綺き麗れいさっぱり消えていた。お人ひと好よしな上、何かに夢中になるとすぐに前に考えていたことを忘れてしまうと、よく義理の兄弟たちに馬鹿にされたものだが。

　もしガスを吸ったのなら命が危ないのかもしれない。一刻も早く助けを呼ばないと――

　ぐんにゃりした女の身体からだを肩に担かつぎ上げようとしてよろめいたとたん、その目の前で、ドアが鼻先を張りとばさんばかりの勢いで開いた。

「うわああああ!?」

　開いたドアから白い煙が噴出してきた、と思った。

　だがそれは猛もう烈れつな悪臭とともに遼りよう太た郎ろうに襲おそいかかり、腐った濡ぬれ雑ぞう巾きんのようにべたりと顔に貼はりついて鼻と口を塞ふさいだ。

　同時に、頭の中に声でも言葉でもない真っ黒なもの、精神のどぶ泥とでも言うべきけがらわしい感触が充満する。

　遼太郎はくぐもった呻うめき声を上げ、かかえた女を取り落とした。ごつんと床に頭がぶつかる音がしたが構っていられない。必死に顔を掻かきむしって、こびりついたそいつを引きはがそうとするが、触るそばからそいつはぐにゃぐにゃと形を変えて指をすり抜け、いよいよ強く顔に吸いついてくる。

　息がつまる。もう駄だ目めだ、と思った瞬間、頭のてっぺんから、冷水を滝のように浴びせかけられる感じがした。

　白い光が脳内を走り、手の下でそいつが身み震ぶるいして絶叫するのを感じる。べたつく泥がずるりと剥はがれおち、遼太郎は必死に息を吸いこんだ。

「遅いぞ、少年！」

　開いたままのドアの中から朗々たる声が聞こえた。

「しかしなかなかのタイミングだ。早速だが、そこの短剣を取りたまえ。心配せずとも聖水と雌めん鶏どりの血は保証付きだ。第三階かい梯ていの魔方陣の描き方はわかるな？」

「ま、魔方陣？　第三階梯？」

　咳せきこみながら遼太郎はドアの框かまちに手をかけた。誰だれだ？　今の清せい冽れつな“〝氣き”〟は、もしかしてこの声の主が――

「知らないのかね？」

　一転して声は不機嫌そうになった。

「使えない奴やつだなあ。まあいい、では私について唱となえたまえ、いいかね。『虚こ空くうに漂ただよう精霊の主、軽かろやかなる者・重き者……』」

「『……揺らめく者、流れる者、形なき諸世界の理の霊ども、なんじら我が呼び声に従い不浄なるものを我より隔へだてる楯たてとなるべし……』」

　ひりひりする喉のどを押さえながら、遼太郎は声のあとについて復唱した。長い言葉を意味もわからず唱えるのは本家にいたときうんざりするほどやり慣れている。

　舌を噛かみそうな古語まじりの長い英語を、それでもなんとか唱え終えると、足もとに倒れていたあの意識のない女が、ふいにびくんと痙けい攣れんした。

　遼太郎は思わず口を押さえて壁に貼りついた。

　もう少しで悲鳴をあげてしまうところだった。何かに吊つり上げられるような動きで立ちあがった女の顔は、目と言わず鼻といわず、ぞわぞわとうごめく青白い泥のようなもので覆おおわれていた。さっき遼太郎の顔に貼りついたのと同じやつだ。

　そいつは鈍にぶく発光し、不定形の蛆うじのように這はいながら女の口や鼻や耳の穴から漏もれだして、しだいに一つの形を作ろうとしている。みるまに泥は額ひたいの上に集まり、盛りあがって、かろうじて人間の頭に見える物を作り上げた。固まりのなかばが濡ぬれた音を立てて裂け、地獄の底からもれるような呻うめき声を発した。

「はっはあ。出てきたな」

　そばでいきなり声がして、遼りよう太た郎ろうはぎょっとした。戸口からゆっくりと姿を見せた長身の人影を見あげ、息をのむ。

（お、女の人!?）

　遼太郎よりはるかに背が高く、声も低いが、ほっそりした顎あごから首への繊せん細さいなつくりと何より、上着の上からでもわかる豊満なふくらみは女性以外の何ものでもない。

　長いドレスではなく、男物のリンネルのシャツにぴたりとした細身のズボン、鏡のように磨みがき上げられたブーツのかかとを鳴らしている。

　あふれるほどの黄金の巻き毛を肩に流し、ふっくらと紅あかいくちびるには狼おおかみめいた獰どう猛もうな笑み。女神のような白い横顔に輝くのはあざやかな緑の瞳ひとみ、その遼太郎に向いた片方に、金きん鎖さのついた片眼鏡モノクルが嵌はまっている。

　壁に貼はりついたまま硬直している遼太郎に視線だけ向けて、

「発声は悪くないが、発音がなっちゃいないな跡あと部べ遼りよう太た郎ろう君。まあこちらへ来たばっかりの山出しじゃ仕方がない、大目に見てやろう。しかし君がもうちょっとうまくやりゃ、この御ご仁じんもこんな中途半端に引っぱり出されなくてすんだんだぜ」

　御仁、というのは女ではなく、そのおでこであーうー言っている顔のことらしい。状況も忘れて遼太郎はむっとした。

「悪かったな、これでもまるまる二年はみっちり勉強したんだ。いきなりあんなわけのわからないお題目唱となえさせられて発音も何もあるもんか……って」

　あることに気づいた。

「ど、どうしてあんた、僕の名前を知ってるんだ!?」

　返事はない。男装の美女はすでに目の前の異い形ぎようにとりつかれた女に集中している。

「ふん、雑ざ魚こがなかなかしぶとい。レギーネ」

「はい、お嬢さま」

　今までどこにいたのか、メイド姿のあの少女だった。黒いドレスの肩に、あの羽のある猿さるを乗せている。

　少女の瞳があわい鴇とき色いろをしているのに、唐とう突とつに遼太郎は気づいた。レギーネと呼ばれた少女は両手を広げると、恐れげもなく取り憑つかれた女のほうへ一歩足を踏み出した。顔に支配された女は吠ほえ声を上げて少女につかみかかる。

「――印形シジル〈大天使Archangel〉」

　美女の唇くちびるが微び笑しようとともに呟つぶやく。

　と、無表情なままの少女の銀色の髪が翼のように広がり、その背から、幾いく本もの剣状の光が噴出した。光の剣が、動く間もない女を四方から串くし刺ざしにする。

　いや、取り憑ついた者を、だ。女の肉体は刃をすり抜けて床にすべり落ちて横たわり、その場には、全身を貫つらぬかれて空中に止とどめられた不定形のものが残った。

　泥で作った歪ゆがんだ人間にも、あるいはどこかの深しん淵えんに棲すむ軟体動物のようにも見えるぐにゃぐにゃした姿でもがきながら、なおも怒りの咆ほう哮こうをあげる。

　男装の美女が進み出た。その手には、いつの間にか遼りよう太た郎ろうの肩まであるような長剣が携たずさえられている。細い刃は青みを帯び、見ているだけで背筋に戦せん慄りつが走った。黄金作りの柄つかの先には、鳩はとの卵ほどもある大きな赤い宝石――ルビー？――がはめ込まれ、薄うす闇やみの中で炎の心臓のように脈打っていた。

「安心しな。おまえはもう地獄へ戻らなくていいんだから」

　目を細めた笑顔はまるで無慈悲な豹ひようのそれだ。

「――だっておまえは、今日、ここで、消滅するんだからね」

　刃が一いつ閃せんした。

　光の剣が砕け、真っ二つに切り裂かれたそいつは歪んだ口を限界まで開いて吠ほえた。建物が鳴動し、地鳴りが腹を揺さぶる。

　思わず耳をふさいだ遼太郎は、あの通りで聞いた爆音の原因を今、自分が耳にしていることに気づいて逃げ出したい思いにかられた。脂あぶらがはじける音をたてて怪物は縮ちぢんでいき、やがて、髪の毛の焦こげるような臭においだけを残して完全に消え去った。

　遼太郎はおそるおそる壁から身を離した。

　レギーネというメイドの少女は何事もなかったようにスカートの裾すそを払い、肩に乗せた猿さるに手を伸ばして撫なでている。

　生きているのかいないのか、倒れた女はぴくりともしない。そんなことは眼中にない様子で、男装の麗人は床にかがみこんで、絨じゆう毯たんの上を注意深く調べていた。

　やがて、「ああ、あったあった」と呟つぶやいて嬉うれしそうに何かつまみ上げた。小さな赤いガラスのかけらめいたものが指先につままれている。

「ねえ、ちょっと！」

　我慢できなくなって、満足げに獲物をためつすがめつしている女に向かって遼太郎はくってかかった。

「いったい……いったい、あなたたちは何なんですか？　どうして僕の名前を知ってるんですか？　それに、紹介状！　僕の紹介状を返してください！　その猿が持ってるんです！　っていうか、猿!?　さ、猿がなんでコウモリの羽！　し、しかも飛んで」

　自分で何を言っているのかわからなくなってきて、ぐっと唾つばをのんだ。

「あ、もしかして、荷物を奪っていったのもあなたの差し金なんですか？　いったい何のつもりなんですか！　あんまりひどいと大使館に……」

　ごん。

　訴うつたえますよ、と言い終わらないうちに、頭のてっぺんにひどい衝しよう撃げきを受けた。

　視界がくらりと回る。

　倒れる瞬間に目にしたのは、ちょうつがいが外はずれてこちらに倒れかかってくるドアと、それからおやおやとでも言いたげに丸く見開かれた、片眼鏡モノクルの向こうの、エメラルド色の瞳ひとみだった。



    

  
    
      


　　第一幕　魔女じゃない、魔術師だ





　　　１



　長くて暗い廊下を歩いている。

　磨みがきぬかれた檜ひのきが足の下できしきし音を立て、左右には灰色のかった漆しつ喰くいと太い柱が交互にどこまでも続く。

　いかにも四角四面で冷たい雰囲気にもかかわらず、遼りよう太た郎ろうはいつもここを通ると自分を呑のみこむ大蛇の喉のどを通るような気がしたものだった。呑みこまれて溶かされるのがわかっているにもかかわらず、自分でのこのこ胃袋まで歩いていくばかな餌えさだ。

　前回ここを抜けだしたときにはもう二度とこんなところに足を踏み込むような真ま似ねはすまいと思っていたのに、逃げた距離は十分ではなかったらしい。もっとも、どれほど逃げてもけっして十分だとは言えない。この大蛇は信じられないほど長い腕を持っている。蛇という形容にはきわめて反しているにしても。

　襖ふすまが開く。青い畳の匂においが鼻をつく。そして上品な伽きや羅らの香りも。

　部屋の四隅すみには色糸でかがった薬くす玉だまがさがり、白磁の香こう炉ろから立ちのぼる香煙に赤い絹糸の房ふさをゆらしている。正面の、一段高くなった座に螺ら鈿でんに金きん襴らんのクッションをかさねた肘ひじ掛かけ椅い子すが一脚。下がった正面に、飾り一つない座布団が一つ。他には何もない。誰だれもいない。部屋の大きさは三十畳ばかり。遼りよう太た郎ろうの足が震え出す。

　姿の見えない誰かにうながされて、震えながら座につく。頭を下げろと命じられるが、言われるまでもなく顔をあげることもできない。はるか遠くで衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、近づいてくる。冷たい汗がじわりとわく。

　――御当主様、御お成なり――。

　小鳥のようにか細い声が主あるじの到来を告げる。見えない手に押しつけられて、遼太郎は香る畳に額ひたいをこすりつける。金粉を置いた襖ふすまが開き、誰かが入ってくる気配がする。体重を受けとめた椅子が小さくきしむ。

『遼太郎かえ』

　部屋の空気が動きを止める。

　姿の見えない誰かは口の中で挨あい拶さつらしい言葉を呟つぶやきながら、遼太郎の頭をいっそう強い力で押さえつける。遼太郎はたった今ここで溶けて消えてしまいたいと必死に祈るが、いつものように願いは叶えられない。

『かまへん。顔上げさし。私はまだるっこいのん嫌いや』

　力がゆるむ。

　いやいやながら遼太郎は顔をあげ、薄うす闇やみに浮かぶほの白い老ろう婆ばの顔を認める。

　能面の姥うばに似ているが、あの面の満ちたりた明るさや優しさはみじんもない顔だ。鏝こてで斬きり込んだような細い目はしわに埋もれ、時折鋼はがねのような光をやどす。秋草の打うち掛かけの膝ひざに細い両手をきちんと重ね、背筋を伸ばしたところはとうてい八十に近いとは思えない。

『えろう大きゅうなったもんやな。いくつになった』

　十六に――、と誰かが答える。

　ここでは遼太郎は発言を許されてはおらず、しつけのできていない犬と同様、人間たちによってあげつらわれるためのものでしかないのだ。何度も思い知らされてきた事実をいまいちど見せつけられ、遼太郎の手が畳の上で人知れず拳こぶしを作る。

『まだなんにも兆候はないのんか』

　何も――。

　嘲ちよう笑しようのような返答が耳に突きささる。

　そのむこうに数知れないいくつもの囁ささやきが聞こえる。

　……いくらなんでも今度こそ、御当主もあきらめられるおつもりだろう。跡あと部べの当主が十五もこえて常人と同じではただの恥さらし、いよいよあの子供を廃はい嫡ちやくして、新しい者を指名するおつもりだろうさ。

　しかしそれでは、せっかく美み弥や子こちゃんと婚約させたおじさんの努力が水の泡ですね。なんだと、若造が。

　しかしまったく、御当主はなぜさっさとあの子供を放ほう逐ちくせんのかね。なにしろ日ひ奈な湖こさまと幹みき人ひとさまを死なせたのは……しっ、それは――。

　しかし、跡あと部べ家当主の発した言葉は誰だれもの予想を越えていた。

『遼りよう太た郎ろう。おまえ、英国えげれすへ行き』

　香煙が揺ゆれ、すぐに静まった。遼太郎の背筋がひきつった。

『あちらには私の旧知がおる。そこで、しばらく勉強しとり。私が呼びもどすまで、帰ってきたらあかんで』

『しかし、御当主様――』と誰かが言った。

　皆がいっせいに喋しやべりはじめる。遼太郎は強く拳こぶしを握りしめた。頭の中で言葉がごちゃごちゃにもつれあい、どこにもほどくところが見つからない。老女の瞳ひとみがうすく光った。

『不満か』

　ざわついた空気が一気に冷えた。

　老女は横を向き、介かい添ぞえ役にけだるげに手を伸ばした。支えられて椅い子すを離れ、襖ふすまの向こうに消えていく。

　彼女は最後まで、真正面にいた孫にちらりとも目を向けなかった。

『旅券やら何やらはもう用意さしてある。あとで下のもんから受け取ったらええ。紹介状も書いといたさかいに、相手に会おうたらそれ渡しや。

　……話は終わりや。帰ってええで、皆』



『どうしても行ってしまうの、遼りよう兄さま』

　桟さん橋ばしまで見送りに来てくれた義妹は泣いた。他人よりも冷ややかな叔お父じの家で、たった一人慕したってくれた相手だった。可愛かわいいお下げに桃色のリボンをゆらして、真新しい女学校の制服の肩を落としていた。他には誰も見送りはなく、あわただしく行き交う人の中で兄妹はたった二人だった。

『ごめんよ。御当主様のお言葉には、誰も逆らえないからね』

　まるい頬ほおに伝う涙を拭ふいてやって、遼太郎はハンカチを妹の手に持たせてやった。ハンカチをくしゃくしゃにして、妹はでも、とうつむいた。

『お父さまもお母さまも、みんなひどいわ。こんなの、まるで追い出すみたいじゃない。わたしだってもう少しで、家を出ることも止められるところだったのよ。平へい助すけじいやのおかげでなんとか出てこられたけど、みんなでよってたかって、お兄さまのことを消してしまおうとしてるみたいで、いたたまれなくて』

『いいんだよ、気にしなくて。今どき外国へなんか勉強にやって貰もらえる人間はそうそういない。行きたくっても行けないたくさんの人に比べれば、僕は幸せ者さ』

　それに、本当はほっとしてるんだ、とは口にはしなかった。外国へ行って、一族の者のさげすみの目や、それでいて次期当主に露骨にこびを売る態度に囲まれて腐っているより、誰も知り人のいない異国の空気を吸っている方がどれだけ気楽かわからない。

　祖母も、やっとあきらめたのだろうと思った。血筋によって次の当主と決められてしまった無能な孫を海の果てへ遠ざけている間に、新しい跡あと継つぎを決めて、それで僕のことは忘れてしまうつもりだ。

　大歓迎だ。

　このまま、みんなに忘れてしまわれればいい。

　けれどもそんなことをこの妹に言って悲しませるつもりはなかった。桜貝のようなつやつやの爪のついた手を撫なでてやり、じゃあ、と荷物を持ちあげる。

『もう時間だから、行くよ。和かず音ねも早く行かないと、じいやに迷惑がかかるからお行き。僕なら、一人で大丈夫だから』

『手紙を書くわ』

　もう隠かくしようもなくしゃくり上げながら妹は呟つぶやいた。

『お兄さまも手紙を書いてね。わたし、お小こ遣づかいをためます。千代紙だって買わないし、あいすくりんも食べません。ご本も借りて読むだけにするわ。たくさんたまったら、切符を買ってお兄さまに会いに行くの。ロンドンって、とっても遠い？』

『ああ、遠いよ』

　汽き笛てきが鳴る。

　肘ひじにすがった妹の小さな手を感じながら、遼りよう太た郎ろうは呟いた。

『遠いよ、和音――とっても、とってもね……』



    

  
    
      



    

  
    
      

　長い髪をした人影が目の端はしで動いていた。

「あ――和かず音ね……？」

　すみれの甘い香りにさそわれて手を伸ばすと、やわらかい生き地じが手に触れた。夢うつつで探ると、ひんやりしたなめらかな指に行き当たる。

「なんだ……和音、起こしに来てくれたのかい？　ごめん、今起きる……」

「お目覚めですか、跡あと部べ遼りよう太た郎ろう様」

　ガラスの鐘を叩たたいたような声が遼太郎を一撃で夢の世界から叩きだした。

「あっ？　う、うわっ!?」

　飛び起きるとベッドの上で身体からだが弾はずみ、遼太郎は後ろに尻しりもちをついた。

　銀髪のメイド少女は遼太郎に手をつかまれたまま、感情の読めない目をこちらに向けている。遼太郎はあわてて指をもぎ離し、持っていきどころのない手と視線をあちこちとさまよわせた。

「ご、ごごごめん！　夢を見てて、てっきり妹と勘かん違ちがいして……」

「お嬢さまがお待ちです」

　あわてる遼太郎にはまったく構わず、銀髪の少女は無表情に言った。たしか、レギーネといったはずだ。

「身み支じ度たくを終えられましたら、一階の居間までいらしてください。お衣装と靴くつはこちらにございます。まずは洗顔を」

　そばの小テーブルにのせられたトレイを取りあげる。水差しには湯気を上げる湯がたたえられ、白しろ錫め製の洗面器と大小のふかふかしたタオル、遼太郎にはまだ縁のないひげ剃そりの道具一式がそろえられていた。

「ここはどこなんだ？　僕はいったい、どうして」

「ここはロンドンのホーボーン、ニューゲイト通りのクリスティーナ・モンフォーコン様のタウンハウスです。貴方あなたさまは一昨日、トーリー街の下宿屋でお倒れになってから丸一日眠っておられました」

　熱い湯を洗面器に注そそぎながらレギーネは答えた。

「お嬢さまが御ぎよ者しやに命じてこちらまでお連れになりました。下へ降りる前に、何か軽いお食事でもなさいますか？」

「クリスティーナ・モンフォーコン？　タウンハウス？　……ああっ！」

　昨日――レギーネの話によれば、一昨日――のことがどっと蘇よみがえってきた。爆発音と羽のある猿。臭くて暗い廊下。金髪の美女。銀光の一いつ閃せん。

　そういえばまだ頭が痛い。そっと触ってみると、頭のてっぺんに大きなこぶができていた。倒れてきたドア、あれで頭を打って気を失ったらしい。

　落ちついて眺めてみると、なかなか豪華な部屋だった。今まで遼太郎が寝ていたのは重厚な彫刻つきのベッドで、マットレスの上に羽根をたっぷり使った枕と布団が雲のように膨らんでいる。縦に長い窓からはキリスト教の大寺院らしい丸屋根が望める。

　深緑のビロードのカーテンには金色の房ふさ飾り、樫かし材の羽は目め板いたと東洋趣味の花か鳥ちよう紋もんの絨じゆう毯たん。小さい暖だん炉ろの上には荒海をゆく帆はん船せんの版画が掲かかげられ、飴あめ色のマホガニーのチェストと小机にちょっとした趣おもむきをそえている。脱いだシャツをどこにやるべきか見当がつかず、上等の子牛革らしいソファの上に遠慮がちに置いた。

「それじゃ、ここがお祖ば母あさまが僕に行けって言った人の家なのか。いや、食べ物はいいよ。それより、あのクリスティーナって人はどういう人なの？　僕のお祖母さまとは知り合いなんだろう。だいたいあの人、なんであんな汚いところで、あんな――あんな物と、やりあってたんだい？」

　声が震えた。あの、ほとんど人の形をなしていない生きた泥のかたまり！

「そういうことはすべてお嬢さまがお答えになります。では、お着替えをなさいますか？」

「う……うん」

　つけいる隙すきのないレギーネの態度に押されてうなずいた。

　が、肝心の着替えはすぐに滞とどこおることになった。

「その……悪いけど、部屋を出ててくれるかな」

　遼りよう太た郎ろうは困った顔でレギーネを見た。彼女はいかにもメイドらしく、ネクタイや靴下をきちんとそろえてそばに控ひかえている。

「お召し替えをお手伝いするのが私の仕事ですから」

「それはそうかもしれないけどさ。慣れてないんだよ、こういうの。君、女の子だし。せめて、向こうを向いててくれないか？　頼むよ」

　レギーネはほんのわずかに首をかしげたようだった。

　黙って壁のほうを向き、両手をエプロンの前で組んだ。遼太郎はほっとして、そろそろと寝間着のズボンを脱いで新しい服に袖そでを通した。

　着替えながらちらちらとレギーネを見やる。あの下宿屋で、彼女は――光り輝く翼を背中に広げたように見えた。

　あの女主人はなんと言っていただろう。混乱していたせいで意味はほとんどとれなかったが、光の中に立っていたレギーネは西洋画の天使そのままの姿に見えた。どろどろとした化け物を畏おそれげもなく見つめてすっくと立つ姿は裁さばきの天使そのものだ。

　今はただの美しい少女にしか見えない。きゃしゃな背中に朝日がななめに当たって、長く垂たらしたまっすぐな銀髪を氷の滝のように輝かせている。急に気恥ずかしくなって、遼太郎はしゃにむに上着の襟えりに頭を突っ込んだ。

　新しいツイードのジャケットと紺こん色のリボンタイをつけてしまうとずいぶん気分がましになった。「こちらへどうぞ」と、レギーネが先に立って、急な階段を吹き抜けのホールのほうへ導いていく。

　ぴかぴかの踊り場で向きを変えようとちょっと足を止めたとき、天井からきいっという声が聞こえた。あわてて上を振り仰あおぐと、真しん鍮ちゆうとクリスタルのきゃしゃなシャンデリアから、小さな毛むくじゃらの影が羽を広げて襲おそいかかってくるところだった。

　うわっ、と頭をかかえてしゃがみ込むと、そいつはぱたぱたと翼を鳴らして遼りよう太た郎ろうの背をかすめ、レギーネの肩に乗って尻尾しつぽを巻きつけた。例の蝙蝠こうもりの羽のある猿さるだ。

　猿。

　たしかに羽がある。

　自分を凝ぎよう視しする遼太郎の視線を受けて、蝙蝠羽の猿は馬ば鹿かにしたように後ろ足で耳を掻かき、ぱたぱたと羽を動かしてみせた。

「……こいつめ」

　遼太郎はことさら怖い顔をして指を振ってみせた。

　そうとも。世界は広いんだ。僕の知らない種類の猿だっていておかしくない。

　たとえそれが、背中に蝙蝠の羽を持ってて空を飛ぶ猿でも、おかしくない。ああ、おかしくなんかないぞ。

「また脅おどかそうったってそうはいかないぞ。僕の紹介状はどうした？」

「ああ、バイロン卿きよう！　遠来のお客様に無礼があってはいけないよ」

　開け放しになった階下のドアから快活な声が響いた。

　猿は笑うような声をあげて鳴くとまた舞い上がり、遼太郎に向けて猿なりの嘲ちよう弄ろうの仕草をして、開いたドアからさっと居間に飛びこんでいった。

　レギーネは階段を下りきった。部屋の正面に置かれた寝椅い子すから、何かきわめて豪ごう奢しやなものが起きあがるのが見えた。

「お目覚めかね、跡あと部べ遼太郎君。ほう、そうしているとなかなかの男ぶりだな」

　細い指先で朱しゆ羅ら宇うのキセルが弄もてあそばれている。

　クリスティーナ・モンフォーコン嬢は、今まさに自宅でのひとときを楽しんでいる最中だった。

　ほどいた金髪を豪華なクッションのように肩へ背中へと奔ほん放ぽうに流し、その中心に宝石のように白い小さな顔があった。蝙蝠羽の猿はそばの小テーブルに置かれた果物皿のそばに落ちつき、葡ぶ萄どうの粒を囓かじっている。

　下宿屋の臭くさい暗くら闇やみでもひどく印象的だったあざやかなエメラルドの瞳は眠たげに伏せられ、濃い睫まつ毛げの影で煙っていた。粋いきなブーツと紳士物の黒いインヴァネスは部屋の隅すみの洋服掛けに掛けられていたが、あの大きな赤い石のついた仕込み杖つえはソファの横に立てかけられて、いつでも手にとれる位置にある。

　やはり男物の濃い葡萄茶えびちやのガウンを一着羽は織おるにおよんでいたが、そうした衣装すらゆたかな胸と腰の曲線を隠かくしきるところまでは行っていない。むしろゆるめに合わせた襟えりのせいで白い胸元が半分のぞけており、身体を動かしたせいでさらに絶妙な角度に襟が開いて、遼太郎はあわてて目をそらした。

「レギーネにも紳士的にふるまってくれたようでよいことだ。もし手でも出していれば即座にソロモンの一千の呪のろいでもかけてあげるところだけどね。ヒキガエルになりたいか、それともとびきり不器量なイモリになりたいかは選ばせてあげるけど。特別に。何しろお客様だし。ご苦労様、レギーネ。こっちへおいで」

　黙ってわきに立っていたレギーネが進み出る。クリスティーナは身を起こして、わきの物入れから銀細工の小箱を取りだし、ふたを開けた。

　銀髪の少女を抱き寄せんばかりに近く引き寄せて、口をお開け、と甘い声で命令する。従順に開かれた唇くちびるの間に、小さな赤いもの――飴玉？　を指に挟んでさし入れてやり、小さい子供にするように、頬ほおをさすって口を閉じさせる。

「美お味いしい？」

　口を動かしながら、レギーネはこっくりとうなずいた。

「そう」クリスティーナは目を細くした。

　それから遼りよう太た郎ろうの方を向いて、うってかわってにやりと笑った。

「あとは部屋へ持っていってお食べ。あそこで少年が馬ば鹿かみたいに口をあけて見つめているからね。確かに教育にはよくない、しかし、『やましい思いを抱いだかぬ者には、いかな悪徳も影すらささぬ』――だれの言葉だったかな、忘れてしまった。もういいからお行き、レギーネ、それからバイロン卿きようも。これから先は少しばかり退屈な話になる」

「ぼ、僕はなにもそんな」

　銀髪の可愛かわいいメイドを抱き寄せて、手ずから何か含ませてやる豪ごう奢しやな美び貌ぼうの女主人、という、見ようによってはかなり妖あやしい場面をぽかんと眺めていたのに気づいて、遼太郎は真っ赤になった。

　女主人もメイドも、遼太郎にはまったく注意を払わなかった。レギーネはキャンディ入れを受け取り、大切に胸元にしまうと、銀髪をなびかせて一礼して出ていった。後ろから、バイロン卿というらしい（大層な名前だ、猿さるにしては――猿ではないのかもしれないが）蝙蝠こうもり猿がなにやらしゃべり散らしながらついていった。

「さて、ぶっちゃけ大会の開始だ」

　ドアが閉まると、クリスティーナは面白くもなさそうに言った。

　どこかから魔法のように例の片眼鏡モノクルを取り出し、くっついていたらしい猿の毛を罵ののしりながら払い落として目にはめる。細い金の鎖がかすかに鳴った。

「何か飲むかね？　シェリー、ブランデー、それとも我がうるわしき英国の朝の伝統にのっとって単なる茶にするかね。ミルク、砂糖、お望みなら君のお国の緑茶グリーン・ティーだってご提供いたしますぜ。あれは実に良い匂いがするし、味わい深い」

「要いりません」

　こわばった声で遼太郎は言った。それから、あまりにも無愛想にすぎることに気づいていくらか肩の力を抜き、勧められた椅い子すに腰をおろした。

「……ええと、とにかく、ご挨あい拶さつが遅れてすみません。僕は――」

「ああ、いい、いい。紹介ならここに書いてあるよ」

　いつのまにか一枚の書類がクリスティーナの手にあった。遼太郎が日本からはるばる持ってきた例の紹介状。

　あ、それ、と言いかけて、遼りよう太た郎ろうは椅い子すに沈みこんだ。考えてみれば、あの猿さるがその書類を持っていたからこそ自分はあとを追いかけたのだ。猿の飼い主らしい彼女が持っていても不思議ではない。もともとの宛あて先さきでもある。

「ええっと、跡あと部べ遼太郎君、日本人、十六歳になったばかり、精神と健康ともに見たところ問題なし。まあちょっと現時点ではどちらもいささか傷がついているようだがね？」

　読み下しながら顔を半分のぞかせて、意地悪そうに片目をつぶる。

「由ゆい緒しよある血筋の跡部家の跡継ぎにして、両親はなし――ふむ――将来は現当主である跡部たか女めに代わって跡部の家を継ぐ身の上であり――ふむ、ふむ――そこで尚なおいっそうの勉学を積むため、ご当主とは旧知の仲であるところの私に託たくし、英国への遊学に送り出したい旨むねここに――ふむ、ふむ、ふむ」

　いくつかの嘆声と笑いと鼻を鳴らす音をまじえて読み終えると、クリスティーナは紹介状をたたんで机に置いた。

「委細承知。まあしかし、オタカさんも水くさいなあ。こんな紹介状なんか書いて格式ばらなくったって、私が彼女の頼みは断れないことわかっていそうなものなのに」

「……あの、祖母とはどのようなご関係なんですか？」

　思いきって遼太郎は尋ねた。さっきからずっと気になっていたことだ。祖母は今では京都の本家をほとんど出ないが、若いころは東北などあちこちを転々として、跡部の血が命じる任務を遂すい行こうするために奔ほん走そうしていたと聞く。そのあいだに出会ったことでもあるのだろうか？　しかし、目の前の彼女はあまりにも若すぎる。

「知りたい？」

　いたずらっぽく首をかしげてみせて、クリスティーナは暖だん炉ろのほうに目をやった。

　上の棚たなには銀や七宝の額に収められたさまざまな写真が立てられている。その中でもひときわ古そうな一枚をさして、「取ってごらん」と言った。

　けげんに思いつつも遼太郎は重い写真立てを取りあげた。

　写真はかなり古いものと思われる銀板写真で、長い黒髪を背に流した、白衣に袴はかまの少女が椅子にすわって緊張したおももちで写っている。隣となりには長身の人物が少女を守るように、ステッキをついて立っている。きざな片眼鏡モノクルが印象的だが、男性にしては肩を包む豊かな金髪をどこかで見たことがあるような。

「これ、あなたですか？　まさか――」

「そのとおり」

　ほがらかにクリスティーナは言った。

「私と、それから君のお祖ば母あさまだよ。もう六十年近く昔になるか、横よこ浜はまの、できたばかりの写真館で撮とったんだ。うまく撮れているだろう？」

　遼太郎の手から写真立てがすべり落ちた。

「おいおい」

　床に転がった写真立てを見て顔をしかめ、クリスティーナは拾って埃ほこりを払った。

「人の家の物はもうちょっと気を使って扱ってほしいね。お気に入りの写真なんだよ。可愛かわいいだろう、私のオタカは？」

　絶句している遼りよう太た郎ろうには頓とん着ちやくせず、愛いとしげに写真を辿たどって目を細める。

「まったく白菊が人間の姿になればこうもあろうかという、凛りんとした美少女ぶりだったね。君は祖母ぎみにあまり似ていなくて残念だ。目鼻立ちはなかなかいい線を行っているんだが、惜しむらくは強い意志の輝きというか、負けん気の強さが足りない。私のオタカは、そりゃあもうすばらしいものだった。なんせ初対面からいきなり、引き絞った弓の矢先を私にぴたりと向けてくるのだもの。『異人なんぞに私の大切な仕事を汚させる気はありません。お帰り』と言って。まったく惚ほれずにはいられないじゃないか。

　……で、なんだね？　私はあいにくパントマイムにはあまり興味がないんだが」

「ありえない」

　さんざん口をぱくぱくさせて、両手を振りまわしたあとで遼太郎はやっと言った。

「ほう？」

「だって、お祖ば母あさまはもう八十近い。この写真は六十年前のものだって。それなのに、あなたは――」

「まったく変わっていない。そりゃあそうだとも」

　カウチの肘ひじ掛かけに顎あごをのせて、退屈そうにクリスティーナは言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「私は魔術師なんだもの。それも偉大なね。歳としなんぞ、食わずにすむならそれが一番ってものじゃないかね君」
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「おいおい」

　たっぷり一分間の沈黙をへたのち、クリスティーナはいかにも心外そうに言った。

「そんな今にも顎あごがはずれて落ちそうな顔をすることないだろう？　だいたい君の祖母ぎみの紹介だと聞いた時点で、私がこの手のうさんくさい人間だということは予想がついてそうなものだし、まさか日本を出る前に自分がこれから行く先の相手のことをまったく調べなかったなんて、そんな間の抜けた話があっていいものかね。

　だいいち、証拠ならあの交霊会場で存分に見せてあげたじゃないか。たしかに幻覚を起こしかねないほどいまわしい臭気に満ちた場所だったことは認めるが、私とレギーネの見事な活躍ぶりまで忘却のかなたに追いやってしまうことはないだろう。それともあの頭部への嘆かわしい一撃のせいで、脳の働きに支障でも起こしたかい」

「そんなことじゃありません」

　今の長ちよう広こう舌ぜつのあいだに、なんとか遼りよう太た郎ろうも体勢を立て直していた。

「信じられません、そんな話。お祖ば母あさ……祖母は、外国の物はなんでもひどくお嫌いな方でした。僕が学校の授業で英語を習い始めたときもお叱しかりが来たほどで、ましてや、西洋の魔術やその遣つかい手なんて。ご存じのはずも、信用なさるはずもありません」

「ほう」

　クリスティーナはにやにやしながら椅い子すに背をのばした。

「それで？　私はとりあえず紹介状を持っているんだが」

「あれはあの猿さるが取っていったんです。ほんとにあなたがミス・モンフォーコンだっていう証拠をまだ見せてもらってません」

「さっき見せた写真はどうなるね」

「あれもあなたとお祖母さまである確証はない。よく似た別の人なんでしょう」

「私とレギーネの、下宿屋での活躍は？」

「それは……」

　ちょっと口ごもりはしたが、すぐに立ちなおって、

「さっきあなたが言ったとおり、あそこの臭においにあてられて幻覚か何か見たんです。じゃなきゃ、気を失っているうちに見た夢とごっちゃになってるだけだ。現実じゃない」

「理屈だね」愉快そうにうなずいて、クリスティーナは続けた。

「で、それが跡あと部べの跡継ぎとしての見解かね？　日本じゃお偉いさんがたがこぞって護衛に雇やといたがるという、由ゆい緒しよある呪じゅ禁ごん衛え士じのお家のね」

　遼太郎はひゅっと息を吸いこんだ。

　その表情が気に入ったらしく、クリスティーナは手を打って笑った。

「まあ、それにしちゃ随分即物的すぎないかな。唯ゆい物ぶつ主義といってもいい。君の血筋の人々はだいたい、まあごくおおざっぱに言って君が幻覚の産物呼ばわりしたあのでろでろした化け物と同じようなやつらから、人間たちを守る仕事をしてきたはずだけどね？」

「僕は違ちがう」

　遼りよう太た郎ろうはようやく声をしぼり出した。

「僕はそういうことにはかかわりを持たないんだ。そんな義理もないし、できないんだから。僕はいずれ、分家に入って一族の実務を支える人間になるはずなんですから、そういう霊だの術だの、よくわからないものにはうんざりなんです」

　言いながら、身体からだが震え出すのを感じる。幼いころから古なじみの無力感や屈辱感が音もなく足を這はいあがってきて、冷たい指で背筋をくすぐり始める。

　跡あと部べという名みよう字じが真に意味することを、知っている者は少ない。

　血筋をさかのぼれば、彼らははるか上古の時代にまで到達し、その淵えん源げんはかつて大和やまとに朝廷が立ったときに争って破れた山岳の民であったとも言う。

　一時は大和と並んで朝廷を名乗るほどであった彼らはその奉じる神と、峻しゆん厳げんな山岳を駆かけ巡ることによって得た強い霊力のために、肉体のみならず、形なき霊モノによる影響からも備えうる希け有うなる衛え士じとして、高貴の人々に仕えることとなった。

　時代がうつり、仕えるべき相手も目まぐるしく変わってゆく中で、一族の中にも変化が生じた。これまで通り、守るべき相手を選んでそれに忠誠をつくす者あり、闇やみに沈んで世間を裏側からひっそりと歩いてゆく者あり――そして人々の中に溶け込み、その中で産まれ持った能力を有効に使いつつ取引をくり返して勢力を伸ばしていく者も。

　跡あと部べ家は、最後の者たちの筆頭だった。明治維新によって江戸幕府が倒れ、長い徳川の支配に終止符が打たれると、それまで闇の中で広げてきた人脈を最大限に活用して、変革の時代を生きぬき、開化の世の一部をひっそりと、だがそれまでよりもなお大きく占めることになった。

　高貴の人の衛士をつとめる仕事は以前と変わらず、だがそれは、多額の金と利権との引きかえという形をとった。先々代の当主であった跡部たか女めのように、純粋な使命感から荒ぶる霊ミタマの鎮しずめを担う者はもはやほとんどいない。

　遼太郎の両親、つまり先代の当主夫妻が不慮の事故で亡くなると、すでに身内には、新時代への対応と称して、血に受けつがれた力を金と権力に替えることしか考えない者ばかりになっていた。

「僕には力がないんです」と遼太郎は言った。

「小さいころから必死になって修行したけれど、跡部のものらしい能力なんてなにも見つからなかった。――霊体を見ることはできても、話しかけることも、ましてや浄化したり打ち払ったりする力も、何一つ持ってない。父と母は、たか女お祖ば母あさまに次ぐ強い力の持ち主だったというのに、僕には何もない」

「ほう」短く相あい槌づちを打って、クリスティーナはふっと煙の輪をふいた。

「……だから僕はここへ来て、何かもっと役に立つことを探すつもりでした。勉強でも、何かの技術でも、なんでもいい。とにかく、変な『能力ちから』なんか関係なしに、ちゃんとしたことができる何かを。魔術だとかなんだとか、こんなところまできて、そんなものに関係しようとは思いません」

「ふうん」

　クリスティーナは言って、ゆっくりと起きなおった。

　遼りよう太た郎ろうは理由もなく背筋に寒気を感じ、半歩あとずさった。金髪の美女は流れるような動きで頭をもたげ、遼太郎はそこに、追いつめた子ネズミを前に、お楽しみを期待して舌なめずりする猫の優ゆう雅がさを見た。

「それじゃあね、君」

　クリスティーナはやわらかく喉のどを鳴らした。

「君としては、いったい私がどういう人物だったら満足なんだい？

　まあ一応、この私がはたして本当にクリスティーナ・モンフォーコン本人なのかという、ささいな問題は置いといて」

「それは……わかりません」遼太郎は視線をそらした。

「なにか、会社の経営者とか……学者とか。文学の研究をしておられる方ならいいなと思っていました。あと、運動関係の仕事とか。拳けん闘とうとか。身体からだを動かすのは好きなんです。小さいころ、教えられたことの中では唯一まともにできることだったし」

　体術の修行は、努力すればするだけ上達する分、遼太郎にとってはやりがいのあることだった。他方面の修行の成果がまったく現れない焦あせりをすべてぶつけて練習に打ちこんだおかげで、合気道や柔術、空手などのひととおりの技術に関してのみは、いちおう人並み以上といえるだけのものを持ち得ている。それでも、一族の中の猛も者さと比べれば、まことに常人並みのなさけない力量でしかなかったのだが。

「つまり、君としては」

　甘くクリスティーナはささやいた。

　薔ば薇らのコロンの香りがほのかにただよったがほとんど遼太郎の意識には止まらず、彼は、今にも額ひたいが触れあわんばかりの距離にあるあざやかな二個のエメラルドの目にほぼ完全に意識を奪われていた。それ自体が発光しているような尋常ならぬ瞳ひとみの奥で、子供のように無む垢くな悪意の炎が楽しげに踊っている。

「私がれっきとした魔術師なんて妙なものであっちゃ困るわけだ。なぜってそれは、君のお祖ば母あさまがまだ君になにがしかの期待を抱いているということになるからだ。嫌ってはいるが効果的であることをしぶしぶながら認めざるを得ない、過去の知り合いの異国の能力者のもとで修行させれば、少しは自分の孫らしいことができるようになるかもしれないという、はかない希望を抱いておられることになるからだ。いまだにね」

　とがった爪がくるりとキセルを回し、金色の火受けがまっすぐこちらを指した。

「だが君にとってはそれは重荷だ。君は日本を脱出し、一族の蔑さげすみの目から抜けだし、ついに自由の天地に逃亡を果たしたと考えている。血筋とは関係のない場所でただの人間として生きるすべを覚えるために、ここに来たと思っている。

　私がりっぱな学者や銀行家や実業家なんてものでなく、ろくでもないうさんくさい魔術師なんて変ちきで、君にここでもお国で強制されたような不毛な修行とやらを積ませるつもりでいるなら、君が肩に生やしたつもりの幻の翼は、あっという間に雲うん散さん霧む消しようしてしまう。そんなことはとうてい認められない――だいたいこれで合っているかね？」

「そんなこと」

　呟つぶやいたが、ほとんど声にならなかった。

「どうして他人のあなたがそんなことを言えるんです？　勝手な推測で言うのはやめてください――」

　はかない抵抗であり、クリスティーナはそれを知っていた。自分の言葉が遼りよう太た郎ろうの急所を正確についたことに満足げに、彼女は牙きばをのぞかせてにやりと笑った。

「だが安心したまえ、私は君に魔術の修行をさせるつもりなんぞないし、そんな暇もない。

　ましてや役に立つ勉強もさせる気なんかさらさらない、だって私は魔術師なんだからね。

　君のいう意味で『役に立つ』有益な技術なんて知ったこっちゃない。イモリの血の煮につめ方とか、犠牲いけにえのニワトリの選び方とかそういうのなら教えてあげられるけど、まあ素人しろうとが生なま半はん可かに手を出すと怖い世界だしねえ」

　クリスティーナはくくくと喉のどを鳴らし、いかにも楽しげに紹介状をひらひらさせて見せた。硬直している遼太郎の鼻先に。

「君のお祖ば母あさまも、遼太郎の処遇に関してはまったくもって私に任せる、煮るなり焼くなり好きにしてくれとある。なんなら生きのいい血をしぼり取って、悪魔を呼び出すいけにえに使ってくれてもかまわない、とね」

　遼太郎は思わず息を吸いこんだ。

「つまりね」

　震えるしかない犠牲者に、喜々としてクリスティーナはとどめを刺した。

「君は捨てられたんだよ。おめでとう、跡あと部べ遼太郎くん。――

　――以前から、君が願っていた通りにね」
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「クリスティーナ・モンフォーコン！　この魔女め！」

　扉を叩たたきつける音がし、玄関ホールからかん高い怒ど鳴なり声が響いた。

「おやおや」クリスティーナは呟くと、するりとカウチから降りて扉に向かった。

　いきなり呪じゆ縛ばくから解放されてよろめいた遼太郎はやっとのことで椅い子すの肘ひじ掛かけにつかまり、ホールのほうから聞こえてくる喧けん噪そうに耳をすました。

「君はまったく礼儀というものを知らないね、アレックス。朝っぱらからたいした騒さわぎじゃないか。君のお母さまはあれだけ立派な淑しゆく女じよなのに、息子の君がこの女一人の家を訪問するのに紳士らしくふるまえないとは嘆かわしいねえ」

「アレックスじゃない！　バシレウス・サロモンだ！」

　かん高い声がまた爆発した。胸の動悸がやっと静まってきたので、遼りよう太た郎ろうはそろそろと椅い子すから降りて扉の所まで出ていった。

　正面扉を開けたところに、遼太郎といくつも変わらない年頃と思われる金髪の少年が立っている。顔を真っ赤にして怒っていた。

　こちらへ来てから見慣れているようなシャツと上着ではなく、なにやら蚊か帳やをまとめて肩からひっかぶったようなずるずるしたものを着ているが、顔立ち自体はなかなか上品で育ちも良さそうだ。真っ赤になっている原因の半分はガウンの合わせ目からのぞくクリスティーナの白い肌のせいかもしれなかったが、少年は努力してそれを隠かくそうとしていた。

「バシレウス・サロモンねえ。で、用件はなんだい、アレックス？」

「用件は」

　また怒ど鳴なりだそうとして、これでは埒らちがあかないことに気づいたのか少年はぐっとこらえて腹立たしげに続けた。

「一昨日のトーリー街の下宿屋の件だ。交霊会の。僕のところへ来るはずの招待状を横取りしたのは貴様の仕業だな、魔女」

「招待状、招待状ねえ。そういえば、そんなこともあったかな」

　思案げに顎あごを叩たたいて、クリスティーナはにっこりした。

「ま、ささいなことは気にしないでくれよ。友達じゃないか」

「だれが友達だ！」

　また爆発した。

「知ってるんだぞ、おまえが母上に取り入って、ことあるごとに僕の究極の真理の追究を邪魔しようとしてることは。こんなタウンハウスなんかに棲すんでるいんちき魔女のおまえが、古代の叡えい智ちを受けつぐ偉大なる魔術師バシレウス・サロモンの探究の旅路を――」

「初めまして、ミス・モンフォーコン」

　第三の明るい声が響いて、ひとりの青年が玄関ドアの階段をあがってきた。

「おや、見ない顔だね。誰だれかな、君は」

　クリスティーナも明るく答えたが、眉まゆの片方がはね上がるのが遼太郎の目に入った。青年はがっかりしたような顔をして、

「おや、覚えていらっしゃらない？　先日、ドイツ大使をお迎えするレセプション後のパーティでお目にかかりましたよ。おおぜいの淑女の中でも、あなたはまるで王冠に飾られた、もっとも大きなルビーのように輝いていらした」

「お世辞は聞き飽きてるんでね。で、君の名前は？」

「これはどうも。シヴィル・セント・クレアと申します」

　礼儀正しく一礼した。

　見たところ二十代なかばの、これもちょっとした色男で、きらきらする青い瞳ひとみとほっそりした高い鼻はそれなりに崇すう拝はい者を集めていそうだ。藁わら色いろの髪を後ろでまとめ、丸い銀縁の眼め鏡がねを鼻先にちょこんとのっけて、整った顔に快い気安さを生み出している。

「こちらのグリムズビー伯のご子息の家庭教師、兼、話相手ってとこです。本来なら跪ひざまずき、手を取ってキスを捧ささげるところなんでしょうが、もうそうしたことにさせてください。今け朝さはなんだか膝ひざの調子が悪くって」

「朝から辛つらいおつとめだね。もしかして、一昨日の夜から寝てないんじゃ？」

「実はそうなんです。一昨日の夕方からずっと招待状探しにつきあわされて、ないことがわかったら次は交霊会の会場に入りこむための転移の魔術を実行するというので、ひと晩じゅう煙と灰がもうもうしてる部屋で立ったり座ったり」

　麦わら色の髪をかき上げて大あくび。横で足を踏み鳴らしている少年の肩に手を置いて、「さ、帰りましょう、坊ちゃん。どっちにしろあの交霊会は失敗に終わったみたいだし、もういいでしょう？　チャタートン・ハウスで卵とベーコンが待ってますよ。なんでもガスだかなんだかの爆発事故があって霊れい媒ばいが死んだそうだし、騒さわぎに巻きこまれないでよかったじゃありませんか」

「それだからだ」

　少年は昂こう然ぜんと胸を張った。肩に置かれた守り役の手を振り払う。

「このごろロンドンの交霊会という交霊会で起きてる事態を、僕が知らないとでも思うのか？　混乱と暴言、暴力、破壊、そして死だ！　死人がきのうのヴォーン嬢一人で収まるはずがない、何かとてつもなく邪悪な霊体が、この大英帝国の、ひいては世界の、霊的秩ちつ序じよと人間の魂たましいの進化をさまたげようと黒い手を伸ばしてるんだ。だから僕、偉大なるバシレウス・サロモンとしてはだな……聞けよ！」

　戸口にもたれて、ここしばらくの天気と薫くん製せいニシンの値段について呑のん気きかつ有益な会話をかわしている大人二人に少年は吠ほえた。

　いくらか血走った目で玄関ホールを見渡し、彼はその時はじめて扉のかげに立ってぽかんとしている東洋人の少年の存在に気がついた。息を呑のみ、おおげさに飛びすさって懐ふところから、じゃらじゃら音をたてる真しん鍮ちゆうの護符をつかみ出す。

「なんだおまえは？　この魔女の使い魔フアミリアーか？」

「え？　ぼ、僕？」

　いきなり関心を向けられて遼りよう太た郎ろうはあわてた。

　彼らが何を話しているかは早口すぎる上やかましくてほとんど理解できなかったが、察するに、あの下宿屋の一室での騒ぎが問題になっているらしい。やっと耳に入ったファミリアー、という単語にしがみついて、

「あの、僕はここの家族フアミリーじゃないです。おととい日本から来たばかりで――」

「そうか、お前だな！　この魔女の命令で僕の部屋から招待状を盗んでいったのは！」

　いきなり叫び声をあげると、アレックスあるいはバシレウス・サロなんとかは、憤ふん怒ぬの表情ものすごく扉をすり抜けて遼りよう太た郎ろうにつかみかかろうとした。

「おっと待った」喉のどを鳴らす猫の声が言った。

「そんなものをくっつけたまま私の家に入ってもらっちゃ困るね」

　いつ動いたのかだれも気づかないうちに、クリスティーナがバシレウス（以下略）の前に立ちふさがっていた。そのゆたかな胸にあやうく正面衝突しそうになって少年は血を噴きそうな顔色になり、ローブを引きずってよろよろと後ずさった。

「『そんなもの』、だって？　なんの言いがかりだ、僕は――」

「そら、そこにいるじゃないか。朝の光を避けて、こそこそもぐり込んでる」

　クリスティーナはくゆらせていたキセルを下に向けてとんと叩たたいた。

　火皿から熱した灰の塊かたまりが落ち、階段の磨みがいた花か崗こう岩がんの上ではじけて四方に飛んだ。

　それとほぼ同時に、地の底から地鳴りのようなうなり声があがった。

　バシレ（略）はわっと叫んでずるずるのローブの裾すそを踏んでひっくりかえり、転げ落ちるところを脇にいたお付きの青年に受けとめられた。

　長く伸びた彼の影からそれよりもなお濃い色の厚みのない流れがもがき出た。床板の上をうねりながら移動し、びくびくと蠢しゆん動どうしながら目にも止まらぬ早さで暗がりへ這はいこもうとする。

　クリスティーナは嬉うれしそうに舌を鳴らし、朱しゆ塗ぬりの羅ら宇うをくるりとひねって、金色にきらめく真しん鍮ちゆうの火皿で音高く影を打った。

　びしゃっ、と音がして、強烈な悪臭がはねた。

　遼太郎は思わず手で顔を覆おおい、指の間からそっとのぞき見た。

　バシ（略）がまっ青な顔でお付きに支えられて、へたりこんだまま目を剥むいている。

　クリスティーナが床にぶちまけられた腐ったへどのようなものの上にかがみ込み、「なるほどね」と感心したように言っていた。

「一昨日の意趣返しというわけか？　いや、それなら、この程度のものですますわけがないな。目的はあくまで偵察か、本隊到着までの偵察と下準備ってとこか。どっちにしても賢かしこいとは言えないな。いい度胸だ。どれ、ちょっと本人に聞いてみよう」

　浮かべた笑みは背筋の寒くなるようなものだった。

　悪臭を放つ染みの上でひとつ指を鳴らす。染みの一部がむくむくと盛りあがり、みるまに一匹のコガネ虫になってうずくまる。

　クリスティーナがあやすように舌を鳴らすと、虫はつやつやした羽根を光らせて飛び立ち、ガウンの繻しゆ子すの襟えりに止まってかしこまった。

「レギーネ。見ていたかい？」

「はい」

　返事はホールの階段上から降ってきた。

　遼太郎は見あげて、そこにあの銀髪のメイド娘が、肩に蝙蝠猿こうもりざるを乗せて立っているのを見た。この騒さわぎの中掃除でもしていたのか、両手にバケツとモップを提さげている。

「少しばかり忙しくなりそうだ」

　もぞもぞ動くコガネ虫を指先で愛あい撫ぶしながらクリスティーナは言った。

「部屋に鳥かごと新しい羊皮紙、それから乳にゆう香こう没もつ薬やくトリカブトにヤドリギその他を揃そろえておいてくれるかな。どうもこの新しいお友だちとつもる話をしなくちゃいけないようだから。あとでお茶をもう一杯と、それからプラムケーキの二、三切れも持ってきてくれると嬉うれしいな。悪いね、シヴィル君とやら。ろくなおもてなしもできなくて」

「お気になさらず」

　こういう事態には慣れているようで、シヴィルと呼ばれた青年の目には、列車が事故で遅れたときに人々が浮かべるようなあきらめまじりの微笑ほほえみが浮かんでいた。

「このまま家へ連れて帰りますよ。やっと朝食が食べられてみなさんほっとします、僕も含めてね。さ、坊ちゃん、ちゃんとしてくださいよ。伯爵閣下の顔に免じて、目を開けてしっかり立ってくださいったら」

「ぞっとする！」

　バ（略）は叫んだが、それが目の前で展開されたことに対してか、朝食に対してか、それとも伯爵閣下という禁断の名が口にされたことに対してなのかは定かでなかった。

「それじゃあね。近いうちにお伺うかがいすると伯爵夫人にお伝えしておいておくれ」

「了解。確かにお伝えしますよ」

「この……魔女め！」

　耐えかねたように少年が怒ど鳴なった。渦を巻くローブのひだの間で、彼は今にもおぼれてしまいそうに見えた。

「魔女だって？」

　さっさと家に入りかけていたクリスティーナはくるりと振り返り、客に向かってちっちっと指を振った。

「何度言えばわかるんだね、坊や、私は魔女じゃない。ま・じゅ・つ・しだ。

　君が言うところの真理の追究者にして叡えい智ちの探究者ってアレさ。魔女なんていう、たいていの場合は単なるヒステリー女のうっぷん晴らしでしかないしろものといっしょにしないでくれたまえよ。ま、たまには本物もいないわけじゃないが」

　わめき散らすローブが中身ごと馬車に押し込まれて、戸を閉められてしまってから付け加える。

「しかしそいつは私のことじゃないし、ありがたいことにそう沢たく山さんもいない。今も昔もそうなんだが、この素敵な文明って奴やつのおかげでどれだけの者が命拾いしてるかわかりゃしないな。もう三百年昔なら、ここは今ごろ十字架をかかげて松明たいまつと聖水を振りまわす狂乱した群衆で埋めつくされてるところさ、おお怖い。さて仕事仕事」

　大あくびしながら、クリスティーナは退場。

　バ（略）とお付きとずるずるローブも馬車とともに退場。茫ぼう然ぜんとホールに立ちつくす遼りよう太た郎ろうにレギーネが近づいてきて、無言で何かを手に押しつけた。

「バ、バケツ？　モップ？　何、これ？」

「このホールを今日の午後までにきれいにしておくようにとのお嬢さまの仰おおせです」

　レギーネは当然のような顔をしていた。

「そ、掃除？　なんで僕が！　こんなに広いのに！　しかもこの変な汚れ」

「問題ありません。それはただの死人の灰とムカデの膏あぶらのエキスを煮につめたものです。お嬢さまがもう術の核を抜き取られましたから、安全です」

「ただの、し、死人!?　ちょっと、ちょっと待ってよ！　ねえ！」

　悲鳴もむなしくレギーネも退場。

　蝙蝠猿こうもりざるのバイロン卿きようがシャンデリアの上でぱたぱたと翼を鳴らし、あくびをして昼寝に入った。

　一人舞台に取り残された遼太郎は持たされた錫すずのバケツを見おろし、中に入った馬毛のブラシとぼろ布と石けんの塊かたまりを信じられない思いで見つめた。足もとでは死人の灰とムカデの得体のしれない混合物がべっとり床にへばりついている。

「……何なんだ一体!?」

　遼太郎の絶叫が猿のいびきの上にむなしく響きわたった。



    

  
    
      


　　第二幕　パラケルススの娘
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「ねえ、ちょいとこれ見てみなよ」

　とラドル夫人が楽しそうに言った。

「『ボーモントで金貸し一家全員殺害、喉のどを切り裂いて殺す。若い新妻の犯行』だとさ。夕食に眠り薬しこんどいて、夜になってからひとりひとり剃刀かみそりで喉をかっ切ってったんだと、怖いねえ。ほらごらんよ、この絵」

　うつむいてスプーンを口に運ぶのに専念していた遼りよう太た郎ろうの目の前に、ぐいと新聞を押しつける。

　反射的に顔をあげた遼太郎は、粗悪な印刷と毒々しい色彩にいろどられた、『正真正銘虐殺現場の真実』なるもの――ロンドンの朝のお楽しみ、呼び売りの絵入り新聞の、いちばんおいしいところを目にするはめになった。

「そんで朝になったらいかにも自分は被害者だって顔して、泣きわめきながら隣となりへ助けを求めに行ったんだとさ。寝室はもう血の海で、ほんとの話、踏み込んだおまわりさんはみんな足首まで血につかっちまって、その中に首だの手足だの胴体だのがぷかぷかしてたんだっていうから凄すごいじゃないか、ねえ？」

　こんな時にかぎって朝食が前夜の残りの肉汁に肉だの豆だの野菜だのがぷかぷかしているスープと来ている。

「そうですね、ラドルさん」礼儀正しく遼りよう太た郎ろうは答えた。

「すみませんけど、塩に手がとどかないんで新聞どけてくれます？　もうすぐお嬢さんがお目覚めの時刻だし」

「おやそうかい。せっかく見せてあげたのに、張り合いのない子だよ」

　遼太郎が話に乗ってこないのに不服そうな顔をしながらも、ラドル夫人は新聞をわきへ置き、料理用ストーブのパン種の様子を見に行った。遼太郎はほっと一息、すっかり食べる気のなくなった朝食を目をつぶって一気にかきこんだ。

　ラドル夫人はこのタウンハウスの料理を一手に引き受けている通いの料理人兼家政婦だが、子牛肉の手の込んだ料理法を考える以外のもう一つの趣味が、毎朝道ばたで大声で見出しを叫びながら通る絵入り新聞売りを呼び込み、かたっぱしから買いあさっては、格別むごたらしい殺人記事をむさぼり読むことだった。

　もじゃもじゃの鉄灰色の髪から四方八方にピンを突きださせ、血みどろのあれやこれやに思いをはせつつ肉切り包丁を手にするところはまさに泣き叫ぶ犠牲者の首を叩たたき切るのにふさわしい勇姿だったが、太くて短い指先から生み出される料理の数々は意外にも繊せん細さいな味わいで、味にうるさいこの家の主あるじも賞賛の言葉をかかさない。実を言えば、視覚への暴力にいささか邪魔されはしたものの、今朝の朝食も味は絶品だった。

（まあ、僕がいいかげん慣れてきたのも少しはあるかな……）

「『雲雀ひばりにおとらず今朝も起き出で！　今日一日のつとめを果たさん！』」

　遼太郎がスプーンを置くのとほぼ同時に、二階から大声が響いた。

「『わが心は暁あかつきに劣おとらず、馳はせる想おもいは鷹たかに似て……』うちのなまくらな従僕はどこ行った？　とっとと出てきて足もとに這はいつくばりたまえ、じゃなきゃ召使いらしく主人の紅茶に毒でも盛ってろ。今何時だ？　いまいましいくらいいい天気じゃないか！」

「そら来た」

　陰気に言ってスプーンを放ほうりだし、上着を着ながら半地下の台所を飛び出して階段を駆かけあがる。

「今行きます！」

　到着したての衝撃は、結局、あのあと乱入してきたバなんとかいう妙なののせいで、どこかへ行ってしまった。

　うやむやのままその後、半日かけて玄関ホールをすみからすみまで磨みがかせられた遼太郎は、翌日、いつのまにやらこの家の、クリスティーナの従僕バレツトということにされている自分を発見してびっくり仰天した。

「ん？　何か不満でも？」

　家の主あるじに抗議してみると、読んでいた本から目をあげもせずに応じられた。

「お祖ば母あさまは君の処しよ遇ぐうに関してはまったく私にまかせるとおっしゃってるんだよ。だから従僕にしてあげた。まあ君の年齢だと小姓ページボーイというほうがふさわしいんだろうけど、それじゃ何だか重みが足りないからね。私は従僕ってものに昔から憧あこがれてたんだ、いい感じに上流っぽいじゃないか。

　お給料はないけどやわらかい寝床とうまい食べ物はあるし、それに家事っていう有益かつためになる技術も身につけられる。いいことずくめだ。それとも悪魔の生いけ贄にえにされるほうが良かったかね？　ああ、そういえば今け朝さは私の靴くつを磨みがいてないよ。さっさとやってくれないかな、従僕君」

　いみじくも大シェイクスピアが看かん破ぱしたごとく、バラがいかなる名で呼ばれようとその芳かんばしさに変わりはないのと同じで、遼りよう太た郎ろうの仕事にも変わりはない。すなわち従僕バレツトであろうと小姓ページボーイであろうと、要はラドル夫人の領分である料理と、レギーネのやるクリスティーナの身の回りの世話以外の、家庭内の雑事いっさいがっさい。

　いっそのこと下男と呼ばれたほうがすっきりするくらいだ。朝五時になると目覚ましがわりに、あの腹の立つ蝙蝠猿こうもりざるのバイロン卿きようが枕もとでキイキイ騒さわぎたて、起きろとばかりに顔の上を飛びまわる。一度、勝手にしろと無視して寝直したら、知らないうちに髪の毛が三つ編みに編まれてリボンまで飾られ、家の主人に見られて爆笑された。

　それ以来、あきらめてちゃんと四時半には起きるようにしている。起きたら、まずラドル夫人がやってくる前に台所の掃除、ゴミ出し、それから鋳ちゆう鉄てつのレンジ磨き、ホールの掃除と床磨き、三階まである階段の真しん鍮ちゆうの手すり磨き、三日に一度は銀器磨き、家具磨き、気のつくところを磨きに磨いて、ようやく朝食の運びとなる。

　今朝はまださらに、週に一度やってくる洗濯屋に山のようなリネン類とタオルを渡すという大仕事もあった。かわりに引き取った洗濯済みのタオルやシーツを部屋に運びこんで各部屋のベッドメイク、という仕事もあるのだが、それは昼食後のお楽しみとなる。

　この、住人の数のわりにやたらと部屋の多い家にはレギーネ以外の家女中ハウスメイドがおらず、レギーネはクリスティーナ関係のことにしか手を出さないので、必然的に、本来ならメイドがやるような仕事も遼太郎にまわることになる。いったい自分が来るまでこの家の家事がどうなっていたのかは永遠の謎なぞ。遼太郎としては考える気も起きない。

　途中で、洗面道具を乗せた盆を持ったレギーネにすれ違ちがった。「おはよう」と声をかけてもちらりとも視線を向けなかったが、かわりに肩の上のバイロン卿が蝙蝠の羽を広げて毛を逆立て、きーっと歯を剥むいた。こっちも歯を剥きかえして二階に到達。主寝室の前でいったん足を止めて呼吸を整え、襟えりを正してドアを叩たたく。

「クリスティーナ？　おはようございます、遼太郎です。入ってもかまいませんか」

「ああ！　君か。とっくの昔に煙と化して窓から漂ただよっていってしまったとばかり」

　からかうような声が中からする。

「どうぞお入り、愛いとしの遼りよう太た郎ろう君。それとも今からでもロンドンの空に消えるかね？」

　相手にしてもしょうがないのはこの家で過ごしたここ十日あまりですでに理解できていたので、失礼します、と口の中で呟つぶやいてドアを開けた。

　そのまま閉めた。

「な、なななな、な、な」

「おやまあ。どうかしたかね、遼太郎君」

　平然とした口調に、ぴしゃんと水のはねる音がまじる。

　遼太郎は返事もできなかった。くらくらと回る視界に、中国の紫し檀たんでできた衝つい立たてと、その刺し繍しゆうした絹のむこうから伸びていた、真っ白なふくらはぎとさらにその上が明滅する。

「なんで裸はだかなんですか！」

「だってしょうがないじゃないか。服を着てたら風呂に入れない」

　ぴしゃん、とまた水のはねる音がする。

　言うまでもないことだが、この家に給湯設備などという便利なものはない。水道はきっちり引かれていても、風呂の湯となると下の台所でわかしたものをバケツでえっちらおっちら二階へ運ぶのが常で、遼太郎もこの家の二晩目にさっそくそれをやらされて膝ひざががくがくになったものだった。

　それをせずにクリスティーナが風呂に入っているということは、遼太郎以外の誰だれかが二階と半地下を十ぺんも往復して湯を運ばないかぎり、彼女が――たぶん遼太郎を驚かせて楽しむだけのために――またいかがわしい何かの手段（魔術？）を使って湯を充みたしたということなのだろう。固まっている遼太郎のことはどこ吹く風で、クリスティーナは鼻歌を口ずさみながらぴしゃぴしゃと水をはねかしている。

「悪かった」

　すっかり楽しんでしまったのか、少しまじめな声になってクリスティーナが言った。

「慎つつしみ深い日本人である君に対して、少し刺激が強すぎたかな。謝るから、機嫌を直してくれたまえよ。君にぜひ見てもらいたい物があるんだ。机の上に置いてる」

　また何かあるのではないかと遼太郎はしばらく警戒していたが、折りよくクリスティーナの着替えと朝食を揃そろえてレギーネが戻ってきたので、いっしょにドアを開けることができた。衝立の向こうで動くほっそりした影からは意識して目をそらしつつ、テーブルの上の新聞紙を取りあげる。

「ボーモントの殺人事件なら結構ですよ。下でラドルさんに見せてもらいました」

「君もなかなか野次馬根性ゆたかだな。いやそのことじゃない、そのもっと下に少し小さい囲み記事があるだろう。そっちだ」

　遼太郎は見出しを読んだ。



　　またもや交霊会の悲劇

　　霊れい媒ばいの女性が死亡、同席の令夫人も心神喪そう失しつに

　『科学偏重の世に対する霊たちの警告』英国神霊学会員ノークス氏語る



「これ……」

「そう、君がこの国へ来た日のと同質の事件だよ。今月に入ってから三件目、実のところは四件だけどね。例の下宿屋を勘定に入れると」

　クリスティーナが出てきた。素足に長いバスローブをまつわらせて歩き、窓際の椅い子すに身を投げ出す。高々と足を組んだおかげでまたもや白い太ふと腿ももがまともに目を射て、遼りよう太た郎ろうはあわてて壁の方を向いて新聞を読んでいるふりをした。

「あれは私がいたおかげでけが人は出なかったから、単なる交霊の失敗ということにされて表ざたにはならなかったんだ」

　レギーネが髪にブラシをかけ始める。気持ちよさそうに目を閉じながら、

「しかし他の例ではほとんどの場合、呼びだされた霊が非常に凶暴になって荒れ狂い、霊れい媒ばいや客をひどく傷つけたり、今回の例のように死なせたりしている。通算なら十件近くになる。このぶんだと、いまにロンドンじゅうの霊媒や心霊研究家が死にたえてしまう勢いだよ。いったい、なぜだと思うかね？」

「ほかの事件でも、あれと同じようなことが起こってるっていうんですか？」

「ほかに何が考えられるね？　そうじゃなければ私は関心を持ったりしない」

「でも、どうしてあなたが？」

　言ってから、思いきってふりむいて続けた。

「『魔術師』だから、ですか？」

「さあねえ」クリスティーナはにやりと笑った。赤い唇くちびるが描いた曲線は、遼太郎にとってあまり心地のいいものではなかった。

「少なくとも、公徳心からやっているんじゃないことは確かだね。そんなものを持ってる魔術師なんて変だもの。君はあいかわらず私のことを疑っているようだけど、自分の利益のためにのみ行動するという点においては私も人間の本能に従っているから、そこのところは安心していいよ。ありがとう、レギーネ、服をくれないか」

　安心なんかできるか、と遼太郎は思った。

「さて、お出かけの時間だ」

　クリスティーナは立ち上がり、バスローブをすべり落とした。女神のような裸ら身しんが朝の光をあびてまばゆく輝いた。

　遼太郎は神速で背を向けたが、遅かった。

「君もいっしょに行くんだよ、従僕君。私の下僕としても、ほんものの上流階級というやつに慣れておく必要がある。靴くつをみがいていいジャケットに着替えて、馬車を呼んでおいておくれ。三十分後に出かける」





　結局のところ一時間後になった。くらくらしながら降りてきた遼りよう太た郎ろうをラドル夫人がつかまえたのが原因で、のら猫が荒らしたごみ箱の掃除に二十分をついやした。家政婦という人種の常つねとして、ラドル夫人もまた自分以外の雇やとい人は、基本的にほうきや鍋なべに手足と多少の頭が都合よくくっついただけの存在とみなしている。

　馬車をつかまえるまでがまた一苦労だった。汗だくになって着替えて表の通りへ駆かけだしてみると、どの御ぎよ者しやも家の住所を聞いただけでふるえあがり、十字を切ったりつばを吐いたり、ものもいわずに急に馬車を走らせて逃げ出したりで、転がり落ちてあやうく頭の骨を折るところだった。

　やっとのことで一台見つけて連れて戻ったときには、せっかく着替えた服はまたもや汗でどろどろ、みがいた靴くつはもとどおり埃ほこりだらけになっている。

「なんて格好だい」

　レギーネを連れて玄関で待っていたクリスティーナは呆あきれた顔をした。

「まあいい、乗りたまえ。リージェント・ストリートへ頼むよ、御者君」

　どうやらこの家の主あるじのことを知らなかったらしい御者は、長いインヴァネスに片眼鏡モノクル、粋いきなシルクハットをあみだにかぶった美女に目をむいた。

　なにしろ女性というものは足どころか、足の形をうかがわせることすら下品きわまるという当世の常識において、ズボンをはいて男装した女というものはほとんど怪物にひとしい。今にも逃げ出しそうな様子を見せたが、クリスティーナがさりげなく掌てのひらで踊らせた数枚の銀貨のおかげで、いそいそと自分から降りてきて扉をあけた。

「どこへ行くんです？」

　鞭むちが鳴って、馬車が動きはじめると遼太郎は尋ねた。赤いフラシ天張りの座席にレギーネと並んで座り、クリスティーナは無造作に言った。

「伯爵夫人のところさ。レティーシャ・ヘレン・コンドリック、先代グリムズビー伯爵夫人、ハンプシャーに領地があって、十五代続いた家柄の本物の貴婦人」

　伯爵と聞いて息をのんだ遼太郎を気にもとめない。

「本当なら領地のお屋敷マナーハウスでおおぜいの使用人と侍女を従えて社交と善行にあけくれていなきゃならないんだが、彼女はとても活発なひとでね。

　毎日こんなおばかさんの羊どもに埋もれていたんじゃ頭が蒸れてしまうと言って、悪徳の都ロンドンへやってきちゃ、元気のいい若いのを集めてサロンを開いたり、飾りたてた馬車でロットン・ロウを荒らしまわったりして毎日楽しんでる。まあ前伯爵はもう死んでるから、夫人も本当なら前伯爵夫人といわなきゃならないんだが――そうだ、息子になら先日、君も会ってるはずだよ」

「息子って……あ、もしかして」

　わめきちらすずるずるローブが頭をよぎる。

「もしかしてあの、バなんとか」

「そう、そのバなんとか」クリスティーナはうなずいて、「アレグザンダー・トーマス・モーティマー・コンドリック。コンドリックの次男坊で、長男である兄が爵位をついだおかげで一族じゅうから甘やかされるか、つまはじきになるかどちらかになっている」

「でも、バなんとかって言ってましたけど」

「だからそのバなんとかは彼の魔術師としての名前なんだよ。そんなもの、人前で大声でわめきちらす時点でどうかと思うけど」

　クリスティーナは本当にげんなりしているようだった。

「まったく、多少なりとも魔術にたずさわる者なら自分の名前ほど秘密にしておかなきゃならないものはないくらいわかっててよさそうなもんだ。いやそれ以前に、なんだいあの場末の見世物小屋みたいな変なセンスは。母親のヘレンはあんなにいい趣味の持ち主だっていうのに、見てるこっちが恥ずかしいよ、もう」

　まあそれは確かにそうかもしれない。

「で、その伯爵の御おん曹ぞう司しがなんでバなんとかなんです？」

「さあねえ」

　クリスティーナは気取った笑みを浮かべた。

「伯爵夫人は私のことがたいそうお気に入りでね。まあたぶん、インドから来た頭の二つある蛇とかいうのと同じ楽しい珍品としてお好きなんだろうけど、そういうことで何度かサロンにおよばれしているうちに、アレックスとも知り合ってね。なんだかよくわからないが目の敵かたきにされてしまった。

　きっと世間知らずの母親に呪のろいをかけて財産を横取りするペテン師と思われてるんだろう。あの大胆な女性がとてもそんな罠わなに引っかかるとは思えないけど、まあ家族だからこそ見えない部分というものもあるから」

　だからそこでなんで自分も魔術師でバなんとかということになるのだろう。

「まあとにかく」

　この話はこれでおしまい、というようにクリスティーナは言った。

「活気ある貴婦人の常識として、われらが伯爵夫人もこのごろは心霊主義に凝こっておいでだからね。このロンドンで行われる交霊会の半数には関係しておられるし、英国神霊主義学会と交霊研究協会に関しちゃ相当な出資者でおいでのはずだから、きっと何かいい噂うわさを聞かせてくださるよ。……君、御ぎよ者しや君、高架橋は混んでいるようだから、セント・ポールのほうを回っていってくれないかね」

　馬車の壁をコツコツ叩たたいて呼びかける。へーい、と返事があって、馬車はごったがえす石畳の道路の上をのろのろと大聖堂の丸屋根のほうへ向きを変えた。

「それなんですけど」と遼太郎は言った。

「『心霊主義オカルテイズム』って何ですか？　ロンドンじゃ、そんなにたくさんの交霊会だか口寄せだかが毎日行われてるなんて初耳です」

　霊れい媒ばいうんぬんの話が始まってからずっと気になっていたことだった。日本よりずっと技術や科学が進んでいるという印象があったのに、聞いたところひどくうさんくさげに聞こえる『心霊』などというものがそんなにもてはやされているというのは変な気がする。それをまた、伯爵夫人と呼ばれるような身分のある人が堂々と信奉しているとは。

（その上、男装の女の魔術師なんてものが闊かつ歩ぽしてるし……）

「まあ、そうだな」

　遼りよう太た郎ろうの考えていることを見抜いたのか、クリスティーナはステッキの上で組んだ手にあごを乗せ、面白そうに笑った。

「おそらく我々もまた、君たち純朴な東洋の人々があこがれてくれるほどには進歩しきっていないということなんだろうな。もちろん、当事者たちにとってみれば、われこそは世界の真理の頂点に立つものとの自負に身も心もはちきれんばかりなんだが――」

　心霊主義というのは、クリスティーナのからかいまじりの説明によれば、基本的には人間の死後の魂たましいと霊界を信じ、その実在を立証しようという姿勢のことらしい。

　産業と新技術の世紀、十九世紀――科学の進歩と社会意識の発展により、もはや神とキリストの教会からは昔のような権威は喪うしなわれてしまった。聖書は学者たちによる詳しよう細さいな文献学的研究のもとで、聖職者が言うように神の神聖な書などではなく、単なる人間の芸術的才能の発露にすぎないことがあばかれてしまった。

　これまで教会が約束していた死後の魂の救済を信じることができなくなってしまった人々は、物質ならぬすべてのものに完全に決別を告げて唯ゆい物ぶつ論ろんに走るか、無神論者になるかした。そこまで極端に走らなかった人々も、今まで精神生活を支えてきた神という存在が小さくなってしまったことに不安を覚え、そのかわりになる何かを求めはじめた。

　心霊主義はそうした人々の心のすきまにうまく入りこんだのだった。今ではロンドンじゅうに、大小とりまぜた心霊主義の結社ロツジや研究機関が軒をつらねている。『神霊研究協会』、『神霊主義者中央協会』、『ロンドン神霊協会』。

　交霊と霊れい媒ばいを中心とするだけではなく、オカルティズムそのものを扱う団体も数多い。

　数名のオカルティストによって結成され、魔術結社として著名な『〈黄金の暁ゴールデン・ドーン〉会』は英国のみならず海外にも勢力を広げているし、変わったところでは、チベットの聖者と個人的なつながりがあるというふれこみのマダム・ブラヴァッキイが率ひきいる『神智学協会』なども人気を集めている。当世風の科学理論で武装したり、昔ながらのキリスト教と融合して善男善女を安あん堵どさせたり、あるいは遠い地の果てから東洋思想をとりこんで目新しさをよそおってみたりと、華々しいことこの上ない。

「で、霊と霊界の実在を証明するもっとも安直で手っとり早い方法が、霊媒に霊を呼び出させていろいろと証言させるっていうことさ」とクリスティーナは言った。

「出てくるんですか？　霊」

「出てくるとも。霊媒の肌にみみず腫ばれになって文字が浮かんだり、テーブルがひとりでに跳ね回ったり、いつのまにか机の上にメモが置かれていたり……物質化した霊が部屋の中を歩きまわって、蝋ろうの手形を残したなんてこともある」

　大おお真ま面じ目めにクリスティーナは請うけあった。

「ただしそれにはそれなりの準備と技術ってやつが必要でね。ちょっと従僕君、腕をまくってみてくれるかな？」

　従僕君、と呼ばれたのが気にならないくらいには話に夢中になっていたので、遼りよう太た郎ろうはおとなしく袖そでをめくって腕をのばした。

「レギーネ、ピンを一本貸してくれないか。ありがとう、いいかい、ここをこうして」

　クリスティーナは遼太郎の手首をつかんで腕を伸ばさせ、その内側のやわらかい皮膚にピンのとがった方をあてて、強く押しつけながら何本かの線を引いた。

「痛っ！　何するんですか」

「ああ、ごめんごめん。でもほら、見てごらん」

　クリスティーナは笑いながら手を引いた。

　遼太郎は顔をしかめながら肌を見おろし、今クリスティーナがピンでひっかいたあとが赤く浮かびあがるのを憂ゆう鬱うつな気分で眺めた。

「どうだい？　霊の伝言だ。なになに、“〝愛LOVE”〟だって、ははっ、君、なかなかすみにおけないじゃないか遼太郎君」

「何言ってるんですか。こんなのたった今、あなたが書いたんじゃないですか」

　腹立ちまぎれに言ってから、遼太郎はふと思いあたってまばたいた。

「あ……、それじゃ、ひょっとして？」

「そうさ」クリスティーナは嬉々として言った。

「そりゃイギリスは広いからね、この国で行われてる交霊会や、霊れい媒ばいの実験がすべてインチキだって断言する根拠は私にもないよ。だが、これと同程度のごまかしが高潔なる霊媒や心霊主義者の紳士たちの間にはびこってることは間ま違ちがいのない事実さ。

　今のはいちばん簡単なやつで、始まる前にピンか何かで肌をひっかいておくだけのことですむ。ほかにも、振りかければどんなものでも玄妙な光を放つ粉とか、テーブルを動かすための簡単でしかも目立たない仕掛けとか、蝋ろうにつっこんで手形をとったあとは空気を抜いて消えたように見せかけられるゴム手袋とか。まあ技術の進歩ってものは、人間の悪知恵方面にもすてきな革新をもたらしていてね」

「そんなの詐さ欺ぎだ」

　怒って言ってから、遼太郎はじっとクリスティーナを見つめた。

「おっとっと」クリスティーナはおどけた様子で手をあげた。

「私といっしょにしないでおくれよ、私はごく正直でつつましくて気の小さい、ただのまじめな魔術師にすぎないんだから」

「嘘うそつけ」と遼太郎は呟つぶやいた。クリスティーナは礼儀正しく聞かなかったふりをした。

「むしろ、あっちのほうが私をペテン師あつかいしてるんだ。心霊主義者だけでなく、魔術を研究してると公言してる人たちまでね。私の服装と可愛かわいいおしゃべりに我慢ができないってだけで、どれだけひどい言葉を浴びせられてきてるか知ったら君もきっと同情のあまり胸がはりさけてしまうと思うな」

　ハンカチで顔をおおって泣きまねをしてみせたが、ワニ並みに嘘うそくさいのと口もとがあまりに嬉うれしそうなので、遼りよう太た郎ろうもいっこうに同情をそそられなかった。

「……でも」

　レギーネが、このとき始めて口をきいた。

「人が、死んでいます」

「そう。そのとおり」

　クリスティーナは笑みを深くした。遼太郎は急に空気の温度が下がったように感じた。レギーネのガラスのような声が、彼女からふざけた雰囲気を吹き払ったようだった。

「人が死んでいる。その通りなんだ、レギーネ。いくらインチキ霊れい媒ばい師どもが間抜けでも、ペテンのために本当に命を捨てるようなことはありっこない。

　霊界、というかそういうものがあるのは先刻承知だし、そこに住んでる者が必ずしも人間に対して親切じゃないのはこりゃまた当たり前の話だが、だからといってそいつらがいきなり自分たちを呼び出すほどの力も技術もないものの前に現れて、手当たりしだいに殺しつくすなんて馬ば鹿かやるはずもない。

　何か大物が裏に隠かくれてる、そこのところに、我々のねらい目があるわけだよ、ねえレギーネ」

　クリスティーナは愛いとしくてならないというようにレギーネの髪を梳すいた。水晶を紡つむいだような銀髪がさらさらと指の間を流れ落ちる。

　レギーネは黙ってうつむき、膝ひざの上で銀のキャンディ入れを撫なでていた。透すかし彫りの細工の間から、まだいくつか残っている緋ひ色いろの透明な塊かたまりがちらちらと光っていた。



　　　２



「ああ、クリスティーナ、いつ来てくれるかと思って心待ちにしていましたよ。それにレギーネ、いつもかわいらしくてすばらしいわ。あら、こちらのお若い方はどなた？　まあそう、日本から。あの大層きれいな織物や陶器ができるところね、万国博覧会で見ましたよ。でも変なふうに頭をそり上げたりしていなくてよかった。ちょんまげと言うのかしら、ああいう髪型はエキゾチックだけど、何だか笑ってしまいますからね。エドワーズ、子供たちにあちらで何か飲み物をあげてちょうだいな。寒いからココアか何かがいいでしょう。あなたにはとっておきのワインがありますよ、クリスティーナ」

「恐れ入ります、伯爵夫人」

　リージェント・パークを窓の下に望む居心地のいい居間で、クリスティーナはすっかりくつろいだ様子だった。女主人が手ずから注いでくれたグラスを受け取りながら、

「しかし、今日はただワインをいただきにうかがったわけではないんですよ。少しばかり、お願いしたいことがありまして。もちろん、あなたの美しいお顔を拝見することはいつだって重要ですが、愛しのヘレン」

「また、そんなことを言って」

　先代伯爵夫人レティーシャ・ヘレンはかわいらしく笑った。

　十八世紀の宮廷画から抜けだしてきたようなふっくらと小柄な貴婦人で、白くなりかけた金髪を古風な形に結い上げ、小さな唇くちびるを少女のような淡あわいばら色に塗っている。

　タペストリ張りの長椅い子すにゆったりと寄りかかったその姿からは古き良き日々の香気が匂におい立つようだが、その半面、専制的な男であることで知られた前グリムズビー伯が、唯一手に負えない相手と認めていたのがこの聡そう明めいでかつ開明的な妻だったという事実もある。菫すみれ色いろの瞳ひとみにいたずらっぽい光をたたえて、夫人は身を乗りだした。

「甘いことを言えばわたくしが何でも言うことを聞くなんて思うのは間ま違ちがいですよ。もっとも、つい聞いてしまいたくなるようなお願いしか持ってきてくれないのがあなたですけれど。それで、どんなお願いなのかしら？」

「先日の交霊会、トーリー街であったあれですが、あなたのところにも招待状は来ていましたか？」

「ええ、来ていましたよ」

　ちょっと考えて夫人は頷うなずいた。好奇心旺おう盛せいな伯爵夫人の知ち誼ぎを得ようと、彼女のもとには心霊主義関係にかぎらず、正直なものからいかがわしいものまで、毎日のようにさまざまな催もよおしの案内状が届くのである。



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、アレックスが――まあ、笑わないで、あの子があちこちでいろいろ馬ば鹿かなまねをしているのはわたくしもわかっていますから――いつのまにか持ちだしていってしまって、ここにはありません。どっちにしろあの日は、ハート卿きようの奥様のところでお招よばれがあったからわたくしは行けなかったのだけれど」

「それ、どこの団体から来たものだったかわかります？」

「さあ、どうだったかしら。少し待って、エドワーズ！　……エドワーズ、先週の月曜日に来たあの封書はどちらからのものだったかしら？　アレックスがどこかへ持っていってしまった、あの封筒ですよ」

「『英国神霊学会』となっていたかと存じます、奥様」

　執事のエドワーズ氏が魔法のように現れてそう答えた。彼はハンプシャーのお屋敷からずっと女主人に付き従ってきていて、彼女に関することならどんなに小さなことでも見落とすということがない。遼りよう太た郎ろうたちと台所に行っていたはずが、瞬間移動でもしたようにいつのまにか戸口に佇ちよ立りつしていて、懐ふところからさっと小さな手帳を取りだした。

「あとで御礼状をお書きになるのに備えて、こちらに連絡先を控ひかえてございます。控えによりますと、署名は『英国神霊学会会員、心理学・医学博士、Ｓ・Ｔ・ノークス』となっております。発送は先々週の土曜日で」

「君のその手帳にはいつも驚かされるな、エドワーズ」

　クリスティーナはポケットから畳んだ新聞の切り抜きを出して広げた。

「それ、この記事の人物と同じ男かな？」

「左様で」

　エドワーズ氏はちらっと紙面に目をやっただけでそう答えた。クリスティーナが手にしていたのは朝、自室で遼太郎に見せた新聞と同じ内容の切り抜きで、こちらにはそのノークスなる人物の顔の細密な銅版画が添えられていた。写真もすでに実用化されているが、こうしたたぐいの新聞にはまだまだ版画やイラストの需要の方が高い。

「少なくとも名前と所属団体は同じものらしく見えます。付け加えさせていただけるのであれば、この数か月、奥様のところに幾度となく手紙を寄こしては、研究費なるものの不足を鳴らしてそれとなく寄付を求めております。先日のトーリー街への招待状も、どうやらその一つらしく存じました」

「なるほどね」

　クリスティーナは銅版画の男の顔をつくづくと見た。

　痩やせた男で、頬ほお骨ぼねが青白い皮膚を突き破って飛び出しそうにとがって見える。太い眉まゆ毛げと立派な髭ひげをたくわえているわりにこけた頬とあごが頼りない印象である。この銅版画家が正確に本人の容よう貌ぼうを写したなら、またずいぶん馬ば鹿か正直にしたものだ。

「で、君としてはこの御ご仁じんがあまり気に入っていないというわけだ？」

「それについてはお答え致しかねます、ミス・モンフォーコン」

　しかし、そうでなければエドワーズが伯爵夫人のもとに来た手紙を、いくら息子とはいえアレックス、つまりバ（略）が持ちだすままにはさせておかなかっただろう。口を真一文字にして立つエドワーズにわかっているよと言いたげな笑みを向けて、クリスティーナは切り抜きを夫人の前のテーブルに置いた。

「まあ、この方なら確かに見たことがありますよ」夫人が声をあげた。

「六月の霊れい媒ばい学会だったかしら？　いいえ、そう、先月の英国霊媒協議会の集会でですよ。なにか交霊に関して画期的な発見をなさったとかで、長い講演をしていらっしゃいました。残念ながら、皆さんにはあまり受け入れられなかったようですけど。美しい夫人と、娘さんを連れていらっしゃいましたよ、それとも被後見者だったかしら」

　さらに少し考え、

「そう、その小さな娘さんに関して何か発見をしたという話だった。スペインのほうで見つけたというんですよ。たいそう力の強い霊媒で、ご婦人の方はその娘さんのお母さまとかいうお話でした。こちらの新聞に何か書いていないかしら」

「そう、これですね」

　クリスティーナの白い指が囲み記事をたどった。

　くだんのノークス博士のあまりぱっとしない肖像の下に、こちらはかなり見み栄ばえのする顔がある。

　すらりと長身の、流れるような黒衣をまとった女性が、白いドレスの小さな女の子を膝ひざに乗せて座っているところだった。説明文にはこうある。

『高名なる心霊研究者、ノークス氏推薦による真の霊媒レディ・アナマリア・ベリーサとその母、マダム・アンヘリータ』

「ノークス氏としてはこの少女を天よりつかわされた天使であると断言し、他の霊媒たちはすべて言語道断のいかさま師か、でなければ悪い霊によってあやまったメッセージをしゃべらされている哀あわれな間抜けどもであると言っている――なるほど、これじゃみんなに拍手で迎えられるというわけにはいかなかったでしょうね。彼の告発に関して身に覚えのない人間は少なかったとしても、人間というのは面とむかって真実をずばり言われると、いつでもひどく動どう揺ようするものだから」

「あなたは真実にも動揺しない数少ない人だわ、クリスティーナ」

「私が？」

　嘆かわしげにクリスティーナは首を振った。

「私なら毎日朝食前に一ぺん、出かける前に一ぺん、寝る前に三べんばかりは動揺してますよ。動揺して大声を上げたり、朝食の皿をひっくりかえしたりというのは実に健康にいいんです。肺の運動になるし、何より憤ふん激げきして壁にものを投げつけることくらい胸のすくことはない。それでね、愛いとしのヘレン、頼みというのは――あれ、呼び鈴が鳴ってるんじゃありませんか？」

「失礼いたします、奥様」エドワーズ氏がふたたび戸口に現れた。

「スコットランド・ヤードのウィリアム・リース警部がお見えです。先日のトーリー街の事件の件で、奥様にご面会したいとのことですが」

「今は困りますね」伯爵夫人は美しい眉まゆをひそめた。「せっかくわたくしのクリスティーナが二人きりのおしゃべりテツト・ア・テツトに誘ってくれているのに」

「わたくしも左様に存じましたが、奥様、どうもお聞き入れくださらず――」

「そこにいるな、クリスティーナ・モンフォーコン！」

　エドワーズ氏の後ろから雷鳴のような怒ど鳴なり声が聞こえた。黒光りする戸がまちからすりきれたツイードに包まれた牡お牛うしのような広い肩と厚い胸がぬっと現れ、とっさに立ちふさがろうとしたエドワーズ氏をかるがると押しのけた。

「リース警部！」

　乱暴に扱われたことより、大切な女主人の居間に不作法な侵入を許したことにエドワーズ氏は腹を立てたようだった。

「ご無礼がすぎますぞ、警部、伯爵夫人にむかって――」

「無礼は重々お詫わび申しあげます、伯爵夫人」

　ぶっきらぼうにリース警部は詫びた。

　短く刈った固い毛が額ひたいから突っ立ち、けばだったスーツとズボンと実に好対照をなしていた。こぶだらけの曲がった鼻と、こめかみの右にうっすらと走った傷あとが、日の当たらぬ裏道で彼がすごしてきた長い時間を知らしめている。荒削りな樫かしの板のように四角い顔だ。カミソリ、と路上のスリたちには畏おそれられる薄水色の目をぎろりとクリスティーナに向け、にっこりと手を振りかえされて憤ふん然ぜんと鼻息を吹いた。

「何度も申しあげておりますが、このようないかがわしい人物と親交を結ばれるのは感心しませんな、奥様。この――女――が、世間でどのような評判を取っているかはじゅうぶんご存じでしょうに」

「ええ、知っていますよ、警部さん」にこにこと伯爵夫人。「だからこそこうして、お友達になって頂いているのだわ」

「なげかわしい。亡くなられた伯爵がお聞きになったらさぞかし嘆かれますでしょうに」

「おっと、君は不ふ遜そんなところまで踏み込んでいるぜ、警部殿」

　両手の指を組み合わせて、クリスティーナはからかうように身を乗りだした。

「気をつけたまえ！　我が国には階級というものがあって、言いたくはないがここの奥様は君よりはいささか階段の上にいるお人なんだ。君はもう十二分に礼儀にはずれてる。そら、後ろでエドワーズが爪を研といでるよ、あんたの喉のどをかっ切りに」

　リース警部は怯ひるみはしなかったが、礼儀という言葉にいくらか敬意を表する気になって、敷居から一歩しりぞいた。すばやくエドワーズ氏がその前に立ちふさがる。

「どうやらその様子だと、目当てはヘレンじゃなくて私かな？　朝から私の家を襲しゆう撃げきして、肩すかしを食らったんで、ロンドン中尋ね回ってここを探し当ててわめき散らすことにした、そんなとこじゃないか」

「貴様をここまで乗せてきた馬車の御ぎよ者しやにな」警部は唸うなった。

「クリスティーナ・モンフォーコン、先日トーリー街の例の宿屋にいたそうだな？」

「あら、そうだったの？」

　声をあげたのは伯爵夫人だった。

「ひどいわ、クリスティーナ、あなたが行くのだと知っていたら、ハート卿きようの奥様なんて喜んで無視したのに。どっちにしろ、たいして意味もない集まりだったし」

「それはどうも、ヘレン。しかし、私が使わせていただいたのはあなたの分の招待状――つまり、アレックスがあなたのところから持ちだした招待状でしたからね。行っても立ち見席ってんじゃお気の毒だ、あなたの品位にかかわる」

「かまいませんよ、わたくしはあなたのお膝ひざに座らせてもらいますから。それとも、わたくしの膝にあなたが座ったほうがいいのかしら？　クッションが効きいていて」

「持ちだした！」

　今の会話から意味のわかったごく一部をとらえて警部が叫んだ。

「貴様、このお屋敷から盗みをはたらいたというのか、モンフォーコン？」

「ああまったく、うるさいなこの男は」クリスティーナは顔をしかめた。

「盗みをはたらいたのは彼女の息子のアレックスさ。盗みって言えればだが。君だって覚えがあるだろ？　小こ遣づかいが足りなくてお母さんの化粧台の引き出しからこっそり小銭をくすねるとか、何かそういうことだよ。彼が伯爵夫人の分の招待状を持ちだして、私がそれをもらったんだ。わかりやすい話じゃないか」

「何がわかりやすい」警部は頭から湯気を立てている。

「わかりやすいというのは、そのアレグザンダー爵子がお持ちの招待状を貴様が盗み取ったと、こういう話を言うんだ」

「あいた。やられた。真実を突かれた」

　クリスティーナは胸に手をあてて椅い子すの上でのけぞった。

「そういえば、今朝はまだ朝食前のひと動どう揺ようをこなしていなかった。ヘレン、今から私が動揺して、この結構なグラスを床に落として割ってはいけませんかね？」

「それは少し困りますね、クリスティーナ。そのグラスは夫の曾そう祖そ母ぼがイタリアから持ってこさせた品で、一つでも壊れるとエドワーズがとても悲しむの」

「そうなのかい、エドワーズ？」

　エドワーズ氏は手を胸にあてて深々と一礼した。

「そう、では止よしておくことにしましょう。このすばらしいエドワーズを悲しませるのは天に対する罪悪だから」満足げにワインを一口含み、

「それにこのワインだって、絨じゆう毯たんに御ご馳ち走そうするより自分で飲んだほうがいい。警部、どんな告発があるのか知らないけどね、友人から譲り受けた招待状で催もよおし物に出席しただけで人を逮捕するほど警察が暇だとは知らなかったよ」

「盗んだ招待状だろうが」

　憎々しげに言ったが、その点に関してはひとまず置くことにしたらしく、

「交霊会の出席者が意識を回復したのだ」

「へえ。そりゃよかった」

「ぬけぬけと！　そのうちの何人かが貴様のことを覚えていた。たいそう綺き麗れいな、男か女かわからない人物が輪に加わっていたが、テーブル叩きタツピングや賛美歌が終わって、いよいよ霊れい媒ばいが霊を呼び出すという時になって、突然室内に煙が立ちこめはじめた」

「おやおや」

「火事かと思った人々が逃げ出そうとした時、霊媒のいる小部屋キヤビネツトのカーテンの中からすさまじい悲鳴が響いた。そしてパニックに陥おちいったその証言者が、ドアのところで後ろを振り返ったとき、それまでただ一人動かずにいた参加者が――つまり貴様だ、クリスティーナ・モンフォーコン――ゆっくりと席から立ちあがるのが見えた。

　彼女は貴様が、火のついた棒を持ちあげるのを確かに見たと言ったぞ、モンフォーコン。先端にまっ赤な炎が輝いていて、それが部屋の暗がりの中でとてもよく見えたとな。そして次の瞬間」

　劇的効果を狙ねらって、警部は一息間をおいた。

「すさまじい爆音が轟とどろき、証言者は意識を失った――以上だ」

　口をへし曲げて重々しくうなずく。

「貴様がなんらかの悪あく辣らつな目的であそこにもぐり込み、爆発事故を起こして人々を傷つけたことはこれで明らかだ、クリスティーナ・モンフォーコン。おとなしく縛ばくについて、法の裁さばきを受けろ」

「ブラヴォ、警部、ブラヴォ」

　クリスティーナは熱心に手を叩たたき、晴れ晴れとした笑顔になった。

「なかなかの名調子だよ、ビル・リース。怒らないだろう、そう呼んでも？　ヴィクトリア劇場で満場の喝かつ采さいを受けるにふさわしい出来だ。最後のところで捕り縄を手にして、見み得えの一つも切ってみせれば大向こうを唸うならせられるぜ。しかし惜しむらくは、たいていの芝居といっしょでほとんど事実に反してるって点だな」

「何が事実に反しているんだ、事実そのものだろうが、この――」

「その火のついた棒ってのはこいつのことかね、警部」

　リース警部はおっと声を立ててのけぞった。

　ぴくりともしないように見えていたクリスティーナの手にいつのまにか細いステッキが握られ、その先端が鼻のすぐ前まで迫っていたからだった。

　銀で巻かれた杖つえの握りには握りこぶしほどもある赤い石が、暖だん炉ろの炎を切り子面に映してそれ自体が燃えてでもいるかのように輝いている。

「こいつは私のお守りでね、いつも手元から離したことがない。ましてやそこらじゅうに悪霊だの何だのが本物いかさまとりまぜてうようよしてるような場所に行くときにはね。

　こいつが灯あかりを受けて、今みたいに光っているのをその間抜けが火だと勘かん違ちがいした、それだけのことさ。ごらんの通り、実によく光るもので」

　軽く動かしただけで、石は暗い紅あかから透明な赤、暁あかつきの鴇とき色いろにまで千変万化した。警部は驚きから立ちなおると腹立たしげにステッキを払いのけ、

「ごまかしを言うな。こいつは貴様が自分のぺてんの仕掛けの一つに使っているガラス玉だろうが。知らんとでも思っているのか、あちこちで自分は魔術師だと吹ふい聴ちようしては、この石の中に悪魔を封じ込めていると自慢し――」

「大魔術師パラケルススの名を僭せん称しようする？　そのとおりだね」

　くるりとステッキを回して手元に引き戻し、クリスティーナは指を組む。

「君は知らないかもしれないが、警部、パラケルススというのは十六世紀に生きていた偉大な魔術・錬金術師で、現代の医術や科学の基礎を築いたとさえ言われている大天才なんだよ――まあ、天才的詐さ欺ぎ師だったという評判もあるんだけどね――大魔導師アグリッパの師匠であるヨハネス・トリテミウスに魔術を学んで、ヨーロッパを遍歴しながらさまざまな事件を起こしたり病人を治療したり、本を書いたりしていた。

　そのパラケルススは所有していた短剣のルビーの柄つかに、使い魔である悪魔を閉じこめて操あやつっていたというんだ。ちょうどこいつのように」

　赤い石をつついてみせる。

「まあそりゃ、浅学非才のこの身として過去の偉人の威を借りるのは僭せん越えつかもしれないがね。ご存じのようにこの魔術師なんて商売、はったり勝負なものだから、少しでもこけおどかしの効きく看板は立てておいたほうがいいんだよ」

　にんまりと笑った。

「『パラケルススの娘』」

　リース警部は唸うなった。

「ばかばかしい。もともと我が輩は魔術だの幽霊だの、てんから信じちゃおらんのだ。そんなものがいたらここへ連れてこい、たちまちそのくそたれな首にわっぱをかけてやる――失礼、伯爵夫人――だが、いかに煙に巻こうとしても、貴様が事件の現場で不審な行動を取っていたという事実は変わらんぞ、モンフォーコン」

「ああそうかい、わかったよ。だったらもう一度、現場検証というやつでもやらかしてみたまえよ。同じ客と同じ場所、同じ条件を揃そろえてさ。お願いできますか、ヘレン？」

「あら、わたくしが？」

　一連のやりとりを、まるで孫の遊んでいるところに目を細める祖母といったようすでにこにこと眺めていた伯爵夫人は驚いたように頭をあげた。

「そうですよ、愛いとしのきみ。実はそのことをお願いに今日うかがったんです。さっきのあのノークス博士と、そのご自慢の霊れい媒ばい嬢に手紙を書いて、ぜひ一度お会いしたいからこちらのお屋敷、でなければどこでもご都合のよろしい場所を指定して、交霊会を行うように言ってください。お金も気前よくたっぷり振りまくようなそぶりを見せてね。

　もちろん、本当に出さなくってもいいんですよ。そこまで間抜けのふりをしてくれなんて言う気はありません。しかし、うまみたっぷりのおいしい匂においは漂ただよわせてくださらなくては。いつものあなたの輝ける知性はひかえめにして、だまされたくてたまらない、気弱で善良で世間知らずな老婦人のふりをすることです。

　そして相手がうまくひっかかってきたら、私をその交霊会の席に加えていただきたい」

「黙れ、この身の程知らずが」

　警部は顔をどす黒くしている。

「伯爵夫人に対して、よくそんな無礼な口を」

「鍋なべがやかんを黒いといって非難するようなものだね、警部。いかがです、ヘレン？　あなたに危険が及ばないことは保証しますよ。そんなことをしたら、私がエドワーズに殺されてしまう。せめて一日の退屈しのぎはお約束できると存じますが」

「素敵なお話だわ」

　ふくよかな胸に手をあてて、伯爵夫人は華やかにほほえんだ。

「今すぐ博士に手紙を書きましょう。エドワーズ、わたくしのペンと便びん箋せんをここへ。あまり事情を知っているようなことを書いてはいけないのよね？　あくまでも正直に、まっすぐに、信心深くてちょっぴり退屈なお婆ばあさんという感じでなくては。

　楽しいこと！　若いころ、夏の休暇にお友だちと催もよおした慈善会チヤリテイーのお芝居を思い出しますよ。声こわ色ねを作ったり、衣装や身振りをつけたりもう大騒ぎ。でもこちらのほうがずっとわくわくするものね、なにしろ本当のことなのだもの」

「正気でいらっしゃいますか、伯爵夫人！」

「君ねえ、いくらなんでもそろそろ礼儀知らずだぜ」

　愕がく然ぜんとした警部に向かって、クリスティーナは指を振ってみせた。

「まあ礼儀なんてことを言ってちゃ、年がら年じゅう他人の首に縄をかけて監かん獄ごくに放り込むなんて仕事はできっこないんだろうが。そら、エドワーズがナイフを研とぎ出さないうちにあっちへお行き、まだ話があるなら私が帰ってからにすることだね。私とヘレンはこれから色々楽しい作戦を立てなければならないんだ」

　警部はまだ何か言おうと口を開いたが、言葉が形をとる前に、紋章入り便箋と優ゆう雅がな金のペンを銀盆にのせてきたエドワーズ氏に断固として居間の外へ押しだされてしまった。真の執しつ事じたるもの、いざとなれば牡お牛うしのような肩をもつ警察権力の一匹や二匹、始末できなければやってはいけないのだ。





「あの女！」

　いきなりの怒声に遼りよう太た郎ろうは飛びあがった。

　飲みかけのココアの茶ちや碗わんが地震にあったように震える。玄関脇の控ひかえの間の扉が開いて、びっくりするほど大きなごつごつした顔の男が大おお股またに入ってきたところだった。

　橙だいだい色の火で温かく照らされている暖だん炉ろ脇には底意地の悪そうな目つきをした灰色の太った猫がいて、繻しゆ子すの布団の上で惰だ眠みんをむさぼっている。面倒そうに顔をあげ、人間という種族のけたたましさについて一言ニャアと文句を言ってから昼寝の続きに戻った。男はマホガニーの小箪たん笥すを蹴けり壊さんばかりに真っ赤になって怒っている。

　クッションの効きいたソファの上で、遼太郎はどきどきしながら小さくなった。レギーネは平然として膝ひざの上に手を揃そろえてすましている。

「ちょっとばかりお偉方に贔屓ひいきされてるからって何様のつもりだ？　ペテン師の分際で、お上かみを馬ば鹿かにすると承知せんぞ！　まったく、ああいう女ばかりだから世の中がどんどん悪い方へばかり進んでいくのだ。敬意というものを知らん。伯爵夫人さえこちらに居られなければ、あんな女など、しょっぴいてぎゅうぎゅう言うまで締めあげて――ん？」

　空中に向かって拳こぶしを振りまわしていたが、そこでようやく遼りよう太た郎ろうとレギーネがいるのに気づいたようだった。

「――んんんん？」

　のしのしと近づいてきて鼻をくっつけんばかりに覗のぞき込む。

「……あ、あの……？」

　あくまで動じないレギーネではなく、遼太郎を主に。

「んんんんんんん？――」

「……ど、どうも」

　強烈なたばこの匂においを嗅かぎながら、遼太郎はひきつった顔で愛想笑いをした。
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「なるほど、そうか！　君も苦労をしたのだなあ、少年！」

「いえ、まあ、苦労ってほどじゃないですけど」

「何を言う！　はるばる遠い国からこの英国へやってきて、わけのわからん女にこき使われるほど不幸なことがあるものか。まあ食え！」

　膝の上にどんと油じみた新聞紙の包みを置かれて、遼太郎は正直うへえ、と思った。

　新聞紙の中身は魚の切り身と、拍ひよう子し木ぎ切りにしたじゃがいもを油で揚げてビネガーをかけた屋台料理である。フィッシュ＆チップス、というのだと説明された。

　リース警部、というらしいこのごつい男の人は、自分もそれの大きなやつを抱えて満足げにむしゃむしゃやっている。どうやらそれが世界で一番の食い物だと信じているらしく、遼太郎にもそう言ったが、さっきのココアとかいう甘い飲み物で喉のどのかわいている遼太郎には、あまりありがたくない御ご馳ち走そうだった。

　伯爵夫人のフラットから首根っこをつかまれるようにして連れだされた先は、にぎやかで大きな街中の広場だった。トラファルガー広場だ、と教えられた。きらきらした噴水に、冬の午後の光がたわむれている。おおぜいの紳士淑しゆく女じょや馬車が往来するむこうに、高い柱の上にそびえる何か軍人らしい男の銅像が見えた。

「ネルソン提督だ」と、リース警部がわがことのように自慢げに言った。

「トラファルガーの海戦で亡くなられた提督の御ご威い徳とくを称たたえて建てられたものだ。あの海戦ではわが大英帝国がフランスとスペインを抑おさえて偉大なる勝利を収めた。この広場の名前もそこに由来しておる。提督のように立派なお方はそうそうおらん、むろんヴィクトリア女王陛下はのぞくが、陛下は女性でいらっしゃるしな」

「はあ」

　よくわからないがとにかくえらい人であるらしい。

「それで」と遼りよう太た郎ろうは言った。

「『パラケルススの娘』って、それ、クリスティーナのことなんですか？」

「なに？　うむ、そうだ」

　遠い目をして偉人の業績に思いをはせていたらしいリース警部は、はっとしたように職務に立ち戻って渋じゆう面めんを作った。

　遼太郎がクリスティーナの従僕であると知って、主人が駄だ目めなら従者から事情聴取をと張り切ったらしく、引きずるように同行させたはよかったが、遼太郎の身の上話を聞いて、すっかり同情してしまったのである。

　東洋の果てから海を渡ってきた少年が、右も左もわからないのをいいことに、残酷なあばずれ女につかまっていいようにこき使われているのだと決めこんで、（一部は当たっていないわけでもないか、と遼太郎はこっそり考えた）正義の男である自分こそが、力になってやらねばと思ったようだ。遼太郎の肩に手をおいて涙ぐみ、元気を出せとこちらが赤面するような真剣さで言ってきかせた。自分に協力してクリスティーナをつかまえる手伝いをしてくれれば、必ず悪いようにはしないとあらためて請うけあう。

「少なくとも、人にはそう呼ばせているようだな。もちろん、はったりなのはこちらも承知しておるんだが、ばかげた異名を名乗るだけでは最近は逮捕するわけにはいかんのだ」

「はあ。で、パラケルススって何なんです？」

「なんだ君、知らんのか。パラケルススというのはだな、十六世紀の魔術師で」

　と名前の由来をとうとうと述べたてたが、それが先ほど伯爵夫人の居間で、その異名の持ち主からじきじきに聞かされたばかりだということは言わずにおく。何も知らない遼太郎は目をまるくして聞き入った。

「へえ、そうなんですか。警部さん、物知りなんですね」

「いやなに」

　すなおな尊敬の目を向けられて警部はそっくりかえる。

「どう考えても何かいかがわしいことをやっておるに違ちがいないんだが、あの女、おえらがたの弱みを山ほど握っておる上にひどくずる賢がしこく、その上、口が減らん」

　眉み間けんにしわを寄せてあごを撫なでる。

「どうだな、君、あの女のところで住み込んでいるなら、よさそうなとっかかりを我が輩に見つけてはくれんかね。もちろん、身寄りのないあわれな少年を鎖でつないだり首輪をはめたり鞭むちで叩たたいて人間椅い子すにしたりしているのも十分罪にはなりうるんだが」

　すっかりクリスティーナの奴ど隷れいにされてしまっている。

　警部は岩の塊かたまりのような両手をぐぐっと握りしめて、

「尻尾しつぽをしっかりつかむにはもう一つ弱い。何か特別に決定的な奴やつはないかね、君。台所の鍋なべで人間の手足がシチューになってるとか、生首を剥はく製せいにして炉ろ棚だなに並べてるとか、クローゼットに骸がい骨こつをずらりと吊してるとか」

　どうやら警部もラドル夫人と同じく呼び売り新聞の愛読者のようだった。台所の件に関しては、ラドルさんならまあやっていても似合わなくはないなあ、と思い、自分でげんなりしてあわてて想像をうちはらう。

「すいませんけど、あんまりお役には立てないと思います」

　遼りよう太た郎ろうはすまなそうに言った。

　クリスティーナのことを好きかといわれるとうなずくのには躊ちゆう躇ちよするが、かといってこの警部さんに告げ口して、彼女を陥おとしいれるような真ま似ねをするのは話が別だ。少なくとも、この国に来てそれなりに食事と寝るところを確保できているのは彼女のおかげなのだし、単純に告げ口という行こう為いそのものが、遼太郎の少年らしい潔けつ癖ぺきさには反している。

　それに、今のところはクリスティーナの生活にそれほど異常な点はない――と、思う。少なくとも、警部が言ったような点は。

　炉棚の生首や衣装部屋の骸骨が求められているときに、訪問者の影から襲おそいかかる怪物や、そいつの残ざん骸がいから紡つむぎ出される金色の甲虫のことを話しても無駄だろう。どうやらこのぬりかべに下駄をくっつけたみたいな顔の警部さんは、手かせをはめて監かん獄ごくへ放ほうり込める以外のものにはてんから関心がないらしいことだし。

　魔術師などという話は遼太郎もできれば信じたくはないが、到着初日から見てきたことを考えあわせるに、彼女がなんらかの超自然的な力を操あやつることができるのはまちがいない。言うべきことはそこしかないが、信じてもらえないどころか、かえって疑われてしまうような話をここでするのは愚ぐの骨こつ頂ちようだろう。

（君は捨てられたんだよ、跡あと部べ遼太郎……）

「僕はまだ、こっちに来て日が浅いですし――あそこのお屋敷で寝起きして二週間ほどにしかなりませんから。こっちの習慣にも慣れてなくて、こちらの人には普通のことでも僕には驚いてしまうってことがあるんです。だから、お話ししてもあまり参考にはならないんじゃないかと思うんですけど。ああ」

　ふと思いついてつけ加える。

「僕より、レギーネのほうがよく知ってるんじゃありませんか。彼女は僕よりずっと長い時間クリスティーナのそばにいるらしいし、クリスティーナも彼女のこと、とても気に入っているみたいだから」

　言ってから、あっと思って後悔した。こんなごつい警察官に尋問されたりしたら、あの折れそうにか細い女の子はたちまち震えあがってしまうのではないか。なんだか身代わりにレギーネを差し出したようで気分が悪い。

　しかしそれは杞き憂ゆうだったようで、警部は気を悪くしたように舌打ちした。

「うむ、むろん、何度かあの少女には話を聞こうとやってみた。できるだけ優やさしく、気を使ってな――なにしろあんな娘っこだ、注意して扱わなきゃならん」

　ちっちっ、と残念そうに首を振り、

「しかし、駄目だったよ。一言も口をききよらん。なだめてもすかしても無駄だった。

　それに女ペテン師め、あのレギーネというメイドのことにかけては常じよう軌きを逸いつしとる。あれをほとんど側そばから離したことがない。まるで恋人気取りで、他人が近づいたり、話しかけたりしただけでも蛇みたいな目で睨にらみつけおって。ちょっとでも触ったが最後、コカトリス並みに騒ぎたてよる。まったくどんな騒ぎだったことか」

　顔をしかめたのはその時の『騒ぎ』を思い出しているらしい。ちょっと遠い目をして、「ま、そういうわけであのメイド娘には手を出せんことになっとる。今はな」

「はあ……」

　どうやら相当ひどい目にあったようだ。

「そんなわけで、今のところ君しか頼りがないのだ、少年」

　どん、と背中を叩たたかれて遼りよう太た郎ろうは咳せきこんだ。

「あの女はオカルティスト仲間、まあ我が輩に言わせりゃどいつもこいつも似たり寄ったりの酔っぱらいどもだが、からもつまはじきにされとって、知り合いと言える人間すらほとんどおらんのだ。会う奴やつ会う奴、かたっぱしから罵ば倒とうしとりゃそれも当然だがな。それに大概、ああいう会は紳士淑しゆく女じよ階級のもんで、男の服着てステッキ持って歩きまわるようなとんでもない女を認める人間はまずおらんし」

「伯爵夫人とはとても仲良しみたいですけど」

「あれは君、方便というやつさな。いくら強がっても、社交界に取り入る手づるは残しておかないと、ペテンを働く場所がなくなってしまうだろうが。まったくいまいましい。夫人もお人がよすぎるんだ。世間知らずの雲うん上じよう人びとってのはこれだから」

　警部はぶつぶつ言っているが、遼太郎としては先ほどちらっと会っただけでも、伯爵夫人がなかなか手ごわい女性であることはわかったのだが。どちらかというと、自分自身の祖母に似た匂においを感じる。むろんずっとやわらかくておっとりした印象だが、ああ確かにこの老女ならクリスティーナを気に入るだろうと思ったものだった。

「とにかく、今後はぜひ色々と気をつけていてくれ、少年。困ったことがあったらいつでも言いなさい、力になるぞ。ああ、その魚、もっと食うかね？」

　遼太郎の手の包みの中身が半分ほどになっているのに気づいて身を乗りだす。

「なに、もういい？　遠慮はいかんぞ。待っていなさい、もう一盛り買ってきてやろう。なに気にするな、若い者はいつでも腹ぺこと相場はきまっとる」

「いえ、ほんとにいいですから、あの――」

　遼太郎の必死の声も聞かず、新しい情報提供者に有う頂ちよう天てんのリース警部は、意気揚よう々ようと走り出して雑踏のむこうに消えてしまった。

（……なんでこの国の人はみんな僕の話を聞いてくれないんだろう）

　遼りよう太た郎ろうをはため息をついて、後ろの噴水の、石の囲いの上にすとんと腰をおろした。

　包みの中の魚とじゃがいもの残りを情けない顔で見つめる。冷めてきた揚げ物は包み紙にもじっとり脂が浮いて、ただでさえもうお腹なかいっぱいなのに、この上これは白飯とたくあんとみそ汁で育った胃袋には荷が重い。

　かといって警部の好意を捨てるほど無神経にもなれず、食べ物を捨ててはいけないという養母のしつけが身にしみついてもいる。

　いささかとほうに暮れていると、目の前の敷石で、小さな赤い靴くつがこつりと音をたてた。

「……あ？」

　びっくりして顔をあげると、ボンネットの下の小さな浅黒い顔とつややかな黒い瞳ひとみが、まばたきもせずにこちらを覗のぞき込んでいた。





「ところで、あのシヴィルって男ですがね、ヘレン」

　ワイングラスをひねりながら、どうでもよさそうにクリスティーナは言った。

「どこで見つけてきたんです、彼？　なんとなくアメリカっぽい名前だと思うんですけど。アレックス坊やの家庭教師としちゃ、ずいぶん変わった選択じゃありませんかね」

「あら、そうかしら」

　再び、伯爵夫人の居間。計画のだいたいの部分がねり上がって、夫人はそれに従って楽しげに手紙の筆をすすめているところだった。

「あのお若いセント・クレアさんのことなら、確かセクストン卿きようのご紹介ですよ。オクスフォードでのご学友の息子さんとかで。長いあいだローマに留学していて、近頃こちらへお戻りになったところだそうだけど、お生まれはどちらだったかしら。

　でも、アメリカではなかったと思いますよ。もちろん、アメリカの方だって悪くはありません――ほら、あちらの方ってとても活動的で、楽天家でいらっしゃるでしょ――それは時々、繊せん細さいさに欠ける部分はおありになるけど」と、正直なたちだったのでつけ加えた。

「でも、歴史の若い国の方ってみなさんそうなんでしょうね。とにかくフランス語はお上手だし、美術に関する知識だってたいしたものですし。アレックスと年が近くてあの子も気に入ったようですから、お願いすることにしましたの。あの方がどうかして？」

「いえ、別に」

　ワインの中に見えたものの何が気にいらなかったのか、クリスティーナはわずかに眉まゆをひそめた。

「ただちょっと思っただけです。で、罠わなに仕掛けるエサの出来はいかがです？　うまそうな匂においはぷんぷんしてますか。あなたのことだから、きっとこの上なく上出来だろうとは思ってますが」

「ええ、わたくしもそう願っていますよ。さあ、これでいいかしら」

「どれどれ。ああ、すばらしい。最高です、ヘレン」

　受け取った手紙にざっと目を通して、便びん箋せんをたたんでそろいの封筒に収めた。

「こいつを見ればノークス博士、きっと大喜びで食いついてきますとも。ほかの招待客の選定はあなたにお任せしますが、できるだけ善良な紳士淑しゆく女じよの方々をお願いしますよ。霊界からの使者の言葉を疑うなんて耐えられないような、善男善女をね」

「わかっていますとも。そのお手紙を書いた人間と同じような、お馬ば鹿かさんばかりを呼べばいいのね。だまされたくてうずうずしているような人たちばかりを」

「あなたを馬鹿だなんて誰だれにも呼ばせやしません、愛いとしい人」

「どうかしら。少なくとも、扇おうぎのかげでわたくしを指さしてこそこそ言う人たちがたくさんいるのは知っていますからね。あなたがそうだと言っているのではありませんよ、クリスティーナ。あなたのほうが、そういうお友だちには事欠かないでいるのでしょうし」

「ご慧けい眼がんおそれいります。……おや、どうしたね、エドワーズ」

「申しわけありません、ミス・モンフォーコン」

　とまどいと憤ふん慨がいを交互に顔に浮かべながらエドワーズ氏が入ってきた。

「先ほどのリース警部が、あなた様のお連れになった従僕の少年を連れて、勝手に出ていってしまわれました」

「おやまあ」この腹立たしいニュースにもクリスティーナは気を悪くした様子はなく、むしろ興味をひかれたふうで、

「あのあきれるほどの正直者からなにか引き出せるとしたら、リース警部、なかなか見あげた腕うで利ききだと言わざるを得ないがね。どこへ行くと言っていたね？」

「はあ、それが、お得意の魔術とやらで探し出せと言っておけとのお返事で」

「なるほど。なら、言うとおりにさせてもらおう。では、そろそろ退散しますよ、ヘレン。おいしいワインと企たくらみをありがとう。また連絡しますからね」

「ええ、そうして」気取って片膝ひざをついたクリスティーナに、手に口づけされるままになりながら夫人はふと心配顔になった。

「ねえクリスティーナ、アレックスのことは悪く思わないであげて頂ちよう戴だいね」

　彼女は言った。

「あの子がいろいろと馬鹿なまねをしているのは知っているけれど、けっして悪い子ではないのよ。遅くに生まれた子だものだから、つい甘やかしてしまうのね。試験にももう全部通っているし、初等学校ではいい成績で。本当ならイートンの寮にいなくてはならないのだけど、ああいう気の強い子だから。いろいろと人とも衝突することが多くて」

　英国において、ほとんどの良家の男子は十歳前後から、全寮制の学校に入って親元を離れることになる。十二、三歳ごろに規定の試験をパスするとパブリック・スクールと呼ばれる同じく全寮制の上級校に進学し、紳士たることのなんたるかを学ぶ。イートンは代表的なパブリック・スクールの一つで、王族や貴族の子弟が多い名門中の名門だ。

　いったん寮に入ってしまえば限られた休暇と、週末の外出以外には学外に出ることすら禁止されるから、おそらく遼りよう太た郎ろうとそれほど変わらない年のアレックスが家にいて走り回っていることは、社会常識に照らしてもかなり破格である。まあ魔術師でバ（略）では仕方のないことだろうが、一族としては頭の痛いことだろう。

「私が？　彼を？」

　クリスティーナはとんでもないというように手を広げてかぶりを振った。

「そんなことがあるはずはありませんよ、ヘレン。もちろん、あのバなんとかいう悪趣味な名前を人前でわめきちらす癖はなんとかしてほしいと思ってますが、全般的に言って彼は私のお気に入りですよ。話していると愉快でないこともないし」

「それならいいのだけれど」

　夫人は母親らしい顔つきになってため息をついた。

「どうもわたくしの勘から言うと、あの子はなんとかしてあなたの注意を自分に惹ひきつけようと必死になっているように見えるものだから。あなたと同じか、それ以上に強い魔術師であることを見せつけなければならないと感じてむきになっているのよ。

　どうしてそう考えなしなのかわからないけど、きっとあの、男の人の体面とかいうつまらないもののせいでしょうね。とにかく、あなたが気にしないでくれるのはありがたいわ。自業自得とはいえあなたに嫌われるのは、あの子にはとても辛つらいのでしょうし」

「心しておきますよ」

　クリスティーナは苦笑した。夫人は母親の目つきをクリスティーナにも向け、

「あなたのことも心配ですよ、クリスティーナ。さきほどは冗談にしてしまったけれど、あなたを非難している人たちの中にはいくらか危険な人もまじっているの。

　せめて〈黄金の暁ゴールデン・ドーン〉会か、英国心霊協会かに所属する気はない？　そういう団体が好きでないのは知っているけれど、名前だけでも入っていれば、わたくしももっと後ろ盾だてしてあげられるし、うるさいこそこそ屋さんも減ると思うのよ。

　自由なあなたがわたくしは大好きです。でも、みなは自分が自由ではないのを知っているから、自由でいようとする者を見つけると、よってたかって押さえつけて鎖で足をつなごうとする。こんなことを言うのは不本意だけれど、クリスティーナ、わたくしはあなたが傷つけられるところだけは見たくないの」

「われわれはみんな神の前の猿さるですよ。ヘレン」

　うす笑いを浮かべてクリスティーナは言った。

「神の輝ける玉座の前にたむろして、頭上にある光など見あげもせずに、神の手て業わざをまねようとやっきになっている。そこには真の創造も、真の智ち慧えも、まったく存在する余地はないというのに、それでも何かがあると頑固に信じている神の猿」

　それは伯爵夫人の言葉への直接の返事ではなかったが、瞳ひとみには暗い光がきらめき、豪ごう奢しやな巻き毛はいっとき雷雲のような不吉な色を帯びるかに見えた。

　居間の明るさが震えて翳かげり、伯爵夫人は口を閉ざした。この剛胆な女性にして、いま目の前に立つものに対して、なにがしかの不安をおぼえたようだった。

「猿なら猿らしく、猿山のてっぺんを争ってひっかきあいにうつつを抜かすのが相応なんですが、あいにくそういうことには興味のない風変わりなのがたまにいましてね」

　だがそれも一瞬のことで、影はすぐに消え去り、シルクハットを手にしたクリスティーナの声はもとの通りの軽いものに戻っていた。

「騎士シユヴアリエメイザースや〈姿なき師〉とやらや、チベットの仙人やアメリカの野獣ベートにどれだけの力があるかは知りません。また、興味も持ちません。みな猿さるであることは同じです――この私も含めて」

　神の猿です、と呟つぶやいて、クリスティーナはお辞儀をした。

「では失礼します、伯爵夫人。交霊会の日を、どうぞお楽しみに」





　揚げた魚とじゃがいもが小さな口の中へつぎつぎ消えていくさまを、唖あ然ぜんとして遼りよう太た郎ろうは見守った。

　見たところ七つか八つくらいに見えたが、それよりもう少し年がいっているかもしれない。服装からすればかなり裕福な家の子供のようなのに、まるで十日間何も食べていないかのようないきおいだ。

　スカートの上等な赤いビロードにパン粉が散らばるのにもかまわず、手でつかむのさえもどかしげに詰めこむところは鬼気せまるものがある。放ほうり出された筒状の白い毛皮のマフが死んだ犬のように足もとに転がっていた。

「だ、大丈夫？」

　急ぎすぎてのどに引っかかったらしく、むせた女の子の背中をあわててさすってやった。

　女の子は握りこぶしを胸にあてて咳きこみ、それではじめてわれに返ったかのように、はっとした顔でほとんどからになった新聞紙の筒を見た。

　とまどったように遼太郎を見あげる。

「あの、いいんだよ、気にしなくて」

　黒い瞳ひとみに真正面から見つめられて、遼太郎はどぎまぎした。

「食べるかいって言ったのは僕のほうだし、それに、正直言って僕はもうあまり欲しくなかったから。食べてくれて助かったんだ、ほんとに。君、いくつ？　なんて名前？　おうちの人はいっしょじゃないの？」

　少女はうつむいて、袋の底に残っていた魚の最後の一切れをじっと見つめた。

　地面からマフを拾いあげ、ぎとぎとの揚げ物をすばやく裏地の中にすべり込まそうとする。遼太郎はあわてて止めた。

「待って、そんなことしたら服が台無しになっちゃうよ」

　止めようとして袖そでをつかんだ遼太郎を、少女はじゃけんに振り払った。自分の動作に驚いたようにびくっとし、身をかたくしておびえた顔で遼太郎を見あげる。

　遼太郎が怒っていないようなのを確かめると、黒い眉まゆから力が抜けた。白人とは違ちがう、黄色みをおびた遼太郎の肌の色も安心を誘ったらしい。小さな声で彼女は言った。

「……中国人？」

　どこかかすれた、子供にしては低い声だった。

「えっ？」ふいをつかれて遼りよう太た郎ろうはうろたえた。

「いや、僕は日本人。日本って知ってる？　東の方へずっと海を越えていったところにあって、イギリスと同じような島国なんだけど。あ、駄だ目めだったら」

　また揚げ物を裸はだかのままスカートに包もうとするのであわてて止める。

「服を汚したら家の人に叱しかられるんじゃないのかい。どうするの、そんなもの」

「……〈お友だち〉にあげるの」

「お友だち？」

　子猫か何か飼っているのだろう。ポケットのおみやげを小さなお友だちとこっそり分け合う女の子を想像して、遼太郎はほほえましくなった。

「あげるのはいいけど、何かに包まないと油が服についちゃうよ。ちょっと貸して」

　新聞紙はとうに脂でぐしゃぐしゃで使い物にならない。ちょっと迷いはしたが、結局自分のズボンから新しいハンカチを出して魚を包み、少女に渡してやった。

「はい。これなら外までしみてはこないと思うよ。君の友だち、魚が好きなの？」

「……おなかをすかしてるの。いつもよ。だから、食べさせてあげなくちゃ」

　呟つぶやくように言って、少女は大切そうに魚をしまいこんだ。それからもっとうつむいて、もごもごと口の中で何か言った。



    

  
    
      



    

  
    
      “〝ありがとう”〟と聞こえた。遼りよう太た郎ろうは微笑ほほえんだ。

「どういたしまして。君、名前は？」

「……リア」

「え？　何？」

　ちょっと口ごもって、少女はくりかえした。

「アナ……マリア」

「アナマリアっていうのか。かわいい名前だね」

　このお愛想に、少女はなぜか傷ついたような目をして、またうつむいて残りのじゃがいもをかじった。

　ふさふさと盛りあがった黒い髪が、ドレスと揃そろいの赤いボンネットを内側から押しあげている。どことなくクリスティーナの、波のようにうねる豪ごう奢しやな金髪を思い起こさせる生命力がみなぎっているが、完全に洗練されていて優ゆう雅がなクリスティーナのそれとは違ちがって、少女の髪には人になつかない狼おおかみのたてがみめいた奔ほん放ぽうさがあった。

　浅黒くてあごのとがった小さい顔は奇妙に野性的で、いきいきとよく光る黒い瞳ひとみがその印象をさらに強めているが、その奥には妙に落ちつかない色があって、赤いモロッコ革の靴くつをゆすりながらも逃げ道を探すかのようにきょろきょろ動く。

　最後のじゃがいもをたいらげてしまって、脂でてかてかしている指先を名残惜しげになめる。遼太郎が叱しかりつけるとでも思ったのか、横目でようすをうかがいながらしゃぶっている姿に、遼太郎は思わず笑ってしまった。

「そんなに気にしなくてもいいよ。お行儀がいいとは言えないけど、指についたのをなめるのって変においしいからね。僕の妹もよくやってた」

　少女は――アナマリアは、驚いたように目をみはった。

「妹……、いるの……？」

「ああ、いるとも。今は海のむこうだけどね」

「あたしみたいな……？」

「うん、――いや、そうだな。アナマリアよりは少し大きいかな、僕より二つ下だから。和かず音ねっていうんだ。十四歳だよ。アナマリアはいくつ？」

「十……一」

　どこかあやふやな調子でアナマリアは答えた。自分ではなく、だれか別の人間のことを訊きかれているかのようだった。急に役割を思い出した役者のようにぴんと背を伸ばすと、はっきりした口調で「十一」とまた言った。

「アナマリアは十一歳よ。お母さまと、ノークス博士と暮らしてるの。おうちはこの先の、マーブルアーチ・ホテル。そこにずっと泊まってるの、お母さまと、ノークス博士と、アナマリアと」

「それに、お友だちと？」

　瞳が一瞬きらりと光ったが、返事はなかった。

　自分が知らない東洋人の少年と座っていることを急に意識したらしく、少女はそれきり口をつぐんで、うつむいたまま何も言わなくなってしまった。

　家の人はどこにいるのか、もし迷子になったのなら探しているのではないかといろいろと話しかけてみたが反応はなく、だんだん遼りよう太た郎ろうもいごこちが悪くなってきた。

　広場を往来する人々は、噴水にちょこんと座りこんで何か話している東洋人の子供と、これもどこか外国系らしい浅黒い肌の娘を珍しげにじろじろ眺めていく。遼太郎のクリスティーナの家で与えられた使用人のジャケット姿に、良家の子女風のドレスを着せられた異国の少女はかなり妙な取り合わせだ。

　良識派を自認するロンドン市民の一人が、そろそろこの妙な子供二人を官憲の保護に任せたほうがいいのではないかと考えるかもしれない。リース警部はいったいどこまで行ってしまったのだろう。まったく警察なんて、いてほしいときにはいたためしがない。

　通りのむこうへ消えたまま、いまだに影すら見えない警部のことを呪のろって遼太郎が歯ぎしりしていると、いきなり、「アナマリア！」と呼ぶ声が聞こえた。

「アナマリア！　そこにいたのか。まったく、ちょっと目を離したすきに……」

　人の流れをかき分けて近づいてきたのは、太くて黒い眉まゆ毛げを神経質そうにひくつかせる初老の男だった。

　黒いフロックコートをはためかせ、禿はげあがった額ひたいに、申しわけ程度の前髪が垂たれかかっている。たるんだ下した瞼まぶたを震わせながらずかずかとやってきて、少女の腕をぐいとつかんで引きずり上げるように立たせた。

「明日は大事な講演会があるから、部屋にこもって瞑めい想そうするように言ってあったはずだろう。さっさとホテルに戻るんだ」

　腕をひねられて、アナマリアは小さな叫び声をあげた。反射的にもがいた拍子に、しまいこんだ場所から魚を包んだハンカチがすべり落ちる。

「なんと！」

　地面に転がってほどけた包みから飛びだした魚の揚げ物を見て、男は蒼そう白はくになった。

「なんてことだ、アナマリア、おまえ、こんな汚れた俗な物を食べたんじゃあるまいな？

　ああ、パン粉が服についてる、脂の臭においがするぞ！　明日の夕方まではワインと塩しか口にしてはいけないと言ってあったのに、この馬ば鹿か娘が！」

「ちょっと、やめてください！」

　ふりあげられた男の手にアナマリアは縮ちぢみあがった。振りおろされる寸前に腕にしがみついた遼太郎を、男は荒々しく振り返った。

「なんだ、おまえは？　この娘を連れだしてこんなものを食わせたのはおまえか」

「こんなもの、ってなんだ」

　遼太郎はアナマリアを背にかばうように立ちふさがりながら、

「確かにその子に魚を食べさせたのは僕だけど、アナマリアはとってもお腹なかがすいているみたいだったからそうしたんだ。明日の夕方まではワインと塩だけだって？　小さい子がそんなことしてたらお腹なかがすいて死にそうになるのは当たり前じゃないか。あなたはアナマリアのお父さん？　だったらなんで、そんなひどいことをするんです」

「ほう。君は外国人だな。なかなか流りゆう暢ちようにしゃべるものだ」

　男は憤ふん然ぜんと遼りよう太た郎ろうの手を払いのけて、襟えりを正した。

「君などの知ったことではないが、この娘は、ある非常に重要な資質を持っていて、それはきわめて慎重で厳格な監督のもとに育てられねばならないものなのだ。それには完全な節制と、物質的にも精神的にも完かん璧ぺきな清浄さが必要になる。

　私は彼女の監督者だ。母親からすべての権利を委譲されている。本来なら、ホテル内の結界から一歩出ただけでも三日間の清浄化が必要となるのに、こんな街中へ出て、こんなものを食べたりして。とにかくホテルへ帰るんだ、アナマリア。吐剤と冷水浴で用がすむといいが、一刻も早く、取り入れた汚れを出してしまわねば」

「ちょっと、ちょっと待って――アナマリア！」

　再び腕をつかんで引きずられたアナマリアの顔に浮かんだ恐怖は掛け値なしの本物だった。追いすがろうとした遼太郎を、男は縁の赤くなった目でぎろりと睨にらんだ。

「しつこいな、君は。どこの馬の骨か知らんが、これ以上まつわりつくと警察を呼ぶぞ」

「警察ならここにいるがね」

　不機嫌そうな声がした。

「私の連れがどうかしたかね、ミスター？」

「連れだって？」

　また仲間が来たのか、と目を怒らせて振り向いた男は、そこにそびえ立つ肉の壁のような身体からだを目にしたとたん、たじろいだように後ずさった。

「私はスコットランド・ヤードのリース警部。その少年は私の知り合いだ。彼に何か不都合な点でも？」

　両手に湯気を上げる魚を山盛りかかえた巨漢というのは、たいていの相手の背骨から筋を一本抜いてしまうものらしい。男はもごもごと何か呟つぶやくと背を向け、アナマリアの手をつかんで、引きずるように広場を歩いていった。

　広場のむこうのナショナル・ギャラリーの前で、黒いドレスに身を包んだ背の高い女性が、馬車の横で二人を待っていた。二人はアナマリアを左右から取り囲んで馬車に乗せ、どこかへ走っていってしまった。

　最後に小さな浅黒い顔が馬車の窓から、悲しそうにこちらを見ていたように思ったが、錯さつ覚かくだったかもしれない。遼太郎は膝ひざをついて、地面に落ちたハンカチと、踏みにじられた魚をそっと拾いあげた。リース警部が同情するように覗のぞき込んできた。

「遅くなってすまんかった。順番待ちの列が長くなっとってな。何かあったのかね？」

「いえ……僕にも、よくわからないんですけど」

　潰つぶれた魚を見ながらぼんやり立ちつくしていると、そこへ小型四輪馬車がさっとすべり込んできた。

　ドアがぱっと開いて「見ーつけた！」と歓声を上げる。

「やっ、貴様、クリスティーナ・モンフォーコン！」警部が吠ほえる。

「やあ、またまたこんにちは、警部殿。うちの奴ど隷れい少年の買収はもうすませたかい？」

「ど、どうしてここが!?　つけておったのか!?」

「まさか。ご期待に応こたえて魔術で探し出したのさ。ほれ」

　と差しだした指の先には、白金の鎖で吊つるされた水晶製の振り子がゆらゆらと揺れている。

「ま、そんなことより、さっきここにいたのはかの高名なるＳ・Ｔ・ノークス博士だね。とすると、いっしょにいたのが奇跡の霊れい媒ばいアナマリア・ベリーサ嬢か。で、あっちにいたのはその御母君」

　ナショナル・ギャラリーの前をちらりと見やる。

「惜しかったなあ。あと一分も早くここに来てればお目もじ願えたのに。それじゃ警部、用もすんだのでわれわれは退散ってことで。馬車の中で君がどれだけ気前のいい紳士ぶりを見せたか、うちの奴隷にじっくり聞かせてもらうとするよ。失敬」

　遼りよう太た郎ろうは自分でもわからないうちに馬車にすくい上げられ、ドアが閉められ、レギーネの銀髪と鴇とき色いろの目に向かいあっていた。あっという間もなく、魚のフライをまき散らしながら後ろに取り残されていくリース警部の真っ赤な顔を座席からぽかんと眺める。

「さて、遼太郎、警部の申し出金額だが――君、そこに何を持ってるんだい？」

　あきれたように訊きかれて、手にまだハンカチに包んだ魚を握っているのに気づく。

「これは……」

　とあやふやに答え、返事のかわりに言った。

「クリスティーナ。霊媒っていうのは、なにか特別なものしか食べなかったり、ぜんぜんなんにも食べなかったりすることがあるんですか？」

「霊媒？」

　クリスティーナは目を丸くした。

「ああ、そうだね。霊界とのつながりをより強固にするために、交霊の前のある一定の期間は絶食したり、ふだんでもごく少量の食事しかとらなかったりすることはよくある。主にワイン、塩、パン、ゆでた魚、鶏の白い肉が少々ってとこだが。それが何か？」

「……ワインと塩」

　ぽつりと呟つぶやいて、遼太郎は脂のにじんだハンカチの上の魚を見おろし、ハンカチごとぐっと握りしめた。脂がじわりと掌にしみた。

　片眼鏡モノクルのむこうで、クリスティーナのエメラルドの瞳ひとみが一度またたいた。それから、何事か読めない考えを宿して、じっと静まりかえった。



    

  
    
      


　　第三幕　死と乙女
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　交霊会はハムステッド・ヒースのはずれにひっそりと立つ古い館で行われることとなった。

　この館は今回の主催者である前グリムズビー伯爵夫人ヘレンの知ち己きである、さる貴族の持ち物で、主あるじは現在はもっと暖かい南欧に居を移していたが、旧知の女性の要請とあって快く門の鍵かぎを渡してくれた。

　会場に選ばれた一室からは晩秋の野原の大麦色に輝くさまが一望でき、集まった人々に嘆声をあげさせたが、ほどなく窓は鎧よろい戸どでふさがれ、厚いカーテンがさげられた。霊が明るい光を嫌うというのは周知の事実であり、ことに太陽の光は霊体のかよわい構成物質に多大な被害をもたらすとされていた。

　館付きの召使いの手で椅い子すがきちんと円形にならべられ、クッションが美しく配置される。なごやかに語り合い、期待を顔にあらわしながら入ってくるのはどれも新聞の社交欄や、上流階級のゴシップを扱う雑誌の誌面の常連組。ただし才気という点でははるかに地味で、派手な宝石や、色恋沙ざ汰たや、常識はずれな博ばく打ちといった大衆好みのネタにはことかかなくても、そちらの方面ではとんと音沙汰がない。

　だがそういう海千山千の人々も、悪名高い〈パラケルススの娘〉、伯爵夫人お気に入りの（いんちき？）魔術師が、銀髪のメイドと東洋人の従僕をしたがえてさっそうと入ってくると、目引き袖そで引きひそひそと噂うわさしあった。

　金縁の片眼鏡モノクルをきらめかせ、ステッキを手にし、男物の上着にシャツにベスト、細身のズボンを粋いきに着こなして、かかとの高い革かわ靴ぐつを履はいている。紳士としては一級品のいでたちだが、それを着ているのが豪ごう奢しやな金髪の若い美女で、豊満な胸と腰がシャツの胸元とズボンを形よく盛りあがらせているとあっては、目のやり場に困る。少なくとも、いちおう育ちがよいとされている人々にとっては。

　遼りよう太た郎ろうにとっては居心地の悪い場所になるかと思われたが、ほっとしたことにそういうことにはならなかった。東洋人の小柄な少年を珍しげに見る視線もいくつかあったが、それもまたこの妙な自称・魔術師の男装と同じ、社会に対する頓とん狂きような身ぶりのひとつとみなされたようだ。案内された椅子にクリスティーナがゆうゆうと腰をおろすのから少し離れた片隅で、遼太郎とレギーネは使用人用に用意されたベンチに腰掛ける。

　遼太郎はそわそわと尻しりを動かしながら、隣室へ続く扉を見やった。ここでこれから何が始まるのか、クリスティーナは必要以上のことを教えてはくれなかったが、事前にいくつかの注意を与えておくくらいのことはした。

（何が起こっても、君は動くんじゃない。ヘレン同様、君にも危険が及ばないことは保証するが、それは君が私の言いつけを守った場合に限る。私の命令が聞こえたらすぐにその通りにし、やめろと言われたときにはすぐにやめる。出るなと言われたところからは出ず、触るなと言われたものには触らない。いいかね？）

（分かりましたけど、クリスティーナ、いったい何をするつもりなんです？　まさかあの、アナマリアって小さな女の子が、何か――）

（ああ！　だからこそ、今回のことをくわだてたんじゃないか、そうだろう？　君も見た、あのここのところロンドンの交霊会で続く災難、そいつを起こしてる何ものかがまた今回もやってくる。来ないはずがない。なんせ、かの高名なノークス博士が、イギリス一、いや世界一とさえ保証する、偉大な霊れい媒ばいの実演なんだから）

　そう言ったときのクリスティーナの口調はほとんど嘲あざけってでもいるようだった。遼りよう太た郎ろうは不安がにじんだ墨のように胸に広がるのを感じた。

（本当に、クリスティーナ、危険はないんですか？　僕のことじゃなくて、アナマリアのことです。彼女、ひどいことになったりしませんよね？）

（その点に関しては保証するよ、少年）

　クリスティーナは言って、笑った。白い歯が光り、遼太郎はまたもやその笑みに雌めす狼おおかみを連想した。怜れい悧りにして冷静、冬と同じく、悪意はなくとも冷酷かつ無慈悲。

（罪なき者の解放のため、私は戦っている。無関係な人間を巻きこんだりはしないさ）

　最後に、本日の主しゆ催さいであるグリムズビー先代伯爵夫人が堂々と入場してきて、みなのうやうやしい拍手の中上座に着席すると、すべての準備がととのった。

　隣となりの控ひかええ室に通じるドアがさっと開き、とっておきのスーツに身を固めたノークス博士が緊張したおももちで入ってくる。こけた頬ほおがうっすらと赤らみ、猫背がちな背筋も、自分が貴き顕けん紳士がたの注目をあびているという自覚にぴんと伸びている。

「紳士淑しゆく女じよのみなさま方。本日はようこそお集まりいただきました」

　かすかに震える声で彼は言った。上座の伯爵夫人に感謝をこめてほほえみかけ、一座を見わたして、男装の女がいることにぎょっとしたように目を見張ったが、

「これよりみなさまに、霊媒アナマリア・ベリーサ嬢による霊界からの伝言をおつたえいたします。彼女は小しよう生せいが見いだしましたきわめてまれなる資質の持ち主で、その伝言を口にするのに、テーブル・タッピングや紙と鉛筆、またはウィジャ盤といったような繁はん多たな道具を必要といたしません。彼女は天からの使いを自みずからの能力によって実体化させ、みなさまの前に立たせることができるのです」

「だが、それが本物だとどうしてわかるね？」

　遊び人らしい若い男が野次をとばした。

「天の使いとやらの衣ころもをめくってみたら、下にコルセットだのペチコートだの、面倒なものをはめているんじゃないのかい。その上、天使の衣はくたびれた木綿でできてて、〈ピット＆パット布地店謹製〉なんていうタグまで縫ぬいつけてあるとくる」

　ひそやかな笑い声が起こった。

　霊れい媒ばいの中には、呼び出した霊を実体化させることができると豪語する者がこれまでに何人もいたのだが、いくつかの例で、その〈霊体〉はほかならぬ霊媒自身の変装か、あるいは物陰にかくれた共犯者による細工で、霊とはかけらもかかわりのない地上の産物であることがあきらかになっていた。ノークス博士の顔が真っ赤になった。

「むろん、よくご存じのように」と怒ど鳴なるように博士は続けた。

「そういった嘆かわしいいんちき共が、同じような謳うたい文句を口にしております。しかし、アナマリア嬢の能力は、そういった愚かな行こう為いとはまったく別次元のものなのです。

　たいていの場合、交霊する霊媒は灯あかりを消し、暗くなった室内で、さらに周囲をカーテンで囲った小部屋キヤビネツトに入ります。つまり、出席者の目から完全に隠かくれてしまうわけで、いうなれば手品師が箱に布をかけてしまうのと同じ。みなさまがおっしゃるような、犯罪的な小細工が入りこむ余地も生じるわけです。

　しかし、アナマリア嬢はそんなものを必要といたしません。彼女はこの世で唯一、本物の、天界からの言葉を人間に伝えるべく選びだされた処女であり、天使にとって、くだらぬ目隠しなど必要ではないからです。

　彼女はここに、みなさまの目の前に直接立ち、いかなる身ぶりもなくただ祈り呼びかけるだけで、聖なる天のみ使いを呼び出してごらんに入れるでしょう」

　博士の熱を帯びた口調におされて、室内はしんと静まりかえった。

「ちょっと、あまり変なこと言わないほうがいいわ」また何か言おうとしたさっきの男に、連れらしい娘が少しおびえたような口調でささやくのが聞こえた。

「もちろん、こんなのお遊びかもしれないけど――もしかしてほんとだったら、あなた、雷が落ちてきて丸焼きにされるかもしれなくてよ」

「ちょっと失礼」

　いきなり耳元でささやかれて遼りよう太た郎ろうはびっくりした。誰だれかが音も立てずに隣となりにすべり込んできて、遼太郎を見て軽くおどろいたように目を見開いた。

「やあ、君はクリスティーナ嬢のところにいた東洋人の子だな。彼女といっしょに来たのかい？　ちょっと遅刻しちゃったんで、悪いけど君の席、半分貸してもらうよ。こっちですよ、アレックス坊ちゃん」

　後からやって来たもうひとりに声をひそめて呼びかける。

「椅い子すがもうないみたいですから、こちらで我慢してくださいね。だいたい、入りたいんならお母上にちゃんと前もって頼めばよかったのに」

「うるさい」

　後から来たひとりは腹立たしげに言って、ベンチの遼太郎とレギーネを睨にらんだ。

「ふん、あの女の使い魔か。僕は立ってる、シヴィル。貴族のこの僕が、使用人のベンチなんかに座ってられるか。ましてや、こんな奴やつの隣に」

「お好きに。僕は座りますよ、最近腰が痛くて。ちょっとつめてくれるかな、坊や」

「あなたがたは――」

　ええと確か、バなんとか。

「……アレグザンダー・トーマス・モーティマー・コンドリック爵子、だ」

　不機嫌に貴族のご令息は言った。腕組みして前を見つめたままでいる。今日はバなんとかの気分ではないらしい。あの黒いずるずるではなく、それなりにまっとうな衣装を身につけている。お付きの青年はにこにこと手を差しのべてきた。

「で、僕はシヴィル・セント・クレア。彼の家庭教師兼お目付役、かな。よろしく」

「跡部遼太郎リヨータロー・アトベ、です」

　握手を返しながら、遼りよう太た郎ろうは少しばかりあっけにとられていた。今の今まで、この二人のことは思い出しもしていなかった。

　考えてみればこの貴族のお坊ちゃんも魔術師を自称していて、クリスティーナに競争心をむき出しにしていたのだからおかしくはないのだが、とにかく初対面があまりに素すっ頓とん狂きよう（しかもバなんとか）だったもので、こういう――なんというか―― 真面目まじめな雰囲気の催もよおしとは合わない気がしていたのだ。

「本格的な交霊はまだみたいだな。よかったですね、アレックス坊ちゃん」

「何がいいものか。母上ときたらまったく、またあんな女の口車に乗って」

　苛いら立だたしげに靴くつのかかとを床にぶつけながら、

「息子として、僕は母の安全と体面を守る義務がある。あいつの頼みじゃ、またどんな企たくらみをしてるかわかったものじゃない。魔術師バシレウス・サロモンは、道を外はずれた邪術師の企くわだてを監視して、人々と神秘の秘密の両方を保護しなくてはならないんだ」

　やっぱりバなんとかは営業中なのか。

　いささかうんざりして遼太郎は肩をすくめたが、ふと、アレックスの視線が向いている方向を追ってみて、気づいた。

　口で重々しげな言葉を並べながら、貴族の少年の目は、少し離れたところで蝋ろう燭そくのあかりに照らされたクリスティーナに釘くぎづけになっていた。

　椅い子すに片肘ひじをつき、物もの憂うげに目を伏せて思いにふけるかのようなその横顔は、この半月さんざんこき使われた遼太郎からしてもため息の出る美しさだ。

　まさに女神にふさわしい幻まぼろしめいた美び貌ぼうから目を引き離し、アレックスに戻すと、伯爵令息は自分が何をしゃべっているのかも意識していないようすで夢中になって目をこらしている。遼太郎の頭の中でぱちんと何かがはじけた。

（ああ、もしかしたら、この人……）

「何を見てる。無礼者」

　遼太郎の視線に、アレックスが眉まゆを吊つり上げた。

「使い魔フアミリアーの分際で、生意気だぞ」

「すいません。あの、よければ、こっちに座りませんか」

　遼りよう太た郎ろうは立ちあがって、自分の座っていた席をアレックスに譲ゆずった。なんだか彼が好きになれそうな気がした。たとえバなんとかであっても。

「こういう時ってその、僕が譲るのが適当じゃないかと思うし。それに、こっちのほうがよく見えますよ。ほら」

　正確にはよく見えるのは交霊のようすではなく、クリスティーナの麗うるわしい金髪のほうだったが、アレックスは片目でじろりと睨にらんで、ふんと鼻を鳴らした。

「使用人風ふ情ぜいの席になど座らないと言ったろう。まあ、どうしてもと言うなら、座ってやらないでもないが」

「すみませんね、遼太郎君。せっかくですから座ったらどうですか、坊ちゃん？」

　アレックスはもう一度大きく鼻を鳴らし、いかにも頼まれたから仕方なくやっているのだと言いたげにベンチをじろじろ見つめた。大げさに埃ほこりをはらったあと、ハンカチを取りだして座面に広げ、その上でようやく腰を降ろす。

　シヴィルが苦笑し、遼太郎に向かってこっそり片目をつぶってみせる。遼太郎は口を手で押さえて笑いを隠かくした。

　こういったやりとりの間、レギーネはほとんどぴくりともせず、この離れた椅い子すから女主人のみに視線をあてている。膝ひざの上では猿さるのバイロン卿きようが、胡桃くるみをかかえて弄もてあそびながら黒いボタンめいた目をきょろつかせていた。

　その間にも、部屋のまん中では交霊の準備が着々と進んでいた。

「では、マダム・アンヘリータ――アナマリア嬢をここへ」

　博士の誇ほこらしげな声で、ドアが開いた。

　控ひかえの間にすでに待機していた二人が、影のように室内に入ってくる。嘆声があがった。霊れい媒ばい本人にではない、彼女の母の、マダム・アンヘリータのほうにである。

「へえ、美人ですね」

　感心したようにシヴィルが呟つぶやく。

　ほっそりとした首にガーネットを綴つづった首飾りをかけ、情熱的な美貌をヴェールでおおった黒衣の夫人は、物語の中から現れ出た異教の巫み女このようだった。

　優ゆう雅がな身の動きにつれて、鈴蘭ミユゲの香水の甘い香りがほのかにただよってくる。つややかな唇くちびるで婉えん然ぜんとほほえむと、マダムは脇に連れていた少女を前に押しだして後ろに下がった。

　あの子だ。

　遼太郎は思わず身を乗りだし、その姿に衝撃を受けた。

　本日の主役であるはずの娘は、母に比べてどこからどう見ても見み劣おとりした。

　不正を完全に防ぐためなのか、服を脱がされて白いシュミーズ一枚で震えている。

　黒い髪は結わないまま肩や胸に垂たれさがり、浅黒い肌色をますます沈ませている。やせっぽちの手足とうすい胸はマッチの燃えかすのようだ。緊張と寒さでこわばった顔は本来の愛らしさも野性的な魅力も失い、まるで石の仮面だった。

　罠わなに追い込まれた小動物のように、アナマリアは周囲を見回した。猟犬の群れを見つめるようなおびえきった目が、人々の後ろに座る遼りよう太た郎ろうの姿をとらえて一瞬輝いたかに見えたが、確かではない。

　アナマリアはすぐにうつむき、人々の貪どん欲よくな視線の輪のまんなかに出ていった。

　わざわざ絨じゆう毯たんがはがされ、むき出しの床板に裸足はだしで立っている。冷たさに、足の親指が反射的に丸まるのが遼太郎のところからも見えた。

　扉の外で低く言い争う声がして、細く開いたすき間からびっくりするほど大きな人影がするりと入ってきた。

（あれ、リース警部だ）

　どこで聞きつけてきたのか、警部はクリスティーナのほうをいまいましげに一いち瞥べつし、四角い体たい躯くを室内の薄うす闇やみのどこかにとけ込ませて見えなくなってしまった。

「それではみなさま、お手をおつなぎになって下さい。では、聖なる力を称たたえるために、賛美歌を……」

　おずおずと歌声がわき起こり、しだいに高まっていった。立ち上がれるものは立ち上がり、それぞれ手を繋つないでいくつもの円陣を作る。

　客たちが少しずつ声を高めて聖歌を歌うにつれ、アナマリアはだんだん縮ちぢんでいくかのように遼太郎の目には見えた。

　キリスト教徒ではない遼太郎にとって、賛美歌はただの普通の歌だ。別のところで聞けばおそらく美しいと感じたであろうその旋せん律りつは、しかし、今この場ではひどく冷たい音楽に聞こえた。

（なんだか……いやな感じだ）

　その感じの正体はやがて知れた。

（これは、見み世せ物ものだ）

　小さいころ、下働きの女中に連れられてこっそり覗のぞいた浅あさ草くさの見世物小屋と、今のこの部屋は同じにおいがする。こちらのほうがずっと上品によそおっているが、舞台に立たされたいけにえを眺めて好奇心を満足させようとしている点ではどちらも同じだ。

　いや、まだしも浅草では、見世物小屋の芸人たちは芸人なりの自覚と誇ほこりを持っていたように思う。

　今、目の前にいるのは芸人ではない、震えている裸はだかの小さな女の子で、大人たちの無遠慮な視線に包囲され、溶けて消えてしまいそうだ。半分裸の少女の姿に、きどった顔で薄笑いを浮かべているものさえいる。

　これは見世物より、もっと悪い――。

「――あ」

　賛美歌がためらい、弱くなって消えた。

　アナマリアの身体からだがびくんとのけぞり、同時に、部屋のどこかでパシッと鋭い音がした。

「来た」

　押し殺した声でだれかが呟つぶやいた。

　とまどっていると、音はラップ音といって、霊が現れるときに合図として鳴らすものだとシヴィルが耳元でこっそり説明してくれた。

　破裂音は一度ではやまず、ピシッ、パシッと続いて、しまいには部屋のあちこちから、おびただしい数の見えないこびとが鞭むちでそこらじゅう叩たたいて回っているかのように、ピシピシパシパシと鳴り響いた。

「おい、見ろ――」

　先ほどの遊び人の男が唖あ然ぜんとした顔で指さした。

「お静かに」

　ノークス博士が低い、だが勝利感のおさえきれない声で命じた。

「天使が舞い降りようとしているのです。――みなさん、お静かに。どうぞ祈りを捧ささげてください」

　アナマリアのつま先が、ゆっくりと床から離れようとしていた。

　何も支えるもののないまま、少女の身体からだはじりじりと空中に浮き上がり、ゆるやかに回転しながら大人の頭ほどの高さに浮遊した。

　そこに透明な寝台があるかのように身体を伸ばして、横たわる姿勢になる。顔にはぞっとするほど表情がなく、恐怖や緊張すら抜け落ちたそれはまさに死人の顔。

　青ざめた唇くちびるがわななき、かすかなため息のような声で「アー……」と囁ささやいた。

「何か……、出てきた……？」

「エクトプラズムだ」

　そんなことも知らんのか、と言いたげなアレックスの解説が入った。

「霊れい媒ばいが身体から出す媒介物質だ。霊はあれを使って現世での物質体を作る」

　アナマリアの身体をうすい靄もやのような白いものが取りまいている。

　靄はじわりと濃さを増し、溶いた粘土めいた濃度のある液体となってどろりとしたたり落ちた。

　かっと見開いた少女の目や口、鼻、額ひたいの生はえ際ぎわや指先から、ねばついた何かがあふれ出してくる。

　わずかな光を放つ白い物質は、生き物のようにうごめきながら床の少し上にわだかまる。

　最初、溶けたろうそくのようにしか見えなかったそれは、見守るうちに急速に人間めいた形をとりはじめた。

　でこぼこした塊かたまりにしだいにヴェールをかぶっているらしき頭ができ、顔ができ、なだらかな肩と胸の前で組み合わせているらしい両手の形がほの見えてくる。

　その時、薄うす闇やみの中で誰だれかがゆらりと立ちあがった。

　豪ごう奢しやな金髪がきらめき、クリスティーナの秀麗な横顔が霊体の放つ青白い光にくっきりと浮き上がるのが見えた。

「ようこそ、霊界の使者殿！」

　よく通る声で彼女は言った。かるく身をひねったその襟えり元もとで、装身具のように見えていた金色の甲虫がもぞりと動いた。

「ここにあなたの力の一部がある。――お返しした方がよろしいかな？」

　霊れい媒ばいから流出した青白い人影はのろのろと頭をあげてそちらを見たようだった。

　襟えりをおさえたクリスティーナの指先で、甲虫はきらきら光る前ぜん翅しを威い嚇かくするように広げた。

　霊体の、顔とも言えない顔がぐにゃりと変形した。

　悲鳴がとどろいた。

　それは空中に浮いたままのアナマリアの口から、そして、霊体の洞穴のような口からも同時にもれていた。

　エクトプラズムでできた姿がはじけ、溶けかけた死人の腕のようなものがまっしぐらにクリスティーナにむかって伸びた。

　クリスティーナは愛あい撫ぶするように甲虫に手を触れ、短く何事かを唱となえた。

　腕は彼女に触れる直前で見えない壁にぶつかって砕け、べとべとした光る泥のかたまりになって床に落下した。

「おいで、レギーネ」

　甘い声でクリスティーナはささやいた。

「印形シジル――〈力天使Virtues〉！」

　レギーネが椅い子すをはなれ、すべるように遼りよう太た郎ろうの横を抜けて進み出た。



    

  
    
      



    

  
    
      　小さな靴くつが床の上で鳴るのと同時に、銀色の光がその全身を包む。床の上で、砕かれたエクトプラズムが急速に合体しようとしていた。

　融合した泥が細い足をのみこもうとした瞬間、黒いスカートがひるがえった。銀髪を宙に舞わせて、レギーネは跳んでいた。

　人形めいた小さな顔は、やはりまったくの無表情。鴇とき色いろの瞳ひとみをわずかに細め、とがらせた唇くちびるから息を吐く。黒い靴をはいた細い足が一いつ閃せんすると、大おお鎚づちの一撃のような地響きが響いた。少女に巻きつこうとした歪ゆがんだ腕が、粘土の人形のように四散する。

　アナマリアがまた高い悲鳴をあげた。

　レギーネはそのまま床にとびおり、走った。

「印形シジル、〈能天使Powers〉！」

　メイド服の曲げた両りよう肘ひじからきらりと青い光が走り、二本のそりかえった白刃が音をたてて飛びだした。

　床を蹴けったレギーネはあざやかな動きで襲おそいかかる物を切り上げ、切り下げ、腐ふ臭しゆうと汚お濁だくのまん中でくるくると舞い踊った。切り落とされた触手がぼとぼとと床に落ち、あっという間に腐りはてる。少女の身体からだが宙にかかげられたままびくびくとひきつる。

　遼りよう太た郎ろうは口をあけて声をたてようとした。

　だが、いつのまにか、手足は樹脂にからめとられたように身動きがとれず、頬ほおの筋肉ひとつ動かすこともできなくなっていた。

　室内はしんと静まりかえり、人々は目前の異常な光景にはまったく反応せずに、手をつないだまま賛美歌を歌う形に口を半開きにしてこわばっている。

　遼太郎と同じく、なんらかの術――おそらくは、クリスティーナの――にかけられて、動けなくなっているらしい。目の前のことも彼らには見えていないのか、目はうつろ、夢を見ているように顔にはしまりがない。

　人の輪の反対側で、クリスティーナが立ちあがったときに割りこんでこようとしたリース警部が、何か怒ど鳴なりかけた表情のまま立ちつくしている。

「なるほどね」

　甲虫を撫なでながらクリスティーナが満足そうに言う。

「素人しろうとにしてはなかなかの細工だ――かなりの数の死――よくもまあこねあげたものだ――東洋の技術も入っているか――蠱こ毒どくというやつ――しかももっとたちが悪い――だがそれだけ強い――まあ、そこがいいというわけだが――おっと」

　一歩うしろへ下がった空間を、身もだえする霊体の腕が薙ないでとおる。

　あやうく上半身を持っていかれそうになったところへ、銀色の鳥のようにレギーネが飛びこんできた。細い手を一振りする。白い光の剣が飛び、女主人を傷つけようとした触手がびしゃりと音をたててはじけ飛ぶ。

　室内には髪の毛の燃えるような臭においが充満し、息苦しいほどだった。荒れ狂う霊体の扉にされているアナマリアは、すでに声さえたてられなくなっていた。生いけ贄にえの処女よろしく空中にかかげられたまま、舌を突きだして犬のようにあえいでいる。

　エクトプラズムの流出はまだとまっていない。かっとむき出された白目のふちからどくどくとあふれ出すうごめく粘ねば泥どろはうっすら赤みを帯び、まるで血のように見えた。

（どうしてアナマリアを助けないんだ？　あんなに苦しそうなのに！）

　だが、クリスティーナが興味があるのはアナマリアの身体からだを通して顕けん現げんしたこの異様な〈霊体〉で、アナマリア自身ではないのはわかりきったことだった。

　むしろ、アナマリアを覚かく醒せいさせれば霊体もどこかに消えてしまうのであろうから、クリスティーナがアナマリアを助けるなどとは考えるだけ無駄だ――そのことに思いあたって遼りよう太た郎ろうは慄りつ然ぜんとした。

　霊体が攻撃を受けるたび、アナマリアはのけぞって身をよじる。もしや、彼女を扉にして現れたあの〈もの〉は、アナマリア自体の生命力を礎いしずえにしているのか。もし、クリスティーナが完全に霊体を破壊すれば――

（あれを傷つけたら――アナマリアも、いっしょに、死んでしまう!?）

「さて、そろそろ始末をつけようか。こちらの後始末もいろいろあることだし。レギーネ――印形シジル、〈座天使Thrones〉！」

　甲虫から手を離して、クリスティーナがゆうゆうと言った。

　レギーネの身体が、ほとんど直視もかなわぬほどに爆発的な光を放はなった。

　雷らい電でんが視界を白く染めた。神のいかずち、白き炎の雷らい霆てい。圧倒的な光の前に、霊体は豪雨にうたれた泥人形と化してずるずると床の上にわだかまる。

　クリスティーナはステッキを持ちあげ、すらりと鞘さやを払った。細い白刃と、その柄つかにはめ込まれた大きな赤い宝石が燃えあがる。

「それじゃ、さよなら。楽しかったよ、お嬢さん」

　凶器がゆっくりと振りかざされる。

（……おっと、いけない）

　遼太郎のかちこちの首の後ろで誰だれかが低く呟つぶやいた。

（娘を死なせてはせっかくの細工の意味がない。悪いが邪魔させてもらうよ、レディ）

　ぷつん、と背筋のあたりで糸が切れたような感触があった。次の瞬間、夢中で遼太郎は椅い子すをけって立ちあがっていた。

　自分が何をしているのかもほとんど意識しないまま、部屋の中央に突進する。弱々しく明滅するエクトプラズムが足にねばりつくのも気にせず飛びこんだ。

　空を奔ひるがえった刃は、遼太郎の鼻先一インチのところでぴたりと止まっていた。

「なんのつもりだい、少年」

　クリスティーナの声は背筋に切り込む剃刀かみそりのようだった。

「邪魔はしないようにといったはずだね。私の指示がなければ絶対に動いてはいけない、とも」

「そうだけど」

　食いしばった歯の間から遼りよう太た郎ろうはいった。

「こんな小さい子にこんなことするなんて、何考えてるんです？　この国の人はみんなこうなんですか。ノークスって人も、あなたも、この子がどんなに苦しんでても知らん顔だ。この子はなにも悪いことなんかしてないのに」

「悪いことをしてない、だって？　君は見ていなかったと見えるな、遼太郎君、そこでもがいてるそのべとべとしたしろものを」

　あごをしゃくる。身構えているレギーネの前で、光の針に縫ぬいつけられた不定形の怪物がなんとか逃れようともがいている。

「そいつはこの娘を媒体にして出てきたものだ。ごらんの通り、いざとなると凶暴で、私に襲おそいかかってきた。

　君があの臭い廊下で見た、どろどろの化け物もこいつの分身さ。おおかた自分の名声を高めるために、ロンドンで有名なほかの霊れい媒ばいのところへ送っては暴れ回らせていたんだろう。それでも悪いことをしてないと言えるのか、君は」

「でも――それは、だって、そうだ、彼女がしたくてやったんじゃないのかも」

　必死になって遼太郎は言った。

「きっと誰だれかに言われて――そうだ、あの、ノークス博士とかいう人に言われてやったのかも。こんな小さな女の子が、自分から人を傷つけるようなことするはずない。あ、あなたがどういうつもりで怪物退治をしてるのか知らないけど、この子に危害を加えないでも、もっと方法が――」

「彼女は悪くないと君はいうが、それに何か根拠はあるか？　娘ではなく、保護者のノークスに罪を帰すべき何かの根拠が？」

　クリスティーナの眼めは二つの鬼火のようだった。

「ありはすまい。君たちはいつもそうだ、物事の外見にまどわされ、隠かくされた本質を見ようとしない。なるほど、子供は無邪気なものだと一般に言われている、そのことは否定しないが、無邪気だからこそよりいっそう残酷になれる場合も存在するのだ。そしてこれはそういう場合なのだ、どきたまえ、遼太郎――それとも」

　ゆっくりと剣をかまえなおしながら、クリスティーナはふと唇くちびるをゆがめた。

「無力な者どうし、相あい哀あわれむというところかね？　無力ゆえに君は家を逐おわれ、この娘は今、君の前でまったくの無力だ。

　娘を救うことで自分が無力でないと証明したいか？　だがそんなことは実際に自分が何かを為なしうる力を身につけてから言うことだ。力なき者の言葉になど、世界は一いつ顧こだに払ってはくれないぞ、少年。君に私の一撃を止める力があるのか？」

　額ひたいにちくりとした痛みを感じる。体が自然に震えてきた。

「あるまい。今私が、君ごとその怪物と、娘の命を両断したところで君には何もできない、君を殺すことは私はしないが、それも君のお祖ば母あさまのよしみであって、君自身が私にとって何か価値があるからではないのだよ。君にはなんの力もない、遼太郎」

「そんな――」

　反論しようとした。

　だが、腹の底からこみ上げてきた震えは唇くちびるまで侵おかし、いっこうに声にはならなかった。崩れかかる膝ひざを懸命に支えながら、遼りよう太た郎ろうは声を絞しぼった。血の臭においがする。

「でも僕は、やっぱり、こんな小さな子が苦しんでいるのを放ほうってはおけない……」

「どけ、少年！」

「いやだ……！」

「こいつ！」

　苛いら立だちの叫びとともにクリスティーナが剣を振りあげたとき、ガラスの砕けるような音が響いた。

「しまった！」

　クリスティーナは振り返る。

　その目前で、縫ぬいつけられていた針から身をふりほどいた霊体が目にもとまらぬ速さで立ちあがる。

　瞬間、銀色の光が飛びこんできた。

　破は砕さい音が轟とどろき、ネジと歯車がばらばらと床に散った。

　長い銀髪を宙に舞わせて、レギーネはゆっくりと床に倒れこんだ。腕が折れ、メイド服の胸から腹が切り裂かれてぱっくり口をあけている。

　血は出ていなかった。傷口には肉も骨もなく、口を開いた暗黒の中からかすかな部品のきしみが聞こえてくる。

　破れた肌の下から、青みを帯びた鉄と青銅が見えた。裂けた胸からは血のかわりに、かすかな蒼あおい光が明滅している。

「レギーネ！」

　クリスティーナの喉のどから悲鳴のような声がほとばしった。

　倒れたレギーネのもとに突進する。のたくる霊体が一瞬にして蒸発した。

　銀髪の少女を抱き上げ、こちらを睨にらみつけた視線は遼太郎をその場で呪のろい殺しかねない憤ふん怒ぬと憎悪に満ちていた。

「ロード・バイロン！」

　きいっと声がした。物陰から飛びだしてきた蝙蝠こうもり羽の猿さるはみるみるまに膨れあがり、毛むくじゃらの巨猿が地響きとともにその場に降り立った。

　獰どう猛もうにうねるたてがみ、爛らん々らんと燃える眼めはしたたるように赤く、筋肉の盛りあがった肩や手て脚あしは巨木の節ふしくれ立った根のよう。

　白い牙きばをずらりと剥むきだして咆ほう哮こうすると、クリスティーナをレギーネごと腕にかかえ上げ、巨大な蝙蝠の羽を広げた。

　部屋が震動した。

　目を開けていられないほどの風がどっと吹きつけ、遼太郎は思わず目を覆おおった。と、どさりと腕に何かが落ちてきた。

　反射的に抱きとめ、その湿った肌の冷たさともつれた髪の感触に気づく。はっとして見ると、そこにはアナマリアが――宙に浮いて身をのけぞらせていた彼女が、気を失ったままぐったりしていた。

　あわてて周囲を見回すと、あの不定形の霊体の最後のなごりが、煙のように宙に溶けていくところだった。

　クリスティーナの姿はなかった。

　大猿と、レギーネとともに、痕こん跡せきすら残さず彼女は姿を消していた。

「おい！　おい君！」

　どこかで誰だれかが呼んでいる。リース警部だ。のろのろと動きはじめ、不思議そうに目を見交わしている人々の後ろから、ごつい身体からだでむりやり前へ押し通ってくる。

「君、ええとリョウタロー、大丈夫か？　君のあの女主人はどこだ？　おっ、その子は気絶してるな！　誰か、誰か気つけのブランデーを！　それから毛布を持ってきてやれ――おい！」

　差し出されたごつごつした手のひらに、遼りよう太た郎ろうはふらふらと倒れこんだ。

「力はない」少年は呟つぶやいた。

「僕には――なんの力もない……」



    

  
    
      


　　第四幕　追放者たち
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　その邸やしきは霧のただ中にあった。

　何処いずこともしれず、何い時つともしれない場所、途みちを知る者でさえしばしば往ゆき迷う惑まどいの果ての地。永遠にはれることのない霧に館の輪郭は定かならず揺ゆれ、生き物のように蠢うごめくかに見える。

　高い尖せん塔とうもいくつもの破は風ふも一時たりとて一つの形にはとどまっておらず、屋根の端はしにとまる石造りの悪魔像ガーゴイルも、ここでは生命を持つ歩ほ哨しようとして、近づく客を威い嚇かくする。

　広壮な庭園の周囲を囲むのは、見つめればめまいを誘う、複雑な螺ら旋せん細工をほどこした高い鉄の門とフェンスだ。遠景にわずかに望む木々が、東洋の僧が描く水墨画のごとく滲にじんでいる。

　霧が渦巻き、一つの影をそこに吐き出した。

　腕に銀髪の少女を抱いた、鮮やかな金髪の女だった。そばには小さな猿さるが、心なしか心配顔で蝙蝠こうもりの羽を広げて飛び回っている。

　黒いインヴァネスに包んだ少女を男物の上着の胸にしっかり抱き寄せ、女はまっすぐ門前に歩み寄った。霧が金の片眼鏡モノクルに、目を閉じた少女のまつげに、青ざめた女の肩先に水滴をむすんでいく。屋根のガーゴイルが身動きし、うなり声をあげる。

「サー・マクスウェル！」

　よく通る声で彼女は呼ばわった。

「サー・マクスウェル！　私だ、サー、あなたの古い知り人だ。どうか、門を開けていただきたい。あなたの助けが必要なのだ」

　声はこだまをひきながら消えていった。門は閉ざされたままだ。

　クリスティーナは唇くちびるをかみ、もう一度声をあげようと息を吸いこんだ。

　ちょうどその時、門はかすかにきしんだ。

　誰だれの姿もないのに、ひとりでにゆっくり開いていく鉄の門を、彼女は親の敵かたきでも見るように見ていた。開ききらないうちに、門を抜けて邸やしきへむかう、その後ろで再び門もん扉ぴが重い音をたてて閉まった。

　ガーゴイルどもがため息をつき、次の闖ちん入にゆう者しやにそなえて石の瞼まぶたをおろした。

　水滴を散らしながらクリスティーナは正面階段を上がり、磨みがきぬかれた樫かしの扉を開けて、禁断の邸に足を踏み入れた。

「よく来た」

　はるか頭上から声が落ちてくる。

　声のした方を、クリスティーナは振りあおいだ。

　そこは吹き抜けの高い天井を持つ円形ホールで、丸天井はガラス張りになっており、うずまく霧が灰色の濃淡をつくっていた。

　周囲の壁はほぼすき間なく、書物とさまざまな時代の絵画で埋められている。ところどころにある壁へき龕がんには、これもさまざまな時代と様式の彫刻をはじめとした美術品が収められている。真しん鍮ちゆうが蝋ろう燭そくの炎を受けてにぶい輝きをはなっている。

　奥には床から天井近くまでのびる螺ら旋せん階段があり、声の主ぬしは、そのてっぺんから悠ゆう然ぜんと降りてくる途中だった。パイプ煙草タバコの匂においがした。

「久しぶりだな、友よ。何年ぶりになる？　五十年？　それとも百年か？」

「サー・マクスウェル」クリスティーナは言った。

「助けてほしい。あなたの力が必要だ」

「むろん、そうだろう。でなければ君がここへ来るはずがない」

　パイプをとんと叩たたいて灰を床へ払い落とすと、背を向けた。

「来たまえ。まずは、破損のぐあいを確かめなければ」





「やあ、気がついたか！」

　リース警部のだみ声が耳の奥でがんがん反響した。

　思わず顔をしかめたのがわかったらしく、警部は口を押さえてすまん、と呟つぶやき、ソファから起きあがろうとする遼りよう太た郎ろうの背中を慎重な手つきで支えてくれた。

「ここは……？」

「会場の屋敷の部屋だ。客たちはみな帰ったよ。君は気を失っていたので、伯爵夫人が部屋をとって休ませてくださった」ちょっと言葉を切って、警部は腹立たしげに続けた。

「まったく、具合の悪い使用人を置いて帰るとは。主人の風上にもおけん」

「置いて――あ、あの、クリスティーナはどこへ行ったんですか!?」

　その言葉でいっぺんにさっきの出来事が頭に蘇よみがえってきた。

「ああ、気にせんでもいい」

　はね起きた遼太郎の様子を、女主人に叱しかられるのを恐れているのかと誤解したらしい。リース警部は優しいが断固とした手つきで遼太郎をソファに押し戻し、

「あの女なら交霊会の途中でどこかへ行ってしまったようだ。我が輩はどうも、不覚にも途中で眠ってしまったようで彼女がいつ出ていったのかは知らんのだが、とにかく、目を覚ましてみると霊れい媒ばいの娘が円陣の中心で倒れておって、お前さんに抱きかかえられておった。まったくなあ」

『君』がいつのまにか『お前さん』になっている。警部はいささか同情的な口調になって、「こういうものを見るのは初めてじゃないが、なんとなくいい気持ちのせん見み世せ物ものだな。いい大人の男や女が間抜け相手にいかさまをはたらくのはこっちも気持ちよく逮捕できるが、ああいう哀あわれっぽい顔をした子供はどうもなあ。気分がよくない。我が輩の弱点なんだが。しかし少年よ、お前さんなんだって、あの霊媒の娘を抱きしめたりしてたんだね？」

「え？」ぎょっとしたのが顔に表れたらしい。警部は慰なぐさめるように手を振って、

「あ、いやいや、お前さんが衆人環視の中で娘にいかがわしい真ま似ねをしようとしたなどとは思っとらんよ（遼太郎は死にたいくらい赤面した）。

　ただ、お前さんがあの娘を抱きとめることになった理由が知りたくてな。まさか、お前さんの女主人の命令とかかね？　そういえば、あの女は自分がどこへ行くのか、なんで行くのかお前さんには教えていかなかったのかね」

「いえ――それは……」

「まあ、我が輩もな」とリース警部は太い首をひねった。

「実をいうと、賛美歌を歌い始めてからあとのことはよくは覚えておらんのだ。ひょっとしたら眠ってしまったのかもしれん。むろん、公僕としては実に恥ずべきことだが、いつ交霊会が終わったのかもわからんありさまでな。気がつくとあの霊媒の娘が、お前さんに抱かれて倒れておった。

　ほかの出席者にも事情聴取しようとしたんだが、あのノークスとやら言う奴やつ含めてほぼ全員が、伯爵夫人でさえ、賛美歌のあとは何か夢でも見ていたようだといっておって話にならん。お前さんからなにか話が聞けんもんかと期待しとったんだが」

「すいません……」

　おそらく、クリスティーナが自みずからの目的を果たすにあたって、会衆に目くらましを仕掛けていたというところだろう。最終的には交霊会での事故がもう一件増えるだけで、変わったことなど――魔の狩人かりゆうどの存在など――なかったことにしてすまされるように。

　もしかしたら、アナマリアは死んでいたかもしれなかったのに。

「そうだ！　アナマリア」

　彼女のことを思い出して、遼りよう太た郎ろうはあわてて警部の腕をつかんだ。

「あの子、無事ですか？　ひどい怪け我がとか、してなかったですか？」

「お前さんが何を心配しとるのか知らんが」

　警部は妙な顔をしたが、それでも親切に答えてくれた。

「霊れい媒ばいの娘のことなら別にこれといって怪我もしとらんかったぞ。まあ、気絶はしとったし衰弱もかなりなものだったらしいが、交霊後の霊媒というものは多かれ少なかれそういうことになるらしいからな――まあ、インチキかどうかはわからんが。

　とにかくそっちのほうも、伯爵夫人が部屋を用意して休ませとるよ。ああまっ蒼さおな顔は、ふりじゃできんだろうし……」

「あら、お目覚めですね、お若い方。ご気分はいかが？」

　ドアが開いて、エドワーズ氏を後ろに従えた伯爵夫人が部屋に入ってきた。

「まだあまり顔色はよくないけれど、お気がつかれてよかった。それにしてもクリスティーナもひどい人だこと、わたくしにだまって帰ってしまうなんて――まあ、彼女にはよくあることだけれど。このことでは、もっとすばらしい埋め合わせをしてもらわなくては。あなたのご主人様はどこへ行かれたかご存じありません、お若い方？」

「あの」

　かけられた毛布を払い落としながら遼太郎はけんめいに言った。

「伯爵夫人――すみません、あの、アナマリアに会わせてもらってもかまいませんか？　その――僕、クリスティーナに、あの、言われてて……」

　伯爵夫人に関するかぎり、クリスティーナというのは魔法の呪じゆ文もんらしい。顔色のよくない遼太郎を心配はしたものの、急に用事のできた主人に代わって僕がアナマリアと話をするために、ここに残されました、と主張すると、伯爵夫人は少し思案したのち、いいでしょう、と頷うなずいた。

「ただし、無理をしてはいけませんよ、あなたも、それからアナマリア嬢も。どちらも、たった今お棺かんから出てきたばかりのようなお顔。あとで温かいスープを運ばせましょう。チキンスープか何かを、エドワーズ」

　とかたわらのエドワーズ氏に告げ、そういえば、と言葉をついで、

「うちのアレックスが、何かあなたと話したいことがあるようで騒いでいましたよ。ご気分の悪い方にそんなわがままを言ってはいけません、と叱しかっておきましたけど、もしあなたが――」

「わかりました」遼りよう太た郎ろうはいそいで言った。アレックスって誰だれだっけ、という疑問が頭をかすめたが、ああそうそう、バなんとかだと思い出す。この優しそうな伯爵夫人に嘘をつくのは気がとがめたが、とにかく今は、アナマリアのことが心配でたまらなかった。

「北翼の二階の突き当たりの部屋ですよ。エドワーズ、案内してあげて頂ちよう戴だいな」

「かしこまりました、奥様」

「なあ」

　案内のエドワーズ氏について廊下を歩きながら、リース警部がこっそり囁ささやいた。

「お前さん、気を失う前に何か言っとったが、ありゃなんのことだね？　どうも英語じゃなかったみたいで、よく聞き取れなかったんだが」

　遼太郎はうつむいて何も答えなかった。

（僕には――なんの力もない……）





　アナマリアは目をさましていた。保護者のノークス博士は席を外はずしており、母親のマダム・アンヘリータも別室にひきとっていて、少女はひとりで大きなベッドにぽつんとうずもれていた。

　遼太郎が入っていくと、大きな枕まくらの上で黒い髪がわずかに動いた。あとからのっそり入ってきたリース警部の巨体に、怯おびえた顔をしてシーツをかき寄せる。

「すみませんけど、外で待っててもらったほうがいいみたいです」

　小声で囁くと、ひどく傷ついた顔をされたが、動どう揺ようしている子供を怖がらせてはいけないと重ねて言うと、肩を落としてすごすご外へ出ていった。

　遼太郎は椅い子すを引き寄せ、おずおずと腰を下ろした。

「その……気分はどう？」

「――寒い」

「え？」

「寒いの。扉、しめて」

　ドアが開いたままになっていたのだった。

　立っていって戸を閉めると、アナマリアはようやく安心したようにほっと息をつき、もぞもぞと寝床から這はい出してきた。

　遼太郎同様顔色はよくないが、命に別状はなさそうだった。

　大きすぎるレースのネグリジェを羽は織おり、まとめていた髪の毛を重たげな房ふさにしてシーツに垂たらしている。膝ひざの上で、小さな手をきつく組み合わせていた。

　大きな黒い瞳ひとみで遼太郎をまっすぐ見つめ、きまじめな口調でとつぜん「ありがとう」と言った。

「え、ごめん……何？」

「助けてくれたでしょう？」と少女は続けた。

「〈お友だち〉がそう言ってる。もう少しであの魔術師に消滅させられるところだったけど、あなたがかばってくれたから逃げられた、って」

「〈お友だち〉……？」

「ふしぎな人」

　アナマリアは眼を細めて遼りよう太た郎ろうを見た。頬ほおに針で刺されたようなちくちくした感覚を覚え、遼太郎は落ちつきなく身じろぎした。

「あなたには変わったものを感じるって〈お友だち〉が言ってる。あの魔術師みたいに強くはないし、性質もぜんぜん違ちがうけれど。あなたは遠い国から来たのね。そこの人は、みんなあなたみたいなの？　〈お友だち〉が聞きたがってる。あたしも聞きたいな」

「ちょっと待ってよ。〈お友だち〉って誰だれのこと？」

　嫌いやな汗がじわりと手のひらにわいてきた。遼太郎は強くこぶしを握りしめた。

「このあいだ、トラファルガーで会ったときに言っていた、君の〈お友だち〉のこと？」

「それはそうよ、ほかに〈お友だち〉がいるかしら」

　無邪気に首をかしげて、アナマリアは言った。

「そういえば、あの時のお礼もまだ言っていなかったわ。ありがとう、食べられなくて、とっても悲しかったわ。あたしも、〈お友だち〉もよ。〈お友だち〉はあの時、ほんとにおなかがぺこぺこだったの、せっかく道を見つけてお食事しに行ったのに、その時もあの魔術師に邪魔されて……」

「まさか、君の〈お友だち〉っていうのは――」

　口の中がしだいにかわいてきた。遼太郎は貼はりつく舌を無理に動かした。

「さっき――クリスティーナが突き刺そうとした、あの、霊体……？」

「ええ、そうよ」

　描いた絵を褒ほめられた子供のように、アナマリアは誇ほこらしげににっこりした。

「今もそこのベッドの脚あしのところで話を聞いてるわ。あたしのからだを通してしか実体化できないし、今はあたしが疲れてるから、出てこられないって言ってるけど。あなたのこと、とても好きですって。

　……どうしたの？　へんな顔して。何か、喉のどにでもつまった？」
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「コドク？　ああ、アジアに伝わる古い技術のひとつだな」

　サー・マクスウェルは言った。

「あの系統は即物的ではあるが、それゆえにある方面においては非常に強力だ。基本的には毒虫をはじめとした昆虫類や爬は虫ちゆう類を使うようだが、その話だと材料は人かね」

「人にん蠱こ、というたぐいのものと思われます」

　クリスティーナは古びたソファの、飴あめ色を帯びた肘ひじ掛かけに疲れたように身を投げ出していた。螺ら旋せん階段の最上部に、まるで空中に浮かぶかのように位置するそこは半円形のテラスめいた書斎で、館の主人は、テーブルの上に横たえたレギーネの身体からだを調べているところだった。

　蔓つる草くさ模様の手すりのきわには磨みがきあげた真しん鍮ちゆうの天体望遠鏡と渾こん天てん儀ぎが配され、頭上からは、ガラス張りの円えん蓋がいがほのかな光を降りそそいでいる。

　先ほど、下のホールから見上げたときにはただ霧が渦巻いているとしか見えなかったのに、透明な天井のむこうに見える夜空はロンドンどころか、現代のどの土地、どの時刻にもけっして見られたことのない星の配置だった。

「それにモロク召還術とその他あれこれを混ぜ合わせて、なんともたちの悪い代しろ物ものに仕立て上げていましてね。媒体にされている娘は霊れい媒ばいと称しているが、おそらくは材料にされた人間どもの生き残りか何かでしょう。もとから素質はあったのだろうけれど、今では完全にねじ曲げられた生命と魔術の混成物の容れ物になっている」

「なるほど」

　とサー・マクスウェルは言った。手にしたねじ回しをそっと置く。

　ずんぐりした体つきの、禿はげ頭あたまの男で、卵のようなまるい頭部が太い猪い首くびの上でつややかに光っている。あるときには初老の年ごろ、五十代かもしくは壮健な六十代に見えたが、光線のふとした加減では二十歳の青年の若々しさがその顔をよぎるときもあり、逆に今にも塵ちりに戻りそうなほどに年老いた老人の相そう貌ぼうが浮かび上がる瞬間もある。眼めはほとんど色のない、淡い水色。大きな鷲わし鼻ばなと、深いしわにひっぱられて下を向いた口端のせいでいくらか気むずかしそうに見える。

　しかし、クリスティーナに語りかける口調はごく穏おだやかなものだった。

「だが、聞くかぎりでは、君が私のもとを訪れるはめになるほどたちの悪い相手ではなさそうだがな。少なくとも、レギーネをこのように傷つけさせるとは」

「言われなくとも。何ごともなければ、誰だれがこんな――へまを」

　もっと酷ひどい罵ののしり言葉を探したいところのようだった。クリスティーナは苦い顔つきで黙り込んだ。サー・マクスウェルは若い友人を見やり、横たわる患者を撫なでて身を翻ひるがえした。

　半円形の直線にあたる壁面は作りつけの棚と一枚のドアで占められ、ドアの向こうは開けるたびに違ちがう部屋につながっているとおぼしい。サー・マクスウェルが開けたドアの向こうから、何とも知れない野獣のすさまじい咆ほう哮こうが聞こえた。

　ややあって戻ってきた館の主あるじは小脇に赤い七宝で飾られた小箱を抱えていた。蓋ふたを開け、中から金でできた髪の毛ほどの細さのさまざまな器具をとりだして並べはじめる。時計職人の使うそれらよりまだ繊せん細さいな道具は、どうやらレギーネに使う工具であるらしい。

　台上で眠る少女の白い顔を無感動に見下ろすと、サー・マクスウェルは破れた黒いドレスを無造作な手つきではぎとった。

　クリスティーナはぴくりともしない。

　裂けた下着を同じように取り去ると、陶器のような肌があらわになる。

　その、まだ膨らみきらない乳房のまん中を裂くように亀き裂れつが走り、その血のない傷の奥から、青い光が呼吸のように明滅している。

　ずんぐりした指が医師の正確さである図形を描くと、少女の細い鎖さ骨こつから愛らしい臍へそにかけてさっと一筋の光が走った。

　サー・マクスウェルはその光に指を当て、左右にぐっと押し開く。

　青い光が強まり、霧のように立ちのぼった。少女の身体からだは、扉のように左右に開いた。

　金属のふれあう音がかすかに響き、水晶と銅線が震えて歌った。光に頬ほおを青く照らされながら、サー・マクスウェルは少女の胸の中に手を入れて探った。

　少女の胸の中は、めまいのするほどの細かさで組み合わせられた歯車とガラス管の森、きしるシリンダと導線の森だった。

　骨の代わりにつややかな鋼鉄のフレームが身体を支え、鋳い物ものの肋ろつ骨こつのあいだを透明な金色の潤じゆん滑かつオイルがめぐっている。普通の人間なら心臓のあるべき場所には車輪状の回転枠がはめこまれ、それぞれ、固有の力を秘めた文字と図形を鋳い込こんだ銃弾状のカートリッジが、破壊の衝撃で半分もとの位置から飛びだしかけている。

　車輪の中心にはひときわ明るく燃える光を中に閉じこめたシリンダがあり、呼吸のように、鼓動のように、静かに明滅をくり返していた。

「ハニエルとロシエル、アルミサエルとコリエルの魔法陣が破損している」

　独り言のように呟つぶやいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「手足の損壊はさほどの問題ではない、パーツを取り替えればすむことだ……まあ、君が心配したほどの被害ではないよ、友よ。安心して、力を抜きたまえ」

　クリスティーナの体がひとまわり小さくなったように思えた。

「あなたが私に安心しろなどとは。耄もう碌ろくしましたね、サー・マクスウェル」

「だといいのだが。あいにくまだ極めて明めい晰せきなものだ、頭も――記憶も」

　微笑ほほえんで、彼はレギーネの胸の中から注意深い手つきで小さな部品を取り出した。

「修復の間、これは君が持っていたまえ。触れられる機会はほとんどないのだろう」

　憎まれ口を叩たたこうとするかのように、クリスティーナは唇くちびるをゆがめた。

　だが、結局なにも言わずに青く光るそのものを受け取った。ゆらゆら揺ゆれる光を中に閉じこめたそれは、クリスティーナの手の中で小さな生き物のように震えるかに見えた。

「円筒越しでも、ぬくもりは伝えてやれる――少なくとも慰なぐさめにはなる。君の」

　男装の女は円筒を手につつみ、そっと頬ほおをすりよせた。青い光のさざなみが愛あい撫ぶするかのようにうち寄せる。

「――Christina,」

　冷たいガラスの表面に触れた唇が、祈るように低く囁ささやいた。





「ノークス博士がいったの。このロンドンには、力もないのに、みんなに嘘うそをついてお金をとったり、悪い霊にだまされて操あやつられてる、にせの霊れい媒ばいが多すぎる、って。ほんものの霊媒の力を持っているのは、博士に教えられたあたしひとりだ、って。

　だから、いけない人や悪い霊はみんなあたしと〈お友だち〉が退治して、正しいメッセージが世界に伝わるようにしなければならない、って」

　告げるアナマリアの顔は輝いていた。後悔もなければ恐怖もなく、ピアノが上手にひけたことを隣家の男の子に自慢しているかのように嬉うれしそうだった。

「〈お友だち〉はとっても強くて、お腹なかを空すかせているわ、だから、にせの霊媒の人が交霊会をやっているところに飛んでいって、その人にとりついている霊やなにかをみんな食べてしまうの。その人の、霊とつながりを持てるような力の部分も。

　そうすれば、もう二度と悪いことはできないわ、そうでしょ？　だってあたしは、あたしだけが、ほんものの霊媒師なんだもの。ほんものなんだから、悪い人をゆるしていちゃいけないの、博士がそう言ってるわ。だから、あたし……」

「でも、それは悪いことなんだよ、アナマリア」

　つい高くなりかけた声を、遼りよう太た郎ろうはむりに抑えた。

　リース警部が外へ出ていてくれてつくづくよかったと思う。心霊だのなんだのは信じないと公言している警部でも、このアナマリアの話を聞いたら警察としてはなんらかの手段をとろうとするだろう。ほんとうにアナマリアを逮捕するにはいたらないにしても、あらためて事情聴取のために連行せざるをえないと考えるかもしれない。

　クリスティーナが探り、遼りよう太た郎ろうが渡英初日に出くわした異現象の原因が、ほんとうにこの小さな女の子だとは。先ほどのあのすさまじい魔霊の出現をまのあたりにしていても、ベッドの上のアナマリアの小さな肩を見ていると、にわかには信じがたい気持ちになる。

　しかしいくら信じがたくとも、受け入れないわけにはいかない。

「知っているだろう、君がその――〈お友だち〉を送ったために、何人もの人が怪け我がをしたり、心神喪失になったりしている。中には死んでしまった人もいるんだよ」

「でも――でも、そういう人は、悪い人なんだもの」

　アナマリアはかすかにびくりとしたが、澄んだ声がゆるぐことはなかった。

「悪い人は、そういう罰を受けるのが当然だわ。そう、博士がいってたもの。人をだますのは、悪いことでしょう？」

「悪いことだけど、だからといって傷つけたり殺したりするのはやりすぎだ」

「でもつかまったら牢ろう屋やに入れられたり、縛り首になるんでしょう」

　強い口調でアナマリアは言った。

「だったら警察につかまるまえに、あたしと〈お友だち〉が罰を与えてもいいわけだわ。だって中身は同じ、罰は罰だもの」

「警察の人は、法律でそうするように決まっているから人をつかまえたり、裁さばいたりできるんだよ。君はただの女の子なのに、自分ひとりの考えで悪人を裁くなんて、それは悪いことなんだよ。君が罰を与えるといってる人たちと同じくらい、いけないことなんだ」

「悪くなんかない。すてきな事よ」

　意固地にアナマリアはつづける。

「それに、あたしひとりの考えなんかじゃないわ。そんなことしない。博士が教えてくれるの、それとお母さまが。つぎに誰だれのところに〈お友だち〉を送ればいいかを」

『お母さま』ということばを口にしたとき、アナマリアの頬ほおはわずかに紅潮した。美しい母親のことを語ることは、彼女に恋人を語るような胸のときめきを感じさせるらしかった。

「お母さまはね、世界でいちばんきれいな女の人なのよ」

　あこがれをこめてアナマリアは言った。

「それにとってもかしこくて、博士だってお母さまの言うことはちゃんと聞くの。だからお母さまの言うことならまちがいないの、だってお母さまはあたしを愛してて、世界でいちばんあたしをかわいがってくれる人なんだもの」

「そんなはずない！」

　遼太郎は思わずアナマリアの手をつかんだ。

「そんなの、ほんとうのお母さんなもんか！　君のお母さまっていうのはいったい何を考えているんだ、君みたいな小さい子をわけのわからない男の手にゆだねて、しかも人を傷つけさせるように言うなんて、そんなの母親だなんて呼べない――」

「お母さまの悪口言わないで！」

　遼太郎の手を振り払って、アナマリアは怒ど鳴なった。

　とつぜん室内に山猫のようなうなり声が響き、つむじ風が重いカーテンをふわりと持ちあげた。ボードの花か瓶びんに生けられた満開の薔ば薇らが、バシッと音をたててはじけ飛んだ。

　遼りよう太た郎ろうは唖あ然ぜんとして手を押さえてあとずさった。

　アナマリアは悲鳴をあげ、顔をおおってベッドにちぢこまった。萼がくのところからちぎれた花が斬ざん首しゆされた首のように床に散らばる。

「お願い。あたしのこと怒らせないで」

　顔をおおったまま、アナマリアは懇こん願がんした。

「〈お友だち〉がとても怒ってる。心配してるの。あの子には、あたししかいないから。

　あたしを守ろうとして、いつもやりすぎてしまうの。いつも、とってもお腹なかがすいているから。お腹がすいてお腹がすいて死んだから、どんなに食べても足りないの。ときどき、あたしにも止められなくなる……――行かないで！　お願い」

　気づかないうちにドアまで下がっていた遼太郎に、少女は手をさしのべた。

「こんなに誰だれかとお話しするの久しぶりなの。〈お友だち〉は声を出して話せないし、そんなにたくさん話すことを持ってない。博士はあたしが自分から話しかけちゃいけないっていうし、お母さまも、三日にいっぺんか二へんお話できればうんといいほう、それもたいてい一言か二言で終わっちゃうの、でも、あなたは違ちがう」

　もう笑みはかけらもなかった。

　遼太郎も今では、最初の誇ほこらしげな顔は、彼女が自分を支えるためのただの仮面にすぎなかったことが理解できた。頬ほおを涙が伝い、アナマリアは声を出してしゃくりあげた。

「ごめんなさい。もうしないわ。もう怒らない。〈お友だち〉もおとなしくさせる。こっちへ来て、もっとお話して。お話ししたいの。お願いだから」

『おい、どうした？　泣き声がしてるが』

　外からリース警部が心配そうに呼びかけた。

「大丈夫です。僕が、ちょっと驚かせちゃって」

　遼太郎はそう答えて、ベッドのそばへ戻った。

　花瓶のそばを通り過ぎるとき、見えないやすりで首筋をざらりとなで上げられたような気がして総毛立ったが、我慢して、何ごともなかった顔でアナマリアの隣となりに腰をおろす。

　手をとってなでてやると、アナマリアが、ありがとう、と小さく呟つぶやくのが聞こえた。トラファルガーで会ったときと同じ、迷子になった子供の声だった。

「手、きゅってして。――触って」

　寒いの、と小さく呟く。

　手を握りしめ、思いきってぎゅっと抱きしめてやると、薄いネグリジェの下でやせた身体からだが震えているのがわかった。遼太郎の首筋に、もつれた黒い髪が子犬のようにぐいぐい押しつけられる。ほうっと息がもれ、アナマリアはため息に近い声でいった。

「……ずうっと寒いの。寒くてたまらないの、あの、部屋を出たときからずっと――」





　それから続いた物語は、闇やみと、恐怖と、飢えに満ちていた。

　自分がどこで生まれたのか、アナマリアは正確には覚えていないという。何人かの兄弟たちといっしょに、土がむき出しの掘っ建て小屋のような家で、身を寄せあっていたことしかわからない。

　食べ物は三日にいっぺん口に入ればいいほうで、それも、ほかの家族に横取りされなければの話だった。小屋のとなりで飼われていた家畜のほうがまだましなくらいだ。あとになって、スペインの山岳地帯のどこかであったらしいとわかった。おそらく地主の土地を耕す、貧しい農のう奴どの一家ででもあったのだろう。

　おぼろげな記憶の中では生みの母親も、ましてや父親の顔も明確ではない。ただ、何人かいた姉のひとりが、自分の食べるぶんを分け与えてくれていて、それでなんとか生き延びていた。

　妊娠した赤ん坊を流産した姉は、死んだ子供を小さい妹に重ねていたらしい。犬ころ同様、名さえ与えられていなかった少女に、名前をつけてくれたのもその姉だった。

　垢あかまみれで骨と皮の少女が、その生活から連れ出されたのは冬が山から下りてくる音が聞こえるような、底冷えする晩秋のことだった。

　かわいがってくれた姉はその数か月前に、ちょっとした風か邪ぜをこじらせて死んでいた。

　またお腹なかがふくらみかけていて、弟か妹を楽しみにしていた少女は土を盛っただけのお墓の上で大泣きした。姉に子供ができたら、姉のしてくれたのと同じようにこんどは自分がその子に食べ物をあげようと思っていたのだ。

　優しかった姉が恋しくてならなかった。ほかの家族はだれも彼女のことなど気にしてくれない。その日も、姉のお墓の前で、草花をあつめてほそぼそとした花束を作り、捧ささげようとしていたとき、街道をやってきた男たちがいきなり少女の首をひっつかみ、荷車の中へ放ほうり込んだ。

　泣いてもわめいても無駄だった。そのまま連れていかれた先では、自分と同じような、やせこけた汚い子供たちがどんよりとした眼めで少女を迎えた。汚れきった子供たちは必要最低限のパンと水を与えられ、船に乗せられて海をわたった。

　永遠かとも思う長い間、暗い船せん倉そうにとじこめられて吐き気と湿気からくる病気に苦しみ、それから、つかのまの日の目をみたと思ったら、今度は、地下の穴ぐらかと思われる場所に、仲間といっしょに突き落とされた。

　穴の底にはたくさんの白い骨がころがっていた。

　以前にも、自分たちと同じようにここに落とされて、そして死んだ子たちがいるのだ。

　少女とほかの仲間は喉のどがかれるまで泣き叫んだが、誰だれも助けてはくれないこともわかっていた。世間というのはひどい場所なのだということを、幼いながらに知っている者がほとんどだった。中にはいつまでも泣きわめいて、あきらめもせず救いを求める子もいたが、そういう子は早々に体力を使いはたして、気づくと片隅で冷たくなっていた。

　そこからアナマリアの記憶はさらにあいまいになる。

　日にちの経過もわからない闇やみと冷気の中、頭上のどこかで、理解できない言葉でなにか長い歌のようなものが唱となえられるのを何度か聞いた。

　ほとんどの時間は目立たないすみっこで丸くなっていた。周囲ではほかの子供たちがのろのろと動きまわり、ときおり、しわがれた声をあげて争っていた。

　血のにおいがすることもあったが、それもすぐに消えた。暗い旅の間にも、仲良くなった子が何人かいたが、そういう子たちもいつのまにか動かなくなり、そして消えていった。

「ニーナ、ベス、ジョー、ポピー、ハリー、ナッティ、それからマンディにペニー」

　消えた友だちの名前を、指をたててアナマリアは遼りよう太た郎ろうに数えてみせた。

「でも、寂さびしくはなかったの。声が聞こえたから。消えたみんなの声だけじゃなくて、骨になって、土に埋もれてた子たちの声も、いっぱい」

　最初、まぼろしかと思えた声は、やがてはっきりとした実体を――アナマリアにしか見えないし、感じられないが、それでも確実なパワーを持つ何ものかとなって、地下の暗黒にわだかまりはじめた。

「みんないっしょになって、あたしのこと守ってくれたの」

　アナマリアは言った。

「家にいたときもときどき、沼地や、森の中で迷ってのたれ死にした人の声を聞くことはあった。でも、あんなに強く聞こえたのははじめて。お姉ちゃんと、生まれないで死んだあたしの妹だか弟だかが、死んだ子みんなに頼んでくれたの。あたしの妹を、お姉ちゃんを守って、って」

　食べ物も、水もない環境で、少女が死なずにすんだのはその者が与えてくれる超自然の活力のお陰だったのかもしれない。夢うつつのまま、少女は生きつづけた。

「まだ生きてる子たちが、あたしを傷つけようとしたこともあったけど、そのたびに死んだ〈お友だち〉が守ってくれて、生きてる子たちは〈お友だち〉になっちゃった。

　どんどん仲間は減っていって、まわりが静かになって、それで残りはあたしひとりと、それから〈お友だち〉だけになっちゃって。

　どうなるんだろう、いつまでここにいるんだろう、ってぼうっと思ってたら、急に頭の上から光がさしてきて、そこに、『お母さま』が立ってた」

　光の中に立つ、見たこともないほどの美しい女はやさしい声で彼女を娘と呼び、穴ぐらから引き上げて、汚れきった身体からだを手ずからすみずみまで洗って服を着せてくれた。

　いい匂においの石せつ鹸けんと、もっといい匂においの『お母さま』の香りに気が遠くなりそうだった。

『お母さま』は自分の娘にするために身よりのない子供を探して引き取ろうとしたのだが、途中で悪い男たちにさらわれ、探しつづけてやっとここにたどりついたということだった。

　ずっと探していたの、早く見つけてあげられなくてごめんなさい、と赤い唇くちびるが告げた。

　少女はただ夢中でうなずいていた。

　言葉の内容など、ほとんど聞いてもいなかった――ただ、この美しい人が自分を助けてくれて、娘と呼んでくれる、そのことだけが大事だった。

　もし、悪い子だと思われたら、お母さまはあたしを捨てて別の子を探しに行くかもしれない。そんなことがあったら堪たえられない。

　足もとで見えない〈お友だち〉が爪つめをきしらせ、お母さまは微笑ほほえみを浮かべる。その顔は村の礼拝堂で見た聖母様の顔そのままだ。

　あなたには特別な力があるの。

〈お友だち〉は天使なのよ。あなたは天からのその言葉を伝えるために生きているの。

　こちらはノークス博士。あなたのことを導いてくださる方よ。

　お母さまがいっしょにいてあげるわ。だいじょうぶ。

　博士のいうことをよく聞いて。

　いい子にしておいでなさい。

　――はい、お母さま、お母さま……

「でも、そんなのおかしいよ」

　アナマリアの言葉をさえぎって遼りよう太た郎ろうは叫んだ。

「あまりにも都合がよすぎる。まるで君がどこにいて、どんな目にあってるかわかっていたみたいな出てきかたじゃないか。だいいち、自分の娘にするつもりなら、その娘にこんなことをさせる母親なんて母親じゃない――アナマリア」

　口をつぐんだアナマリアの手を、遼太郎はゆさぶった。

「ねえ、僕が話してあげるから、外にいる警部さんに相談しなよ。そうするべきだ。絶対にその二人はおかしい。怖そうに見えるかもしれないけど、リース警部は親切な人だから。きっと助けてくれる。君が『お母さま』を頼るのはわかるけど、きっとむこうは――」

「やめて」

　首のうしろがざわりとして、遼太郎は言葉を途中でのみこんだ。何者かの気配が急速に凝縮する。床に落ちた花がジュッと音をたて、茶色くしぼんで崩れた。

「……そんなこと」

　だが、アナマリアは感情を抑えた。部屋のすみに目を向け、見えない〈お友だち〉をなだめる。遼太郎に視線をもどしたとき、少女の目は老ろう婆ばのように年老いていた。

「そんなこと、最初からわかってる。お母さまは最初から、あたしに嘘うそしかついてない」

「なんだって？」

「〈お友だち〉は、ほんの少しだけど人の心がのぞけるの。お母さまの心は見えないけど、ノークス博士の考えていることはほとんどわかってる。あの人に、

　あたしと〈お友だち〉をつかまえるようにいったのは、お母さま」

　声も出ない遼太郎に、アナマリアは淡々と言った。

「ううん、あたしと、ほかの子供たちをつかまえさせて、穴にいれたのもお母さまがさせたこと。お母さまが欲しかったのは、〈お友だち〉と、それを自由にあやつるための道具になってくれる子ども。別にあたしじゃなくてもいいの。わかってるわ、そんなこと。今さらいわれるまでもない」

「じゃあ……じゃあ、どうして君はあの人たちの言うことを聞いているの？　彼女は君を娘だなんて思っていないのに、どうして――」

「だって、ほかに何ができるの？　あたしに」

　反問されて、遼りよう太た郎ろうは言葉をなくした。

「あたしのほんとの母さんは、あたしのことなんか見てくれもしなかった。きっともう、あたしなんて子どもがいたことも忘れてる。

　でも、あたしがいい子にして、役に立っていれば、『お母さま』はあたしを見捨てない」

　泣き出しそうに唇くちびるがゆがんだが、泣かなかった。きっともう、涙は出しつくしてしまっているのだろう。細い指が、シーツを握りしめて皺しわをつくった。

「暗い、冷たい穴の底から見上げたお母さまは、本当に女神さまみたいだった。あたしはお母さまのことしか考えない。考えないことに決めたの。考えたってしかたないもの。あたしにはもう、ほかに行くところもないんだから」

「でも、リース警部ならきっと、なにかいい方法を考えて……」

「あたしが犯罪人なのに？」

　アナマリアの答えはほとんどあざけるようだった。はっと口をつぐんだ遼太郎に、想おもった以上に相手を傷つけたらしいのを読みとって寂さびしげな表情になる。

「ごめんなさい。でも、あたしが悪いことをしてるって言ったのはあなたでしょ？

　あたしだって、あたしのしてることが正しくなんかないのは知ってる。でも、今さらどうにもできない。〈お友だち〉はお腹なかをすかしてる。この子を世話してあげられるのはあたししかいないの――だってこの子は、あのまっ暗くら闇やみの中でそばにいてくれた、たったひとりの子なんだもの」

　手をあげて、そばの空中を撫なでるようなしぐさをする。手の動きにしたがって、溶けかけた氷のような半透明の輪郭がうっすら浮かびあがり、かすかなため息の音が部屋の空気を揺ゆらした。

「あたしはこの子と、どこまでも行くしかないの。たとえ、行く先が地獄でも。天国なんてもうあきらめてる。そういうのはお金持ちの人が行く場所で、あたしには、縁のない所なんだわ」

「そんな――」

「それとも、あなたが連れてってくれるの？　こんな霊だとか、断食とか、天からの伝言とかいうのの何もないところへ」

「――それは……」

　言葉はむなしいものでしかない。遼太郎はうなだれるしかなかった。これまで並べてきた言葉は、どれも、中身のない慰なぐさめにすぎないのだと言外に言われたようなものだった。

　自分では懸命に説得しているつもりで、その後、アナマリアがどうすればいいのかも、彼女がかかえているものを癒いやすにはどうすればいいのかも、少しも考えていなかった。

「そんな顔、しないで」

　ひんやりした指が額ひたいに触れた。

「かんちがいしないでね、あたし、すごくうれしいの。そういうこと言ってくれる人、いままでひとりもいなかったもの。あたしがそれを受け取れないっていうのは、また別の問題。あなたは悪くないの、悪いことしてるのは、あたしなんだから」

　コツコツとドアが鳴った。うなだれた遼りよう太た郎ろうはびくっとしてふり返った。

　ドアが開き、執しつ事じのエドワーズ氏に続いて数人の男女が入ってくる。交霊会の主催者の伯爵夫人ヘレンと、ノークス博士、それに、アナマリアの母マダム・アンヘリータだった。

「目を覚ましたのかね、アナマリア」

　機嫌が悪そうにノークス博士が言った。太い眉まゆ毛げをしかめた、険悪な視線にあってアナマリアはちぢこまった。

「どうやら事前の集中が足りなかったようだな。また訓練をやり直す必要がある」

　そばで身を固くしている遼太郎に目をやり、

「なんだ君は。部外者がなぜこんなところにいる――おや、おまえは」

　そげた頬ほおがひきつった。

「どこかで見たことがあると思ったら、先日アナマリアに妙なものを食べさせていた子供だな。なぜこんなところに？　とっとと出ていけ」

「ドクター、わたくしがこのお若い方にお願いしたのですわ」

　伯爵夫人がすばやく言った。

「知らない大人に世話されるよりも、お年の近い人にそばで話し相手になっていただけるほうが、アナマリアさんもお気が楽かと思いまして。素人しろうとの考えですから、もし不都合がありましたらお許し願いたいのですけれど」

「まあ、伯爵夫人のお指図でしたら」ノークスはなおも渋じゆう面めんのまま、

「しかし、交霊がああいう事態になった場合、霊れい媒ばいはただちに清浄な場に隔離されて精神を落ちつける必要があるのです。生きた人間の波動は、彼女に悪い影響を与えます。すぐに連れて帰って、浄めの儀式をおこなわなくては」

「あんたは――」

　遼太郎は眉をつり上げて立ちあがりかけた。

　目の前で得々とそれらしいことをしゃべっているこの男は、母親と称する女とぐるになってアナマリアにひどい真ま似ねをした張本人なのだ。

「だめ！」

　アナマリアが小さく叫んで袖そでをとらえた。遼太郎は愕がく然ぜんとして彼女を見た。

「だめ」

　少女の顔は蒼そう白はくだった。黒い瞳ひとみが無言で懇こん願がんしている。「お願い」

　遼太郎の足から力が抜けた。彼はまたふらふらと椅い子すに腰を落とした。

「差し出がましいようではございますが、もう少しお嬢さまはお休みになっていたほうがよろしいかと存じます」

　ドアのそばに控ひかえていたエドワーズ氏が控えめに言った。

「まだたいそうお小さくていらっしゃいますし、それに、お顔の色もすぐれないご様子で」

「だからこそ、治療のできる場所へ連れていくと言っているのだよ。口を慎つつしみたまえ」

　ノークス博士が尊大に言った。伯爵夫人に顔を向け、急に媚こびた調子になって、

「それで伯爵夫人、先ほどの寄付金のお話ですが――」

「そのことでしたら、よく考えてお返事をさしあげますわ」

　伯爵夫人の口調はいくらかそっけないものだった。

「わたくしも夫をなくした身ですし、おっしゃるような大きな金額となると、今の当主である息子ともよく相談しなくてはなりませんの」

「お待ちしておりますよ」

　卑屈な笑みを向けて、ノークス博士はアナマリアに乱暴に手を振ってみせた。

「何をしているんだ、アナマリア、早く着替えなさい。それから君、いつまでそこでぼんやり突っ立っているつもりだ、さっさと出ていかないか」

　拳こぶしを振りあげられて、遼りよう太た郎ろうはびくっと身を震わせた。

　猛烈な怒りがこみ上げ、それが腹の底に穴のあいたような無力感に変わった。

　感情ではいますぐこの博士とやらに飛びかかって、窓から外へ投げとばしてアナマリアから永久におさらばさせてやりたかったが、理性はそんなことをしたところでなんの解決にもなりはしないと知っていた。

　君にはなんの力もないと、クリスティーナの嘲ちよう笑しようが頭の上で鳴っている。遼太郎はふらふらと椅い子すを離れかけた。

　アナマリアが肘ひじをついて身を起こした。

「――シスネよ」

　ぽつりと言った。

「え？」

「シスネっていうの。……あたしの、ほんとの名前」

　うつむいたままのアナマリアは、遼太郎にしか聞こえない声で、低く言った。

「白鳥っていう意味なの。お姉ちゃんはシシィって呼んでた。赤ちゃんが産まれて、女の子だったら、つけてあげようと思ってた名前よ。

　でも博士は、笑ったの。『こんな汚い髪と肌で、なにが白鳥だ』って。

　それから、『もっと信心深そうな名前の方がいい、何か宗教的な名前だ。アナマリアにしよう』って言ったの。そのほうが霊れい媒ばいらしくて、人気が出るから、って」

「アナマリア」

　マダム・アンヘリータがはじめて口を開いた。

　しっとりとしたベルベットのように、耳を愛あい撫ぶする深い声だった。聞いただけで心をからめ取る、魔性の蜘く蛛もの糸だ。つややかな赤い唇くちびるが、三日月型の笑みをきざんでいる。鈴すず蘭らんの香水の強い香りが――。

「博士の言葉は聞こえましたね。ホテルに帰りますよ。早くなさい、アナマリア」

「はい」

　低く返事をして、アナマリアは用意された服に手を伸ばした。

　ノークス博士に手荒く押しのけられて、遼りよう太た郎ろうはドアのところまで押し戻された。

　エドワーズ氏が気の毒そうに迎えてくれて、あちらでリース警部がお待ちです、とそっと伝えてくれた。クリスティーナ様のかわりに、お家までお送りくださるそうです。どうぞ、こちらへ。

　ドアが閉じられた。

　広い廊下にひとり立ちつくして、遼太郎は体中の骨が溶けていくような感覚に襲おそわれた。

「お、来たか……っと」

　玄関ホールで待っていてくれたリース警部が腰を浮かせたが、前を遼太郎に素通りされてとまどい顔になる。

「お、おい、どうした？　あの娘はどうした？　なにかあったのかね？」

「いえ。なにも」

　そう答えただけで、それから先の会話を遼太郎は拒こばみとおした。何を言うのもおっくうで、ただ、ただどこか見えない隅に行ってうずくまり、小さくなっていたかった。

　アナマリア――シシィの眼めを初めてのぞき込んだとき、なぜ自分が思わず声をかけたのかわかったような気がした。自分が何か役に立つことを証明したい、でなければ生きていけない、価値のない自分など、永遠にだれにも受け入れてもらえないのだから。

　それは遼太郎が、日本での肩身のせまい日々で感じていたこととほとんど同じだった。

　周囲が期待するような役割を自分がなにひとつ果たせず、どんなに努力しても、跡あと部べの名にふさわしい人間になることなど永久に無理。

　親しん戚せきたちのさげすみの目に気づかないふりをし、跡部の者として生きる以外に道がないわけではないのだといくら自分に言い聞かせても、肩にのしかかる父親と母親の名、期待の重さは消えてはくれない。

『君は捨てられたんだよ』と、甘い声で囁ささやいたクリスティーナの声があらためて胸をえぐった。捨てられてなんかいない、お祖ば母あさまが行けといったんだ、と胸の中で抗弁するが、事実は事実だった。

　しかもより悪いことには、自分はシシィよりもまだ恵まれているのだ。

　自分はクリスティーナのもとで、使用人扱いとはいえそれなりの暮らしを得ている。なのにシシィはあの食わせ物の、悪党の、見下げはてた人でなしの博士のもとに――もっとひどい名で呼んでやりたかったが、それだけの語ご彙いが遼太郎にはなかった――囚とらわれたまま、生きていかねばならないのだ。悪いこととわかっていながら人をだまし、傷つけ、〈お友だち〉だけを道づれに、死と暗くら闇やみに縛しばりつけられて。

　最悪のことは、自分がすでに『捨てられて』おり、にもかかわらず、何食わぬ顔で生きていけているということだった。

　あの博士に捨てられたが最後、シシィはもはや生きてはいけまい。だからこそ彼女は必死で博士にすがりつく。一片のいいわけも許されずに。

　なにも引け目を感じることなどないのかもしれないが、遼りよう太た郎ろうは、なぜか自分がシシィにひどいことをしているような気がしてならなかった。

　遼太郎にはまだ逃げ場があった。

　シシィにはそれすら残されていない。

　捨てられる先もそこでの逃げ場も、他人に用意されるままの遼太郎の絶望は、シシィのそれの前では紙よりうすっぺらなものにすぎない。

　そんな自分が、あの子に何を言ってやれるつもりだったのだろう。もし彼女に何かを与えてやれる人間がいるとしたら、それは彼女と同じ位置に立つ者か、あるいは、確実に彼女に救いを与えてやれる者だけだ。

　リース警部は黙りこくったままの遼太郎にいくどとなく心配そうな目を向けたが、疲れているか、まだ体の調子が悪いのだととることにしてくれた。

　自腹を切ってわざわざ馬車をやとってくれると言ったが、遼太郎は固辞した。いくらかの小銭は持たされているし、そこまでの好意にあずかるのは気が引ける。それに、今はとにかく、できるだけ一人でいたかった。

　別れるときに具合悪そうに口をもぐもぐさせ、肩をばあんと叩たたいて、「元気を出しなさい」と言った。

「いったい何を言われたのかは知らんが、おまえさんは、あの娘っ子に優しくしてやったと思うよ。それだけは確かだ。あんまり気に病むんじゃないぞ、いいかね」

　遼太郎は弱々しく微笑ほほえんで、礼を言った。

　心配顔のリース警部を乗せた馬車はスコットランド・ヤードへむけて走り去り、遼太郎は重い足取りで門のほうへ向かいかけてそういえば、自分がクリスティーナの家の鍵かぎを持っていないことに気がついた。

　戸締まりは今け朝さ、主人であるクリスティーナ自身がして、従僕の遼太郎には合い鍵は渡されていない。

　肝心のクリスティーナも、それからレギーネも、まったく姿が見えなかった。飛びちった歯車と金属のにぶい輝きを想おもい出して遼太郎はぞっとした。それから、剣をかかげたクリスティーナのぎらつく瞳ひとみと、憤ふん怒ぬに燃えた顔を。

　どこへ姿を消したのかは見当もつかないが、おそらく、傷ついたレギーネを治療しに行ったのだろうと思われた。

　傷ついた――というより、破損した、か？

　むき出された鋼鉄と青い輝きは、あきらかにあの少女が人間ではないことを示していた。むしろ人形、からくり人形に近いのか。

　しかし、あれほど愛らしくて、まったく人間にしか見えなかったのに。クリスティーナの膝ひざによりかかって、キャンディを口に入れてもらっているさまは絵のようだった――それはもちろん、あまり笑いもしなければ泣きもしないし、人形のようだとつねづね思ってはいたけれども。

　もしかして彼女もまた、クリスティーナが魔術か何かで命を吹き込んだ、人工の存在なのだろうか。

　それに、ロード・バイロン……小こ猿ざるの姿からいきなりあんな、悪魔じみた巨猿に――

「おい！」

　とつぜん乱暴に肩をつかまれた。

　ぼんやり立ちつくしていた遼りよう太た郎ろうはいきなり現実に引き戻され、すぐ鼻先で息を荒げている金髪の少年の顔に目をぱちくりした。

「君は――え、ええと、バ、バなんとか」

「バシレウス・サロモンだ！　いいかげんに覚えろ、この腐れ使い魔フアミリアーめ」

　バなんとかもといバシレウス・サロモン、すなわち貴族の御おん曹ぞう司し、アレグザンダー・トーマス・モーティマー・コンドリック、つまりはアレックス坊ちゃんだった。後ろでおつきのシヴィル青年が申し訳なさそうに佇たたずんでいる。

「ごめんよ、遼太郎君。まったくうちの坊ちゃんときたら、一度言い出したら聞かなくて」
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「その少年に、なぜそう邪険にしなければならないのか理解できないな。何がそんなに気にさわるのだね」

「私の邪魔をし、言いつけを破り、レギーネを傷つけた。ほかに理由が必要ですかね」

「彼自身がこの子を殴りつけたわけではあるまいし」

　霧の奥の研究室で、サー・マクスウェルは優しい手つきで金製の部品を所定の位置にはめ込みながら言った。その手元はちらちらまたたくランプで照らされているだけだが、外科医もうらやむような指先の動きにはまったく危なげがない。そばには猿のバイロン卿きようが蝙蝠こうもり羽をぱたぱたさせて、気がかりそうに時々小さな声で鳴いていた。

「聞いたところでは彼もまた、別の少女を守るために君に逆らったようじゃないか。私としては彼の弁護をしてやりたいね。無謀な子であることは認めるが」

「そういう人ですよ、あなたは」

　ため息まじりに言って、クリスティーナは身を起こした。胸元には青い光を満たしたシリンダを大事に両手で包みこんでいる。

「いろいろなことを考えすぎて、結局身動きがとれなくなる。あなたの弱点はね、サー、自分自身の羅ら針しん盤ばんってものを持ってないことですよ。あなたときたらいつだって、ありとあらゆる者と物に思い入れせずにはいられないんだから。だからしまいにはこんな、牢ろう獄ごくみたいな場所に自分から閉じこもらずにいられなくなるんだ」

「思い入れ。君のような人にもかね、わが友よ」

「私のような者にも。その通り」皮肉にクリスティーナは手を振った。

「その底なしの寛大さにはまったくお悔やみを申し上げるしかないな。あなたは確かに大きな岩みたいな人だが、私みたいなろくでなしにたかられつづけて、これまでどうしてすり減ってなくなってしまわなかったのか見当もつかない」

「それは私が、羅ら針しん盤ばんを持っていないからだよ。さっき君に指摘されたとおりだ」

　白金の細い線を暖めてくるくる巻きながら彼は答えた。

「かつては持っていたはずの目的地も目標も、根づいた土地から根こぎにされた瞬間に喪うしなってしまった。さすらい人がなすべきはたださまようことだけで、どこかを目指して旅するようなのは意義に反する。

　もっとも、それだからこそこの二千年を生き延びてこられたとも言えるが。どこかに目的地が設定されていて、それを目指して進むように決められていたらいずれおかしくなってしまっていたろうからね。ことに、その場所がけっして手のとどかない場所にあるとわかっている時には」

「アハスヴェール――」

「ああ」レギーネの体内にふれる手を休めて、サー・マクスウェルは一瞬、とても遠いまなざしをした。

「その名で呼ぶ人間も、もう君ひとりになってしまったかな。……さっき君は私を岩ペテロだと言ったが、人々の奔ほん流りゆうの中に立ちつくして身を削り、思いもよらぬ形に変えられてしまうのは、私はもう疲れた。もう一人、彼によって同じ名で呼ばれた者のように。

　聖者と追放者、立場はまったく逆であるにせよ。冷えた私の魂たましいにとって、なまの人間の愛や怒りや憎しみはまるで溶岩のようだ。熱すぎる。君が伝えてくれるぬくもりの照り返しだけで、この老いた骨には十分なのだよ」

　工具を置いて、クリスティーナを見た。

「少なくとも、君にとっての羅針盤はすぐ近くにある。その手の中に。それが本当に正しい方向を指しているのかどうか誰だれにもわからないが」

「皮肉ですか」

　クリスティーナは手の中のシリンダを握りしめた。青白い光が、彫刻のような顔立ちを蒼あおく冷たい仮面に変える。

「我々はみな神の前に踊る道化なのだよ、若き友よ」

「神の猿さる」苦々しくクリスティーナは吐き捨てた。

「そう、神の猿だ」

　バイロン卿きようの喉のどをくすぐってやる。猿は目を細め、嬉うれしげに身をよじった。

「しかし道化とは、ある瞬間にはまた神をも越える至高の賢者たり得る。〈叡智の書アルカナ〉の最初の札が、愚者フールと呼ばれているように。知恵に曇らされない猿の目にはときおり、人にはわからない真実が見えているのだと思うことはないかね、友よ？」

　クリスティーナが眉まゆをつり上げて反論しようとしたその時、部屋の片隅にあった地球儀の上でちかりと光が瞬またたいた。

　おや、とサー・マクスウェルが顔をあげる。一抱えほどある地球儀はあわい金色に輝く本物のような雲につつまれていて、ゆっくりと回転していた。

「どうやら君に関係する何かが進展しているようだな。たぶんあの坊やに関することだろう。見てみるかね？　危険なことになっていてはいけないし」

　ご勝手に、と言いたげにクリスティーナは肩をそびやかした。

　サー・マクスウェルはバイロン卿きように目くばせし、小こ猿ざるは蝙蝠こうもりの羽をぱたぱたいわせながら飛びあがって地球儀のまわりを一周すると、口をすぼめてふうっと息を吐いた。

　雲が吹き払われ、下界があらわになった。回転するミニチュアの地球の、イギリスのあたりから漏ろう斗と状の光が伸び、透きとおった影を映しだした。言い争っている遼太郎と、金髪の少年――後ろには家庭教師の青年が困ったような顔で突っ立っている。

「うわ」クリスティーナがぼそっと言った。「バなんとか」

　サー・マクスウェルがくっくっと笑った。

「バシレウスとかバシレイウスとか言ってる少年だな。いろいろと面白い友人がいてうらやましいよ、君」

　金髪巻き毛のバなんとかは苛いら立だったようすで何事か怒ど鳴なると、遼太郎の腕をつかんでひっぱった。最初はとまどった顔の遼りよう太た郎ろうだったが、相手の話を聞くうちに頭を殴られたような顔になり、いきなり相手につかみかかった。二人が取っ組みあって地面に倒れたところで急に画面が暗くなり、不吉な赤せき褐かつ色の影が一面にたれこめてきた。

　サー・マクスウェルは眉をひそめた。金色の雲が急速に渦巻き、古い血のような赤一色に染められた画面を覆おおいかくした。

「……何かきな臭いことになりかけているようだがね。あの東洋の少年は例の君のところの坊やだろう？」

「知るもんか」不機嫌に吐き捨ててクリスティーナは立ち上がり、言葉とはうらはらに映像の消えた地球儀のところへ行った。口では腹立たしげに言いながら、地球儀の象ぞう牙げでできた象ぞう眼がん細工をぼんやりとたどる。

「私の言いつけを聞かなければあとは知らないと言い渡してある。ましてや、レギーネが傷ついた責任が誰だれにあるのか考えれば、助けに行ってやる義理などありはしませんね」

「おや。私は別に、彼を助けに行ってやれなどと言った覚えはないが」

　クリスティーナは眉をしかめて、この性悪の年寄り、と吐き捨てた。サー・マクスウェルは禿はげ頭あたまを光らせて笑い声をあげた。

「遠い国からわざわざやってきたお客さんだ。そう邪険にすることもなかろうに」

「お節介の産物ですよ。昔知り合った極東のお姫さまが、何を思ったのか自分の不出来な孫息子を押しつけてきただけです。扱いは私に任せる、煮にようが焼こうが好きにしてかまわない、とわざわざ手紙までそえてね」

「で、君としてはそれに従って彼のことは見放すと？」

「自業自得です。彼にとってはね」

「そのお姫さまは君を心配していたのだろうに」

「なぜわかります？」腹立たしげに背を向けた。「ただ単に、化け物同士気があっただけかもしれないのに。あるいは、自分よりもより怪物に近い人間がいて安心しただけかも」

「心にもないことを言うのは子供の悪い癖だ。そうやって周囲も、それ以上に自分自身にも意地悪ばかりする」

「勝手に他人の心を推おしはかるのは老人の悪い癖ですよ。そうやってなんでもわかっているような顔で、利きいた風な口をきく」

「辛しん辣らつだな」軽くうなずいて、サー・マクスウェルはまともに友人の顔を見つめた。

「で、昔の自分に似た瞳ひとみを見ているのは、そんなに苦痛なものなのかね？」

　空気がぴしりと音をたてた気がした。

　クリスティーナはほんの一呼吸のあいだ動きを止めていたが、やがて、「ばかな」と一言、やわらかく呟つぶやいてゆっくりと作業台に歩み寄った。

「あの無知でのろまで間抜けもいいところな田舎者いなかもののちびのお子さまが？　私もずいぶん見くびられたものだ」

「そうかな。私はあの少年は懐なつかしい眼めをしていると思う。ちょうど、君が雨と泥に汚れ、血まみれの両手に唯一の宝を抱きしめて私の前に現れたときのような」

　クリスティーナはくるりと振り返って禿はげ頭あたまの魔術師を見た。

　すぼめた唇くちびるに指を一本当てて、サー・マクスウェルは微笑ほほえんでいた。先に目をそらしたのはクリスティーナのほうだった。

「どうやら老眼の度がひどいようだ。老眼鏡をあつらえることをお勧すすめしますよ」

「ふむ、そうしよう。確かに最近、あまり物の見え方がよくないようだ。彼に関しても、やはり君のほうが深く知っていることは否いなめないし」

　肩をすくめる。「だがそれならせめて、君の羅ら針しん盤ばんに従って行動してはどうだね？」

　作業台から伸びた手がそっと袖そでをつかんだ。

　クリスティーナは視線をおとした。細い指が、インヴァネスの裾すそを押さえている。

「作業は終わったよ。君の光をはめ込みたまえ」

　サー・マクスウェルは道具を片づけている。

　クリスティーナは手にしたシリンダを見おろし、名な残ごりを惜しむかのようにもう一度そっと唇くちびるをあててから、開いたままのレギーネの胸の奥に差し入れた。閉じた。

　扉のように開いていた少女の胸は、たちまち陶器めいてなめらかな白い肌におおわれ、どこにも冷たい金属の気配はなかった。少女はゆっくりと起きあがった。

「レギーネ」

　銀髪の少女を抱きしめて、クリスティーナは囁ささやいた。

　その手はもどかしげに細い背や肩や首筋を撫なで、髪を梳すき、どこかに傷の一筋でも残っていようものなら耐えられないとでもいいたげだった。

「調子はどうだい？　痛いところはないか？　指はちゃんと動く？　首は？　手足は？」

「問題ありません、お嬢さま」

　レギーネは答えた。楽器の声、ガラスの鐘の声、造られた、人形の声。

「お嬢さまには、お怪け我がはございませんでしたか？」

　返事は長いため息だけだった。

　レギーネは小さく首をかしげると、自分を抱く女主人の豪ごう奢しやな黄金のもつれ毛に手をすべらせた。それから言った。

「遼りよう太た郎ろうさまに危険がせまっているようです、お嬢さま」

　後ろに下がっていたサー・マクスウェルが咳せき払ばらいのような音をたてた。クリスティーナは顔をあげて友人をひと睨にらみすると、人差し指で少女の頬ほおをやさしく撫なでた。

「あの坊やのことはもういいんだよ、レギーネ。あの子が邪魔をしたせいで、おまえはひどく傷ついた。当然のむくいさ」

「でも、遼太郎さまは当家のお客さまです」珍しく、レギーネは反論した。

「お客さまでも、おまえを傷つけるような人間によくしてやる義理などない」

「『いつかあなたの心が凍りつきそうになったときに、わたくしは助けを送ります』」

　レギーネの口を出たのはレギーネ自身の声ではなかった。英語でもない。くっきりとした、水晶を刻んだような発音は同じだが、それは日本語、大人になりきらない年とし頃ごろの、少女の凛りんとした声だった。

「『わたし自身でなくても、わたしが信じる別のだれかを。きっとあなたはお喜びにはならないと思うけれど。でも、わたしが地上で唯一お友だちだと思うお方に、幸福であってほしいと願うことはだれにも止められませんから』

　日本のあの方のお言葉です」鴇とき色いろの瞳ひとみがクリスティーナを振り仰あおいだ。

「遼太郎さまはその方のお孫さまです。あのお方が、お約束通りに送ってくださったあなたの救いです。背を向けてしまってはいけません」

「あんな子供、大嫌いだ」

「あなたはいつも、自分の気持ちを揺ゆり動かす者に対して『大嫌いだ』とおっしゃいます」

　――『お嬢さま』といわずに『あなた』と言った。

　クリスティーナは目を見開いて少女を見つめた。

「その子の中にだれがいるのか、思い出すことだ」

　サー・マクスウェルがそっと言った。

「その子は君の羅ら針しん盤ばんだ。さっきも言ったように。羅針盤は常つねに真実を指ししめす。人間がそれを気に入らずに、嘘うそだと断定しないかぎりは」

　しばらくは誰だれも動かなかった。

「……女どもめ」

　ややあって、低い声でクリスティーナは唸うなった。

「まったく、女どもときたら。いつまでたってもお節介この上ない。他人の世話を焼くことを、いつになったらやめられるんだ？」

「出ていくときはガーゴイルどもを驚かさないようにしてくれ」

　のんびりと椅い子すに身を沈めたサー・マクスウェルが、パイプに火をつけながらいった。

「奴やつらが暴れると、煙突から煤すすが降ってきて困る」

「無料の煤払いをやってあげてるんです。感謝してほしいですね」

　捨てぜりふを吐くと手を一振りしてシルクハットを取り出し、頭にのせて、レギーネを引き寄せる。部屋の片隅から集まってきた闇やみが少女の裸ら身しんにまといつき、黒いドレスと糊のりのきいた真っ白いエプロンをあっという間に編み上げた。指のあいだに細身のステッキが出現してくるりと回り、先端の赤い宝石を閃ひらめかせてとんと床を叩たたいた。

　片眼鏡モノクルの奥の瞳ひとみを皮肉げに光らせて、

「それでは失礼、サー・マクスウェル。次の機会まで、ご機嫌よろしゅう」

　シルクハットを持ちあげて挨あい拶さつした瞬間、どんと地響きがした。

　外でガーゴイルどもがいっせいにわめき声をたてた。どこかでどさどさ、ざーっと何かが降ってくる音がした。主従の姿は消えている。

「……あまのじゃくな」

　いい香りの紫し煙えんに包まれて、サー・マクスウェルはくっくと笑った。



    

  
    
      


　　第五幕　汝光の五重の剣





　　　１



「なんだと貴様、それでも使い魔か？」

　アレックス坊ちゃんは語気荒く言った。

「主人の危機にこんなところでのうのうとしているとは！　契約によって消滅させられるのが怖くないか」

「だから僕は使い魔とかそういうのじゃないって何度言ったらわかるんだ」

　遼りよう太た郎ろうも怒ど鳴なり返す。邸やしきの庭の片隅に引っぱり込まれ、石のベンチに追いつめられて胸ぐらをつかまれかけていては愛想よくしろというほうが無理だ。

「クリスティーナは確かに僕の――その、保護者みたいなものだけど、僕自身はただの人間だし、彼女は僕を使用人だと思ってる。クリスティーナが消えて僕も驚いてるんだ。どこへ行ったかなんて、知るはずないじゃないか」

「ますます悪い。主人がどこへ行こうと、命をかけて付き従うのが使用人の本分だ、そうじゃないかシヴィル」

「あ、はあ、そうですね坊ちゃん」

　後ろであくびをかみ殺していたシヴィル・セント・クレアがあわてて言う。

「そうだとも」力をこめてうなずいて、

「だったら彼女の使い魔でしかも使用人である貴様には、二重の意味で彼女がどこに行ったか知っている義務があるわけだ。吐け。黙っているとためにならないぞ。そして僕といっしょに来て、彼女を救い出すのを手伝え」

「知らないって言ってるのに。それに、そんなこと言われたって、僕には何もできないよ」

「ええい、貴様、それでも男か!?」

　じだんだ踏んで、アレックスは遼りよう太た郎ろうに勢いよく指を突きつけた。

「よかろう、貴様が使い魔でないことは認めてやるが、しかし男であることまで否定することはできまい。男として女性を保護する義務までも否定する気か、貴様は？

　確かにいささか軌道を外はずれた部分はあるが、若い女がつきそう男の一人もなしに、異常な状況で姿を消したのだ。これが放ほうっておけるのか」

「君はクリスティーナを魔女呼ばわりしていたと思うけど」

「う、む、そ、それは――」

　アレックスは一瞬言葉につまったが、

「と、とにかく彼女が肉体的に女であることは間ま違ちがいないのだ！　今回のことで痛い目を見れば、女の身で魔術を扱うことがどれだけ危険なことか身にしみてわかるだろう、そして、救いと正しい導きを与えてくれた男性に感謝し」

「たちまち恋に落ちてキスの一つもさせてくれる、と。少年の見果てぬ夢ですねえ」

　と、後ろでぼそぼそとシヴィル。主人にはったと睨にらみつけられるとあわてて咳せき払ばらいし、ごまかすように手を振って、

「とにかく、クリスティーナ嬢の行き先については彼は何も知らないようですし、放してあげたらいかがです。ごめんよ、遼太郎君、坊ちゃんは一度いいだしたら聞かないところがあってね。彼だって、これから遠い道をロンドンまで帰らなくちゃならないんですし」

「いやだ。こういうこそこそした奴やつが僕は大嫌いだ。おい、貴様」

　アレックスにぐいと胸ぐらをつかみ上げられて遼太郎はもがいた。

「何するんだよ、放せよ」

「貴様は何がそんなに怖いのだ？」

　弱々しい抵抗をあっさり抑えて、アレックスは遼太郎をがくがく揺ゆさぶった。

「自分が無力であるのを知るのがそれほど嫌いやか？　今のおのれが、自身の望むような姿ではないことがそれほどおぞましいのか、腰抜けめ。

　だったらなぜ努力しない？　できないと口にする前に、なぜやってみようとしないのだ。

　自分が自分の望むほど能力がないと思ったなら、あるべき自分に少しでも近づこうとするのが誇ほこりというものだ。貴様には気き概がいというものはないのか、見下げ果てた奴め」

　遼りよう太た郎ろうの返答はすばやかった。

　茫ぼう然ぜんとした顔で揺ゆさぶられていた彼は、ふいに顔をひきつらせたかと思うと身をもぎ離し、拳こぶしを固めてアレックス坊ちゃんの右頬ほおに叩たたき込んだ。

　実にいい音がした。アレックスはよろめき、シヴィルはこっそり帽子を傾けて見ないふりをした。

　二、三歩よろめいて踏みとどまり、アレックスは唇くちびるをぬぐった。

「悪くはないパンチだ。骨のかけらみたいなものはまだ残っていると認めてやる」

「……君に何がわかる」

　震えるこぶしを握りしめて、遼太郎は佇たたずんでいた。

「貴族の御おん曹ぞう司しで、お金も能力も、わがままを言える自由もなにもかもある君なんかに言われたくない。僕がどんな思いをしてきたか、君は知らないくせに。僕が努力しなかったと思っているのか。自分に力があればと、願わなかった日なんて一日もないのに」

　故郷での日々が頭の中を駆かけめぐる。

　不ふ肖しようの息子とさんざん陰口をたたかれ、歯を食いしばって自分の精神と肉体をいじめ続けてきた長い年月。しかし、その成果が現れることはついになく、両親の死でさえ、自分の無力が引きおこしたのではないかという考えにしばしばとらわれた。

　もっとも近しい肉親のはずの祖母は無慈悲に自分を切り捨て、こんな遠い異国に島流しにした。きみは捨てられたのだよ、と告げたクリスティーナの冷酷な笑みが頭をよぎる。



    

  
    
      



    

  
    
      「だれも僕のことなんか必要としていない。クリスティーナだってそうだ、むかしの知り合いから僕を押しつけられただけで、僕の助けなんかなくたって一人でじゅうぶんどんなことにも対処できるくせに。彼女は魔術師なんだから。

　君だってそうだ。魔術師バシレウス・サロモン？　上等じゃないか。魔法の力が使えるんだろう、だったらどうして僕みたいな屑くずにかまうんだよ。とっとといっちまえ、そうして、僕のことはほっといてくれ」

「だれが力の有無など問題にしてる。僕が言ってるのは、貴様の気き概がいのほうだ」

　アレックスは身をひねってまた殴りかかってきた遼りよう太た郎ろうをかわし、かわしそこねて一緒になって地面に倒れた。つかみあったままごろごろ転がったが、鍛練を積んでいる遼太郎のほうが、最後には勝ちをしめた。

「気概？」

　荒い息をしながら遼太郎はいった。

「そうだとも」

　芝しば生ふに頭を押しつけられつつも傲ごう然ぜんとアレックスは答えた。

「そうとも、彼女は魔術師だ。そして僕は偉大な大魔術師バシレウス・サロモンだ。だがしかし、貴様が仮にも恩を受けている人間を救いに行かなくてもよいという理由にはならないぞ。いかに力ある魔術師であろうと、もしもという場合は常つねにある。たとえ、相手があの詐さ欺ぎ師同然のノークスとはいえ、連れていた娘の力は本物だ」

「娘？」思わず遼太郎は力をゆるめた。

「シシィ――霊れい媒ばいのアナマリアのことか？」

「魔術師バシレウス・サロモンをなめるなよ。あのサーカス一座の主役が本当はだれか、看かん破ぱできないとでも思ったか」

　言ったかと思うと、ぐっと身をしなわせて遼太郎をはじき飛ばした。

　油断していた遼太郎はあっさり跳ばされて尻もちをつき、二人は少しの距離をおいて二頭の闘犬のようににらみ合った。

「偉そうに能書きを垂たれているが、ノークスは何も知っちゃいない。あの母親のほうは少々得え体たいがしれないが、娘には大きな力が憑ひよう依いしている。昏くらい、負のエネルギーの塊かたまりだ。あのままだとあの娘、長くはないぞ」

「なんだって」

　動どう揺ようが声に出るのを押さえられなかった。

「そんな――まだ、あんなに小さいのに」

「その小さな娘が破は廉れん恥ちな詐欺師に利用されているのだ。あの娘、泣いていたぞ、奴やつらに連れられて邸やしきを出て行くときにな。

　貴様、さっき部屋で娘と話していたな。助けを求められたのではなかったのか？　悪人の手助けなどもうしたくない、この境遇から救い出してくれ、助けてくれ、と」

「自分の想像だけで勝手なことを言うな！」

　遼りよう太た郎ろうは怒ど鳴なった。

「そりゃあ、僕だってどうにかしてあげたいとは思ったさ、でも」

（あたしだって、あたしのしてることが正しくなんかないのは知ってる。でも、今さらどうにもできない）

（天国なんてもうあきらめてる。そういうのはお金持ちの人が行く場所で、あたしには、縁のない所なんだわ）

（それとも、あなたが連れてってくれるの？　こんな霊だとか、断食とか、天からの伝言とかいうのの何もないところへ）

「僕には――なにも、できないんだ……」

（あなたは悪くないの。悪いことしてるのは、あたしなんだから――）

「くだらん」

　一言吐き捨てると、双方の間の地面に唾つばを吐いてアレックスはさっと立ち上がった。

　膝ひざについた土を腹立たしげに払う。

「貴様に期待したのが時間の無駄だった。行くぞ、シヴィル。とにかくノークスの宿泊しているホテルへ行ってみる。あの醜しゆう態たいを考えるに、ロンドンから出て行く算段をしている可能性もある、追跡の術式を準備せねばならんかも。貴様は」

　と遼太郎に目をやって、

「そこでいつまでもそうして、自分のできないことばかり数えあげて震えているがいい。――僕が何も努力していないと思ったら、それこそ大間ま違ちがいだ」

　くるりと背を向けて、足音荒く去っていった。

　シヴィルが心配そうに寄ってきて、肩に手を置いた。

「ごめんよ、本当に気にしなくていいからね。あの方は誇ほこり高いんだが、どうも坊ちゃん育ちで、人のことを思いやることに慣れてないんだ」

　早く帰りなさい、クリスティーナ嬢のことがわかったら知らせてあげるからね、と言いおいて、シヴィルも行ってしまった。

「なんだってんだよ……」

　一人残された遼太郎は歯を食いしばり、土をぎゅっと握りしめた。

「僕にどうしろって言うんだよ……僕には」

（シスネっていうの。あたしの、ほんとの名前）

（かんちがいしないでね、あたし、すごくうれしいの。そういうこと言ってくれる人、いままでひとりもいなかったもの）

　陰のある顔で、それでもシシィは微笑ほほえんだのだった。

　かわいた眼めをした少女の笑顔が、いつのまにか、涙をいっぱいためた別の少女の面影に重なる。煙と蒸気がうっすら漂ただよう停車場で、握りこぶしを口にあてて泣くのをこらえていた妹――

（どうしても行ってしまうの、遼兄さま）

（わたし、お小こ遣づかいをためます。――たくさんたまったら、切符を買ってお兄さまに会いに行くの）

（ロンドンって、とっても遠い……？）

「……和かず音ね」

　爪つめの間に土が入って痛んだ。

　いきなり、遼りよう太た郎ろうは立ちあがった。

　泥だらけの膝ひざをはたきもせずに、猛烈な勢いで駆かけだす。

　屋敷の表門まで一気に走る。門は開いており、一台の馬車が止まって乗客を待っていた。

　長身の青年と、金髪の少年がそれぞれ乗りこもうとしているところだった。駆けてくる気配を感じて、少年が厳しいおももちで振り返った。

　息をきらして遼太郎は叫んだ。

「待ってくれ！」



　　　２



　その馬車の中は、とげとげしい雰囲気が充満していた。

　発散しているのはおもに一人で、山高帽を深々と鼻の上まで引き下ろし、貧弱なあごにぎゅっとしわを寄せたノークス博士のみ。

　相席に腰掛けたマダム・アンヘリータはあくまで女王然とした無表情を保ち、その隣となりで、小さな霊れい媒ばいの少女は保護者の不機嫌ぶりにますます小さくなって震えている。どこから入りこんできたのか、一匹の蜂はちが飛びまわっては壁にぶつかって出口を探している。

「まったく、わけがわからん」

　とノークスが言った。

「あの女は始末したと言っていたんじゃなかったのか？　少なくとも脅おどしつけて、しばらくははったりを控ひかえさせる気にしたと言っていたんじゃなかったのか。それがなぜ、まさに大舞台のあんなところにしゃしゃり出てくるんだ」

「伯爵夫人が呼んだのだと思いますわ、博士」

　マダム・アンヘリータがしとやかに答えた。鈴すず蘭らんの香りが濃厚に香る。

「『パラケルススの娘』は、変わり者のグリムズビー伯爵夫人のサロンのお気に入りの一人だというのは有名な話ですもの。私たちの警告を受け取っていたとしても、飼い主の伯爵夫人が呼べば出てこないわけにはいかなかったのでしょう」

　言葉を切って、謎なぞめいた笑みを浮かべた。

「それとも、それを招待状と受け取ってくれたのかしら――正しく」

「女め狐ぎつねめ」

　アンヘリータの独白はノークスの耳には入っておらず、組み合わせた手を落ち着きなく揺ゆらしながら彼はぶつぶつと呟つぶやいた。

「そういうことなら、なぜ最初から私に言っておかんのだ。始末するのではなく、交こう渉しようして味方につけることもできたろうに。伯爵夫人はすっかり私に失望しておられたようだ。あれでは寄付金のこともとうていあてには……」

　馬車の後ろと屋根には、先ほどホテルから逃げるように出てきたときに持ちだした荷物が山をなしている。

　ほとんどは裕福な紳士としての体面を保つために、ノークスが必要としたさまざまな衣装や生活道具、マダムと霊れい媒ばいアナマリア嬢の服、交霊会にそれらしい色彩を添えるための水晶玉や色々の怪しげな小道具といったしろもの。

　だが、裕福な伯爵夫人の援助が期待できなくなった今では、それらの道具の支払いが急に現実のものとしてずっしりと肩にのしかかってきた。ホテルの支払いをすませてしまうと、財布には泣きたくなるほどの現金しか残っていない。

　いったいなぜ、あの交霊会が失敗したのかわからなかった。すべて完かん璧ぺきに運んでいるはずだった。伯爵夫人をうまく担かつぎ出すことに成功し、あとはそれらしいことを霊媒に言わせればあんな婆さんはいちころで信じこませられるはず。そうすればあとは、伯爵夫人の潤じゆん沢たくな金でロンドンの名士として贅ぜい沢たくのし放題。

　そうなるはずだったのに、いったい何が起こったのかわからないまま、気がついてみればアナマリアは気絶して倒れ、小柄な少年に抱かれている。

　現れかけた天使は消えてメッセージは聞かれずじまい、会衆はそろって会の途中の記憶があやふやで、それもみなすべてこちらのせいにされてしまった。

　ノークス自身、いよいよ天使降臨というところで固唾かたずを呑のんだとき、さっと立ちあがった長身の影を見たとたん、金縛りにあってそれなり何もわからなくなってしまった。

　そしてその元凶すら、会が終わったとたん姿を消してどこに行ったかわからないと来る。

　豪ごう奢しやな金髪と気取った片眼鏡モノクルの、男装の女。クリスティーナ・モンフォーコン。『パラケルススの娘』、自称、魔術師。

　お気に入りの客が消えたのは出し物がつまらなかったせいだと思ったのか、伯爵夫人はすっかり気を悪くし、話すらろくに聞いてくれようとしなかった。寄付金などは、言い出すだけ無駄。描いていた夢も、みんなご破算。

　そもそも、ロンドンに出てきたこと自体、それまで地方でほそぼそと寸すん借しやく詐欺を働いていたノークスにとって、命がけにもひとしい大計画だったのだ。

　若いころ、素人しろうと劇団でみがいた演技力と指先の器用さを武器に、カモが見つからないときはどさ回りの見世物小屋で手品やえせ読心術師をしていたが、そうした興行の途中で、現れたのが彼女――マダム・アンヘリータだった。

　泰たい然ぜんとした彼女の白い顔を、薄気味悪そうに彼は見つめた。そういう見かたをするのは初めてではなかった。出会ったときから彼女はどこか得え体たいがしれず、すばらしい大金と、地位と名声が手に入る話がある、と持ちかけてきたときも、ほかのごろつき仲間が浮かべている賤いやしい薄笑いを彼女は浮かべていなかった。

　ただ女王のように現れて、丁寧な言葉で協力を要請しただけだったのに、ノークスは拒否できなかった――あとで、アンヘリータが何か悪魔めいた力で自分に催眠術をかけたのではないかといぶかったほどに。

　自分ではさんざん天界の使者だの、霊体からのメッセージだのという言葉を並べておきながら、ノークス自身はそんなことをみじんも信じていなかった。

　神様なんてものがいるなら目の前に現れてみやがれと思う半面、地獄の存在は、粋いきがった表向きに反して心の底から信じていた。二日酔いで目覚めた朝の夢に、真っ黒な悪魔と血色の業ごう火かを見て脂あぶら汗あせまみれになることもしばしばだった。

　そしてアナマリアもまた、アンヘリータがどこかから連れてきた娘なのだ。悪魔憑つきの娘、怪物を意のままに操あやつり、人の精気を吸って殺し、時には故人の魂たましいや、天使のふりさえして、綺き麗れいぶった虚言で人々に取り入ってみせる小悪魔。

　地獄の住人の一人に、もしかしたら自分はとらわれてしまったのではあるまいか。今は一刻も早く、逃げ出すことを考えたほうがいいのでは。身みの丈たけに合わないことに、俺は手を出してしまったのではないか。

　ああ、だがそんなことを考えているのが知れたら、こいつらはきっと俺を他の奴やつらと同じように殺すだろう。

　落ち着きなく指をかみながら、ノークスは目の前でうずくまる二匹の女悪魔からおどおどと目をそらした。

　怯おびえるノークスには目もくれずに、アンヘリータは外を眺めていた。蜂はちがぶんぶんと飛びまわり、その象ぞう牙げのような白い耳みみ朶たぶにぴたりと止まる。

「はい」

　ほとんど唇くちびるを動かさずに彼女は囁ささやいた。

「はい――いいえ――はい。わかりました、おっしゃる通りにいたします、主様。わたくしも、そろそろ潮しお時どきだと思っておりました」

「何だ？　何を言ってる？」焦あせった調子でノークス。

「いいえ、別に。それより博士」

　そっけなく応じて、アンヘリータはノークスに向きなおった。

「わたしたちを追いかけてくる者がいるようです。あのクリスティーナ・モンフォーコンの従僕と、伯爵家の息子が。おそらく、彼女が消えたのは私たちのしわざだと誤解して、問いただしに来るのではないでしょうか」

「何だって!?」

　ノークスは声を裏返らせた。

「伯爵家の息子だと!?　くそ――なんだってそんな――従僕は別として、貴族がたかが女一人になんでそんなにむきになる。関係ないだろうに」

「クリスティーナ嬢は美しい女性ですわ。未熟な少年が、あざやかな魅力を持つ年上の女性に好意を持つのは当然のことではありませんか」

「つまり、そのどら息子はあの女め狐ぎつねに惚ほれてるってわけか？　畜生！」

「アナマリアにその少年を襲おそわせます」

　憤ふん然ぜんとしたノークスにはかまわず、アンヘリータは先を続けた。

　座席に丸くなって震えていたアナマリアは、すなわちシシィは、名前を呼ばれてびくりと顔をあげた。

「――そして私たちが、あわやという時に出ていって彼を救います。

　いっしょにいるクリスティーナ・モンフォーコンの従僕を殺せば、危機一髪の説得力も出るでしょう。息子を救った事実を持ってもう一度会えば、夫人も悪い顔はできないにちがいありません」

「ふん」ノークスはまだ不機嫌そうだった。

「だがそううまく行くかな？」

「伯爵夫人は不ふ肖しようの末の息子のことがかわいくてたまらないそうです。もし彼が何か回復不能な傷を負ったとしても、大事な息子がロンドンのいかがわしい場所をうろついていたことを知ったら、伯爵家の家名のためにもなんとかしようとするでしょう。いすれにせよ、損にはなりません」

「なるほどな」

　いささかやけっぱち気味の笑みをノークスは浮かべた。

「ようし、それでいこう、どっちにしろもう十分厄やつ介かいなことにはなってるんだ。ここまで来たら上品ぶることもあるもんか。おいアナマリア、聞こえたな？　あとからついてくる奴やつを襲うんだ、いいか、ただし、全員殺すなよ。伯爵の息子は大事な金づるだ、せめて、発狂させる程度に抑えとくんだ、いいな」

　すっかり紳士風の話し方は忘れ去られている。イースト・エンドの裏通りまるだしの口のきき方でノークスは少女を睨にらみつけた。

「あ――あたし、……嫌いや……」

　うつむいたシシィの声は馬車の軋きしみにまぎれてほとんど聞きとれなかった。

「あん？　なんと言ったんだ？　聞こえないぞ」

「あ、あたし、嫌。あたし――やらない」

「なんだと？」

　ノークスの顔が怒気に染まった。

「今さら何をいい子ぶってるんだ、ああ？　あの怪物に、今までさんざん何人も襲わせて来たくせにたかが子供二人に嫌とはなんだ。やるんだよ、この悪魔の子豚め。だれのおかげで贅ぜい沢たくができてると思ってるんだ」

「嫌――嫌。あの人、あの人だけは――嫌」

　必死にもがきながらシシィはうったえた。

「あの人、あたしにやさしくしてくれたの。あたしのお話聞いてくれて、怒ってくれて、悲しい顔してくれて、あたしの名前聞いてくれたの。だから嫌。あの人だけは傷つけたくない。お願い、ほかのことならなんでもする。でも、あの人だけは助けてあげて」

「畜生、なんてこった！　おまえ、秘密を話したのか？　あの若造に？　そうか――あの東洋人の小僧め」

　唸うなって、少女の襟えり元もとをわしづかみにする。

　上流紳士ぶった気取りはすっかりはげ落ちて、欲望とてらてら光る歯は茎ぐきをむき出しにしたその顔は飢えた野犬そのものだった。

「すると、どうあってもその小僧には死んでもらわなくちゃならんな。おい、子豚め、これがどういうことかわかってるのか？　あの小僧、スコットランド・ヤードの刑事がついて回っていたぞ。今ごろきっと何もかも警察に話して、俺もおまえもそろって縛り首だ。貴様って奴やつは、この俺にまで呪のろいをかけなきゃ気がすまんのか！」

「アナマリア。博士の言うことを聞きなさい」

　アンヘリータが割りこんだ。ノークスの腕に手をかけてシシィを降ろさせる。ぼろぼろ涙を流して身を縮める少女の上に身をかがめ、黒いショールをマントのように広げた。

　鈴すず蘭らんの香水が馥ふく郁いくと少女を包む。やさしい白い手にそっと頬ほおを触れられ、シシィはいよいよ身をかたくした。

「いい子ね、アナマリア。博士の言うことをお聞きなさい。わたしの言うことを聞くのよ。お母さまの言うことを聞くでしょう。アナマリアはいい子だもの。お母さまの言うとおりにするのよ、かわいいアナマリア」

「あ――あたし、そんな名前じゃない」

　震える声で少女は言い返そうとした。

「あたしの――名前は……」

　名前は……名前は……

　だが、その先は心細く消え、暗黒が水にひたされたインクのようにじわりとにじみ出してきた。

「嫌いや……」

　少しずつ闇やみに溶けていく身体からだを感じながら少女は最後に呟つぶやき、やがて、くりかえされるアナマリアという囁ささやきに、すべてが呑のみこまれた。





「っていうか」シヴィルが言った。「動きませんね」

「……みんなで手分けして、この辺探したほうが早くない？」

「う、うううう、うるさいうるさいうるさい！　魔術師がそんな非効率的なことができるか！　ちょっと待て、もうちょっと」

　アレックスは石畳の上に描いた魔方陣の上にかがみ込んで脂あぶら汗あせをたらしている。

　がたつく石畳にチョークで描かれた歪ゆがみがちなヘクサグラムのまん中に、呪じゆ文もん（らしきもの）を描いた代しろ物ものが一枚。

　間の悪いことに施術用の羊よう皮ひ紙しを切らしていたという理由で、遼りよう太た郎ろうが持っていた麻のハンカチ（新品）が犠牲になった。術者が必死になって身ぶり手振りをくり返すにもかかわらず、強情にも、期待に応こたえるそぶりも見せない。

　交霊会の舞台となった屋敷を出たあと、三人はノークス博士一行の投宿しているホテルを急襲した。

　だが、そこで出くわしたのはホテルの支配人のもの柔らかな鉄面皮と、くだんのお客さまはつい先ほど荷物をまとめて出立されました、さあ、行き先は、わたくしどもの関知するところではございませんので、という返事だった。

　つまりは、商売の邪魔なのでとっとと出ていってくれ、ということだと了解せざるを得ず、わめきたてるアレックスをシヴィルと二人で引きずり出して、あとは道行く人々や商店主、馬車の御ぎよ者しやたちなどから地道に聞きだすほかなかった。ようやくロンドン下町の特に奥まったあたりに向かったらしいという情報をつかみはした、のだが。

「クリスティーナはすぐに僕を探し出していたけどな。水晶に鎖をつけた、振り子みたいな奴で。あれじゃ駄目なの？」

「ええい、偉大なるこの大バシレウスが、あんな素人しろうとの使うような術を使えるか！」

　言っても無駄のようだ。

　アレックスは相手にならなさそうだと見み極きわめて、遼太郎はシヴィルに尋ねた。

「ねえ、ここってどのあたりなんですか？　ずいぶん人ひと気けのないところですね」

「さあ、僕もあまりこのあたりには詳くわしくなくて。さっきタワー・ブリッジを渡ってしばらく来たから、テムズの近くの貧民街のどこかだという気はするんだけど」

　シヴィルも心細そうに周囲を見回している。

　古い倉庫や掘っ立て小屋に近い家が並ぶ狭い裏通りは、深しん閑かんとして人の気配さえない。日はとうに落ち、満月に近い月が傾いた煙突の上からななめに光を落としているが、それ以外は真の闇やみがあたりを包んでいる。

　そして道が狭くて馬車が入れないと見るとアレックスはそこで車を返し、断固として徒歩であとを追うことを主張したのだ。魔術師バ（略）の力をもってすれば、ペテン師どもの行方ゆくえなど指のひとさしで事足りると言って。

　結果がこのありさま。

　はたしてさっきの判断が正しかったかどうか、迷いが生じるのも無理はない。

「はっくしょい！」

　いきなりシヴィルが派手なくしゃみをした。

「すいません」アレックスにすごい目つきで睨にらまれ、鼻をすすって答える。

「どうも鼻風か邪ぜ気味で。鼻に虫が入ったんですよ」

　その言葉を裏づけるように、小さな蜂はちがブンと羽音をたてて飛び去った。

　アレックスは猛然と鼻を鳴らして魔方陣に向きなおり、おおっと声をあげた。

「う、動いた!?　動いたぞ！」

「なんだか君がいちばん驚いてるみたいに見えるけ……ごめん」

　ふたたびすごい目つきで睨にらまれて遼りよう太た郎ろうは小さくなった。

　呪じゆ文もんを書きこまれたハンカチは小動物のように震え、丸まって起きあがろうとしていた。おぼつかない動作で頭を持ちあげ、身震いしながら何かの形をとろうとする。

　だが、完全にそれが形をなそうとしたとき、ハンカチはぐしゃりと潰つぶれて地面にわだかまった。いきなり何かが握りつぶしでもしたようだった。

　めくれ上がった端はしが炎を噴く。たちまち燃えつきる魔術の産物を見ながら、三人は茫ぼう然ぜんと佇たたずんだ。

「なんだ？　いったいどういうことだ？　術式は正しかったはず――」

「しっ！　だれか来る」

　鋭く制したのはシヴィルだった。

　影に隠かくれた通りの向こうから、誰だれかがコツコツと靴音を響かせて歩いてくる。

　理由もなく、遼太郎はふいにぞっとした。覚えのある感覚だった。このロンドンに来た最初の日、あの暗い下宿屋の廊下を上がっていたときに感じた感覚だ。

　腐ったような臭においが鼻をついた。

「……誰だ？　そこにいるのは」

　思いきって誰すい何かした。靴音が止まった。

　月影が切りとるななめの空間に、赤いベルベットのドレスが見えた。

　小さな手が、身体からだの両脇にだらりとたらされている。

「女？」

　アレックスが眉まゆをひそめた。「あの霊れい媒ばいの娘か？」

「シシィ！　君か？　逃げ出してきたのかい!?」

　遼太郎は思わず一歩前に出た。

「危ない！」

　言葉そのものよりも、声に驚いたことが遼太郎の命を救った。

　びっくりして一瞬足を止めるのと同時に、実体を持った黒い疾しつ風ぷうが一秒後には頭があったはずの場所を薙ないだ。

　糸くずのようなものが鼻先に落ちてきて顔をこすった遼太郎は、それが切られた自分の前髪であることに気づいて息を呑のんだ。

「下がれ、馬ば鹿か者！」

　アレックスが怒ど鳴なって上着に手をつっこんだが、目的のものを探さぐりあてる前に、再び襲おそった一撃に吹き飛ばされた。

「坊ちゃん！」

　叫んで駆かけ寄ろうとしたシヴィルも同じ運命をたどった。二人はあいついでひび割れた煉れん瓦がの壁に叩たたきつけられ、そのまま動かなくなった。気絶したらしい。

　じりじりと遼太郎は後ずさった。

　腐ったような臭においはますます強くなり、影の中から、ベルベットのドレスを揺ゆらしてゆっくりとシシィが歩み出てきた。

　赤いドレスは月光のもとで古い血の色をしていた。小さな顔に表情はなく、遼りよう太た郎ろうを見る目は二つの黒い穴だった。

　こつん、と足音が響いた。

「シシィ……、やめるんだ、シシィ。シスネ。聞こえてないのか？　僕だ。遼太郎だよ」

　みたび風が唸うなり、あやうく飛びすさる。

　胸にするどい痛みを感じた。

　シャツが切り裂かれ、胸のまん中に縦に長い切り傷ができていた。

　間をおいて、じわりと血がにじみ出してくる。自分の血の鉄臭い匂においを遼太郎は嗅かいだ。

　ゆっくりと歩いてくるシシィの姿はしだいに闇やみに包まれつつあった。

　地面にのびる影からじわじわと暗黒が、生き物のように立ちあがり、少女の足から身体からだ、手、首、顔を、泥のように重い漆しつ黒こくに塗りこめていく。

　ついにはそれは、甲虫の背中めいた脂ぎった光沢を持つ外殻になり、少女を完全に覆おおいつくしてしまった。

　黒い鋼鉄の板を何枚も重ねて造りあげた異い形ぎようの生物。曲がった背中からは太い触手が何本も生え、メデュウサの髪のように宙をのたくっている。その一本はすでに血に濡ぬれ、赤い滴しずくをしたたらせていた。遼太郎の血だ。

「シシィ……！」

　赤い瞳ひとみがかっと開いた。

　ひゅっと音がした。再び激痛。

　今度は右腕を切り裂かれた。ぬるいものが手首を伝いおりる。失血の前触れのめまいを遼太郎は感じた。半身は痺しびれたようだった。

　迅はやすぎる。避けられない。

「シシィ、目を覚まして、僕だよ――」

　背中が壁に当たった。

「シシィ……」

　なすすべもなく遼太郎は呟つぶやいた。

　ごめん、シシィ。助けたかったのに、やっぱり僕には君を助けてあげられない。

　どうしたら、君を助けてあげられるのかわからない。どうやれば君をそこから、その呪いと影の中から助け出してあげられるのか、僕には……――

　とどめの触手が振りあげられる。

　遼太郎はかたく目をつぶった。

　目の端はしできらりと何かが光った。

　怪物の、轟とどろくような咆ほう哮こうが路地の空気を震わせた。

「やあ、なまけものの従僕君」

　場違いなまでにのんびりとした声がした。

「私がいなくて困っているようだから戻ってきてあげたよ。どうかな？　調子は」
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「あ、あ、あ――」

「ん？　どうした？　再会の感激のあまり声も出ないかね？」

「あ、あなたって人は！」

　遼りよう太た郎ろうは爆発した。

「今までどこにいたんです？　いきなりぱっと消えたと思ったら、こんな時にこんな場所にまたぱっと冗談みたいに現れて、人をばかにして！　いったい――」

「ああまったく、うるさい子だね」

　魔術師クリスティーナ・モンフォーコンは、邪険に言った。

「そういちいち口うるさいと、このそうぞうしい世の中気楽に生きていけないぜ。それはそうと」

　朱あかいくちびるに獰どう猛もうな笑みを浮かべて、にじりよる怪物に向きなおる。

「まず先に、うちのレギーネをいじめた悪い子におしおきしないとね。ほう、なかなか見事な物質化マテリアライゼーシヨンの見本だ。おいで、レギーネ」

「はい、お嬢さま」

　すぐそばで澄んだ声がして、遼太郎はぎょっと振り返った。

　銀の長い髪が揺ゆれ、メイド姿の美少女が空気からわき出すように現れる。レギーネを従え、クリスティーナはルビーのついた仕込みステッキに手をかけた。

「待ってくれ！」無我夢中で遼太郎はしがみついた。

「何だね、いったい」

　ふりむいたクリスティーナの顔は心底うんざりしていた。

「まだあの娘を助けてやれとでもいうのかね？　悪いが、あの娘はすっかりあの霊体に取りこまれていて、引きはがすのは容易じゃない」

　怪物を指さす。いったん後退したそいつは身を低くし、曲がった背中のとげを不気味に蠢うごめかせながらこちらに近づく機会を狙ねらっている。

「もっと時間と道具に余裕のある時なら別だけどね。今は物質化の核になっている憑依者よりましごと始末する方が、ずっときれいで安全で簡単なんだよ」

「じゃあ、助ける方法はあるんだ、そうなんでしょう？」

　必死になって遼太郎は言った。

「言ってください。僕にできることならなんでもするし、できないことでもなんとか頑がん張ばります。僕は――あの子を、助けたい」

「またもや自己満足の領域かね、ふふん？」

　クリスティーナは意地悪く片目を細める。

「言ったはずだよ、この世界は力なき者の言葉など聞きはしないと。君に私の一撃を止める力はない」

　緑色の瞳ひとみが燃えている。

「生意気は自みずからの力を示してみせてから言うことだ。それとも、彼女を救うことでおのが無力を少しでも忘れたいというわけか？

　それこそ愚行だな、少年！　他人に自らの存在意義を背負わせることほど、愚かなことも罪深いこともないというのに」

　クリスティーナの口調は苦かった。

「それでも！」と遼りよう太た郎ろうは叫んだ。

「僕に助けを求めることもできないくらい、あの子は絶望してた。あんな小さい子が、僕なんかよりもずっと。

　僕は身勝手かもしれない、僕には力がないかもしれない。助けても、もしかしたら、彼女にとってはよけいなお世話なのかもしれない、それでも――、

　それでも、僕は、あの子にあのまま死んでほしくないんだ！」

「――よかろう」

　短い間があって、クリスティーナは言った。了解した、というより、むしろ脅おどしつけるような声だった。

「君の力を示してみせるがいい。最低限の協力はしてやる。これをはめろ。両手だ」

　手から指ゆび環わをぬいて投げわたす。一つは黄色い宝石、もう一つは紫の宝石がはまったごつい金の細工で、はめるとずっしりと重かった。

「それがあれば物質化した霊体を直接手で引き裂ける。中に手をつっこんで、取りこまれた娘を引きずり出せ。あとは私がやる。

　言うまでもないと思うが、そうするためにはあの怪物と鼻先をつきあわせる位置にまで近づく必要がある。むろん、行くまでに殺される危険性も」

　あっさりとつけ加えた。「で、やるかね？」

　遼太郎は指環を見つめ、クリスティーナを見あげて、しっかりとうなずいた。

　クリスティーナは顔をしかめた。

「わかったよ。レギーネ、彼の援護を。奴やつを押さえろ、ロード・バイロン」

　きいっと返事があって、蝙蝠こうもりの羽をぱたぱたいわせながらバイロン卿きようが夜空を飛来してきた。みるみる巨大な魔猿となって、ずしんと飛び降りる。

　隆りゆう々りゆうとした胸を叩たたいて咆ほう哮こうすると、敵の存在に向きを変えかけていた怪物に背後から組みつき、触手の攻撃をものともせずがっちりと押さえつける。

　遼太郎は血に染まったシャツを裂き、傷ついた右腕をしっかりと縛りつけた。

『喚起せよ・喚起せよ・そは裂く刃にして鉄てつ槌ついなり・雷電なり・野獣なり・汝なんじ駆かける者・汝強き者・汝意志する者・あまねき権能を汝に付与せん』

　クリスティーナの口から低く呪じゆ言ごんが流れる。

『乾きし地の霊・流るる水の霊・揺ゆらめく風の霊・突き刺す炎の霊・』

　遼りよう太た郎ろうの両手にはまった指ゆび環わが熱を帯びて光を発しはじめた。かすかに震動しながら不思議な調べを奏かなで、共鳴し、二つの間をアーチのようにほとばしる力の流れが見える。

　レギーネが身を低くして両手をついた。

『ツェ・カウェ・ユケパロン、トヴ・クティバルタ・イグ・カイ・オパヴォヴ、トヴ・クティバルタ・ヴクタ・カイ・ヌスウェパス・ソルス』

　黒いドレスが音をたてて中から裂け、白い背中があらわになる。

『喚起せよ・飛ひ翔しようせよ・響け・切り裂け・汝なんじ光の五重の剣・阻はばむ暗黒を・粉砕せよ！』

　レギーネの全身が弾はじけた。

　ガシャガシャジャキジャキと鋼はがねの響きが交錯し、か細い肩けん胛こう骨こつの間から、真しん鍮ちゆう色にきらめく重なりあった刃の連なりが伸びる。

　肘ひじ、膝ひざ、肩、腰、胸、首、手の指の一本一本からのびた、ぎらつく刃のおびただしい光が、白銀のドレスのように少女を彩いろどる。鋼鉄の天使を思わせるその翼が、ジャキンという音とともに大きく広く空を覆おおう――

「印形シジル、――〈智天使Cherubim〉！」

　レギーネは舞った。

　殺到する黒の鎌かまをからかうように宙に舞い、さっと手を一振りした。銀色の花が虚こ空くうにはじけた。ずたずたに切断された闇やみ色の甲こう殻かくが飛び散り、腐臭を散らして消滅する。

　シシィを呑のみこんだ怪物が、巨猿の腕を振りほどいて前に出ようとする。レギーネは敵に向かって指をのばし、刃でできた翼をひと打ちした。光一いつ閃せん、怪物は地鳴りのような声をあげて後ずさった。真しん紅くの片目に、青白い鋼鉄の羽根が一本、深々と突き立っていた。

「今だ――行け！」

　遼太郎は迅はしった。

　血まみれの手は雷に打たれたように痺しびれ、ほとんど感覚がない。狭せばめられた視界の向こうで、黒い怪物が吠ほえ猛たけっている。けれどもあの中には黒い髪の少女がいる。

　そのことだけに意識を集中する。空を切る触手が頬ほおをかすめ、レギーネの放はなつ弾に撃墜される。切れた頬から流れる血のぬるい感触。

　空中の鋼鉄天使をよそに、新たな怪物の刃が遼太郎に殺到する。

「印形シジル、〈主天使Dominions〉！」

　白い光のドームが遼太郎を覆い、肌を引き裂こうとした闇の切っ先をすべて粉砕した。

　思わずクリスティーナを振り返る。彼女はにこりともしていなかった。

「何をしている？　敵は目の前だぞ」

　そうだった。腹を据すえなおし、もう一度前に目を向ける。

　そこには巨大な猿に押さえられ、轟とどろく声で咆ほう哮こうしながら身もだえている異い形ぎようのもの。自分とは関かかわりを持てない、関わりは持たない、そう思い決めたはずの超自然の魔。

　だが、足は止めない。漆しつ黒こくの巨きよ躯くはすぐ目の前。重なりあったぶあつい鱗うろこの表面に、今の遼りよう太た郎ろうでなければわからないかすかな割れ目が見える。

（僕には、何の力もない）

（だけど僕は、あの子を助けたい）

　とつぜんの恐怖が胸をつかむ。目がくらみ、ふっと視界が暗くなる。怖れ。不安。できないかもしれない、どうせ、そうに決まっているという馴な染じみの気持ち。諦あきらめ。

　――力なきものの声など、世界は一いつ顧こだにしないのだよ、少年……（そこでいつまでも、自分のできないことばかり数えあげて震えているがいい！）

　アレックスの怒ど鳴なり声が雷鳴のように、迷いこみかけた迷路から遼太郎をはじき出す。

　手を伸ばす。

　つっこむ。

　ぬるりとした感触。かたい金属の光沢をした皮膚は、深い沼の泥のようにずるりと遼太郎の手を呑のみこんだ。

　怪物がもがく。

　レギーネが大きく翼を広げた。

「印形シジル――〈熾天使Seraphim〉！」

　鋼鉄の天使の翼から光があふれ、白光の滝となって異い形ぎようの上になだれ落ちた。

（手紙を書きます、お兄さま……ロンドンって、とっても遠い……？）

「――うあああああああああ！」

　いつのまにか遼太郎は叫んでいた。くくった右腕のシャツはほどけ、血がしたたっている。だが止まらない。二つの指ゆび環わが小さな太陽のように光り輝いている。

　レギーネの光を逃れた鎌かまが、頭上に降ってくるのが目の端はしに見える。

　だが、それは笑ってしまうほど遅い。手を伸ばし、とらえる。ひねる。ぶちぶちと繊せん維いがちぎれ、振りほどかれた触手が空を切る。

　受け流し。身体からだがかってに動いた。かつて身体に覚え込んだ動きが、綺麗に敵の力を逆手にとる。巨大な身体が揺ゆれる。震動する。

　さらにつっこむ。燃えるがごとき両手を。奥へ。さらにもっと奥へ。

　押し開く。力をこめて。

　血の臭においと粘い糸を引きながら、闇やみがそこに口をあけた――。

「シシィ！」

　夢中で遼太郎は声をふりしぼった。

「シシィ！　シスネ！　僕だよ！　助けに来たよ！」





　呼んでいる――。

　そう思うのは何度目のことだったろう。夢うつつに少女は目を開く。

　誰だれかがあたしのことを呼んでいる。

（……ィ。――ネ……）

　いいえ、あれはただの幻まぼろし。すぐに、優しい手のひらがそっと頭を押さえてしまう。

　目を開いても怖いことがあるだけ。だからこのまま眠っていましょう。お母さまがそばにいてあげる。安心してお眠りなさい、アナマリア。

　鈴すず蘭らんの香り――。

　ああ、そうだ。お母さまがそばにいて下さるもの。だからあたしは、何も見なくていい。聞かなくていいのだわ。

　たまに投げ込まれるたった一つのパンをめぐって、みんなが争う音も。力つきた友だちの呼吸が、だんだん細っていくのを数えることも。死んでしまった子供の肉が、ひっそりと裂き取られていく音に、身体からだを丸めて耳をふさぐことも。

　でも、どうして、あの声だけは。

（シシィ――シスネ……）

　もっと聞きたい。聞かせて、あの声を。

　いけません。断固として、母の手が引き留める。

　あなたはあんなものを聞いてはいけない。聞く必要はないの。あなたはお母さまの声だけを聞いていればいいのよ。

　お眠りなさい、アナマリア。聖母に愛されし子アナマリアよ、お母さまの言うことが聞けないの？



    

  
    
      



    

  
    
      　いいえ、でも、あれは。

（シシィ……シスネ――僕だよ……）

　少女は頭をあげようとする。

　暗黒に、一条の光がさしているのが今は見える。はるか上の、針の先でついたような明るさの中に、恐怖と緊張でひきつった顔をした少年が、それでも必死に、こちらに向かって両手を差しのべているのがわかる。

（シシィ！　シスネ――僕だよ！　君を、助けに来たんだよ！）

　あれは。

　あの人は。

『いけません』

　母の声が聞こえた。

　少女はふいに怯おびえが心をつかむのを感じる。まるで絹のようだった母の声が、どうしてこんなに低くざらついているのだろう。

　それに、この臭におい。腐った沼の泥のような。

　思わず身を引き離すと、身にからみつく何かに気づいた。

　まるで海かい藻そうのような長くぬめぬめとした女の髪が、全身をからめ取るようにびっしり巻きついている。

　悲鳴をあげて少女は髪を振り払った。

　これがお母さま？　これが、あのぬくもりの正体？

『おまえはアナマリア。わたしの作った娘』

　暗黒の底から、ゆっくりと何ものかが浮上してくる。

　粘土で作った仮面の顔、美しい顔。その顔にひびが入り、崩れ落ち、背後に隠かくされていたものが明らかになる。

　少女は悲鳴をあげた。

『おまえはわたしの言うこと以外に耳をかたむけてはならない。わたしの娘はわたしに作られた者。聞きなさい、アナマリア。アナマリア。アーナーマーリーア』

　いや！　あたし、あたしは――

「あたし、あたしは、そんな名前なんかじゃない……！」

　夢中でそう口にした瞬間、世界が揺ゆれた。

　脂の灼やけるような音とともに、手足のいましめが溶けていく。

　砕けた仮面はくるりと眼めを裏返し、闇やみの中に沈んでいった。両目からどっと温かいものがあふれだし、少女は、長いあいだ忘れていた涙が両手をぬらすのを感じた。

（シスネ！　シシィ……）

　ぬれた両手を差し上げて、ありったけの声で少女は叫んだ。

「助けて！　助けて！」





　ごぼっ、と音がした。

　腕の中にきゃしゃな身体からだを抱えて、遼りよう太た郎ろうは後ろざまに転んだ。泥から足を引き抜くような感触だった。

　胸の上に小さな白い顔が、目を閉じたままぐったり寄りかかっている。

　はっとして首にあてた手に、しっかりと鼓動が伝わってきた。

（生きてる）

　よかった。そう思った瞬間、両手にはめていた指ゆび環わが、燃えがらのように黒くなって、ぼろりと崩れ落ちた。

「よくやった。あとは任せたまえ」

　耳もとを通りぬけた風が、そう言った。

　はっと顔をあげた遼太郎は、そこに信じられないものを見た。

　クリスティーナが笑っていた。

　いつもの冷笑、あるいは、獰どう猛もうな、狼おおかみのような笑みではなく、見る者の心をあたため勇気づける、力強くやさしい微笑ほほえみ。

　だがそれも一瞬のことで、彼女はすぐにまっすぐに怪物に視線を向け、走りながら仕込み杖つえの細い刃を抜きはなった。

　柄つかに飾られた真しん紅くのルビーがきらりと光る。憑ひよう依い者を失った怪物はもはや抜け殻でしかなかった。すでに形を失いかけ、すすり泣くような声で吠ほえたけるその頭上に、クリスティーナの刃が一いつ閃せんした。

　残ざん骸がいがぱくりと割れた。

　抜け殻は最後にか細い悲鳴をあげると、形をなくしてずるりとほどけた。

　二つに割れて崩れ落ち、端はしから崩れた組織がぼろぼろと灰のようになって、風にまかれて飛んでいく。青い炎をあげながら、残ったわずかな燃えがらも急速に縮んでゆき、最後に、掌てのひらほどの長さの、赤いきれいな結晶が残った。

「ふむ」

　結晶を拾いあげて、クリスティーナは唸うなった。

「いつものように始末してもいいが――ちょっと筋を通してあげたほうがいいかな。レギーネ、我慢できるかい？　すぐにまた、もっといい別のを狩ってきてあげるから」

　変形を解いたレギーネはもう立ち上がっていたが、ちょっと唇くちびるに手をあてて考え、やがて、真面目まじめな顔をしてうなずいた。

「いい子だ」

　銀髪をひと撫なでして、クリスティーナは結晶を懐ふところにしまった。

「それにしても遼太郎君、君が本当にやりとげるとは思わなかったよ。さすがはあの、頑固者のお姫さまの血だね。君がどうしようもない無能で無知でわがまま者の子供で田舎者いなかもののぽっと出なのは相変わらず否定できないが、まあ、無知ゆえの無む謀ぼうさというのもたまには役にたつことがあるんだということがわかっただけでも今回はとりあえず褒ほめてあげるよ。聞いてるかい、遼りよう太た郎ろう君？　……少年？」

　返事はなかった。とっくの昔に気絶していた。



    

  
    
      


　　幕切れ――Cartain call





　角張って重いトランクはまるで足あし枷かせのよう。

　でこぼこの一つ一つにひっかかり、膝ひざにぶつかって足をもつらせ、はみ出した紙し幣へいをうるさくはためかせる。衣装や宝石や、手元のものを手当たりしだい売れるだけ売り払って得た貴重な現金だ。目に流れ込んだ涙が酸のように感じられるが、少しでも足をゆるめるような勇気はとてもなかった。彼は追いつめられていた。

「つまりは」

　前方から声がとつぜん言った。

「君は上流社会の仲間入りをしたかったわけだ。裕福でお上品で頭は空からっぽ、他人には尊大、世間体を気にし、周囲の人から拍手を受けて、お辞儀して回る猿さるの一匹にね。

　どうでもいいけど、その走り方はあまり感心しないな。優ゆう雅がさに欠ける。紳士というのはもっといつも落ちついて、泰たい然ぜんとしてなきゃいけない。お節介はあまり趣味じゃないんだが、とにかく、それは忠告してあげようと思ってさ」

　男の喉のどからひいっと悲鳴がもれる。

　最後の手段として放はなった怪物がこの相手に手もなく破壊されるのを目の当たりにした直後、彼は逃げ出したのだった。Ｓ・Ｔ・ノークスという名も、博士という肩書きも、連れのマダム・アンヘリータも悪魔憑つきの小娘も、すべてを放ほうりだして。

　いずれ警察の追っ手もかかるだろう。今は命と、ようやく持ちだすことのできたトランクの中のいくらかの金が彼のすべてだ。

　それだけあれば、田舎いなかに引っこんでしばらくは身をひそめていることができる。ロンドンさえ逃げ出せれば。あの悪魔どもの跳ちよう梁りようする、この魔の都を脱出できれば。

「ピーター・タナー？　レジー・ハドソン？　アーサー・ディ・ヴァイン？」

　ゆっくりと相手が近づいてくる。月明かりに、シルクハットの下に流れる黄金の滝のような髪が冷たくきらめいた。片眼鏡モノクルの向こうで、緑の瞳ひとみが笑みを浮かべていた。

「いくつ名前を使ってもかなわなかった夢が、やっと実現するんじゃないか。喜びたまえよ。私は君を、上流階級ってやつに招待しに来たんだぜ」

「し……招待……？」

　神よ、こいつは人間じゃない。化け物だ。あの小娘の連れてた悪魔と同類だ。

（いや、もしかしたら、それよりもずっと悪い――）

　つま先に何かが当たった。

　はっとして見おろすと、手のひらほどの長さの、赤色の結晶がころりと転がった。

「まあ何だ、身分ってやつにはつねにうっとうしい義務ってものがつきものなわけだよ」

　けだるげに髪をかき上げながらクリスティーナは言った。

「社会福祉。慈善行為。つまりは高貴なる義務ノブレス・オブリージユってやつ。不幸な未亡人に援助金を出したりとか、働き口のない人に職を紹介したりとか、身寄りのない子供たちにスープ代を支払ってあげるとか、そういうこと。私だって、お気に入りの指ゆび環わを二つもなくしたんだ。君だって紳士として、何か少しは提供してあげるべきだ、そう思わないか？」

　冷たい手が足首をつかんだ。

　彼は絶叫した。

　赤い結晶がどろりと溶け、中からうぞうぞと蠢うごめく何ものかが這はい出してくる。赤く燃える目をもったそいつらは、小さな手と足をすばやく動かして彼の身体からだを這いのぼり、あっというまに全身を覆おおいつくしてしまった。

　トランクが落ち、詰めこまれていた紙し幣へいが木の葉のように舞った。何かを引き裂く音、猫がミルクをなめる音が響いた。彼は再び悲鳴をあげた。

「これで君も上流社会の仲間入りだ。よかったじゃないか。もっとも」

　シルクハットを傾けて、クリスティーナは呟つぶやいた。

「じきにご退場、ということになるようだけどね」

　だれも聞くもののないまま、悲鳴はやがてうすれて消えた。

　軽い羽音がして、あざやかな黄色の小さな小鳥が夜の空から舞い降りてきた。クリスティーナの指にとまり、高い声で二、三度鳴く。

「おなかはいっぱいになったかい？　そう、それはよかった」

　ピンク色のくちばしに唇くちびるをよせて、クリスティーナは優しくささやいた。

「で、これからどうするね？　望むなら、君たちがとうに行っているはずだった世界に送ってあげてもいいけれど。ん、何だね？」

　小鳥は澄んだ声で長々とさえずり、クリスティーナはそれに注意深く耳を傾けた。

「なるほど、それはいい心がけだね。確かに今の彼女には、誰だれか護まもり手が必要だ」

　感心したように彼女は言った。

「しかしそれなら、約束してもらわないといけないよ。むやみやたらに生き物を襲おそったり殺したりしないこと、いいかね？　特に人間は厳禁だ。私が特別に許可した場合は別だけどね。もし約束を破った場合は、おしおきするよ。怖い怖いおしおきをね」

　小鳥は羽をふくらませて身震いし、するどく一声鳴いた。

「よかろう。では、行きたまえ」

　手を差し上げる。

　小鳥はまっすぐ夜空に飛びあがり、姿を消した。月のさす暗い裏道にはすでに人影もなく、ひとつまみの砂めいたものが残っているきりだった。

　風がうなり、トランクから紙し幣へいの最後の一枚をさらっていった。





「や――――！」

　シーツの下でシシィは足をばたばたした。

「や――な――の――！　りょーたろーはシシィといっしょにいなきゃだめなのー！　おしごとなんかいっちゃいやなの――！　だめったらだめ――――！」

「いや、だから、クリスティーナがもうすぐ帰ってくるから」

　小さな手にしっかり袖そでをつかまれて、遼りよう太た郎ろうは困惑しきっていた。

　仮にも従僕としてはせめてホールに出て、主人の帰りを待ち受けるのが役目だ。出ていなければ何をいわれるかわからない。ただでさえ、シシィを助け出したあの夜に、肝心なところで気絶したへたれぶりについてさんざんからかいの種にされているのに。

「すぐ戻ってくるから、ね？　頼むから、ちょっとだけ我慢しておくれよ」

「だめ――！　りょーたろーここなの！　ここにいるのー！　いやったらいや――！」

　シシィは涙を振り飛ばしながらかぶりを振る。

「いてやればいいだろうが、使い魔フアミリアー」

　なぜか近くのソファを占領しているアレックスが、にやにやしながら口を添そえる。

「あの魔女だってコートを脱ぐ手伝いをするほかの使い魔くらい抱えてるだろ。いつも連れてるあの銀髪のメイドはどうした」

　こっちはこっちで、また使い魔あつかいに逆戻りだ。むっとするのももう疲れた。ソファの後ろで、シヴィル青年が苦笑いしている。

「レギーネなら台所でラドルさんを手伝ってお茶を淹いれてるよ。もうすぐ上がってくるんじゃないか。だいたい、なんだって君がここにいるんだ。だれも呼んでないのに」

「そんな口をこの僕に利きいていいのか、使い魔」

　偉そうに口をとがらせて、アレックスは遼りよう太た郎ろうの額ひたいをつついた。

「この娘がここにいられるのは、僕とシヴィルが口をつぐんでいてやったおかげだぞ」

　遼太郎はうっと言葉につまる。

「あの詐さ欺ぎ夫婦はとうに逃げ出したあととなっちゃ、霊れい媒ばい当人が警察に拘こう留りゆうされて尋問されるのはまず間ま違ちがいない。おまけに娘はこの状態だ。どう考えたっていい結果になるとは思えない。だから伯爵家として口を利いて、娘はここで当分は保護観察ということにしてやった。感謝してくれていいはずだが？」

「まー、それも坊ちゃん自身じゃなくて、お母さまの伯爵夫人のお力ですけどねー」

　横からシヴィルがちゃっかり口をはさむ。アレックスは赤くなった。

「う、うるさいな。僕だって、……その、こんな子供がひどい目に遭あうのは、理屈に合わないしと、だから、そう思って……」

　そっぽをむいてぶつぶつ言う。

　だからこそ伯爵夫人に必死になって訴うつたえてくれたし、あの夜のことについても、何も知らないふりを通してくれたのだろう。遼太郎はアレックスに笑顔を向け、涙目で自分の袖そでをつかまえているシシィに、悟さとられないようにそっと視線を投げた。

　シシィのつかむ遼太郎の袖そでからは、白い包帯がのぞいている。あの夜のことが幻まぼろしでなかった、証拠品として。

　あのあと、クリスティーナの屋敷で目を覚ましたシシィは、生家からさらわれた時以降の記憶をすっかり失っていた。

　闇やみに閉じこめられた日々も、霊媒としての生活も、〈お友だち〉のことも全部。クリスティーナは、憑ひよう依いした霊と魔術の拘束から引きはがしたときのショックが原因なのだろうと言った。むしろ、それだけで済んだことが奇跡のようなものだと。

　そしてシシィ自身の精神こころも、記憶の消滅にともなうように、さらわれた当時の五歳か六歳のものにもどっていた。今のシシィは、なにも知らない無邪気な幼児だ。

　ただ、遼太郎が自分を助けてくれた相手だということはかすかに覚えているらしく、どうあっても遼太郎をそばから離そうとしないし、離れようとすると手足をばたばたさせて泣きわめく。

　おかげで遼太郎の仕事はたまる一方。今クリスティーナが家を空あけているからいいものの、帰ってきたら――考えるのもおそろしい。

「ね、こっちの、このお兄ちゃんがここにいてくれるし、ちょっとだけ。すぐ戻るから」

「や。りょーたろーがいいの。このひときらい。りょーたろーいじめるもん」

　つんと横を向かれて、アレックスの眉まゆが微妙にひくつく。

　ときおり、シシィが何かのひょうしで記憶を取りもどした時のことを考えて不安になることもある。

　たとえシシィが忘れても、彼女が人にあやつられていたとはいえ、何人もの人を傷つけたり殺したりしたことは消えないのだ。だが、その事実に直面させるのはまだあまりにも残酷すぎる、とも思う。

　だから今は、この平へい穏おんは彼女がそれを受けとめられるようになるための猶ゆう予よ期間ととらえるのがいいのかもしれないと、遼りよう太た郎ろうは考えている。

　それまではうんと甘やかして、好きなようにさせてやろう。あんなことに巻きこまれなければ受け取れたはずの愛情やぬくもりを、降るように与えてやることだ。

　そうすることが、いつかきっと彼女を支えてくれる。分かれ道だったあの不安の闇やみに、アレックスの一喝が迷いを叩たたき出してくれたように。和かず音ねのくれた涙とぬくもりが、背中を押してくれたように。

（ただ、今はちょっとだけ手を放してほしいんだけどなあ……）

「あのね、シシィ――あ、そうだ、いいものあげるよ」

　遼太郎はポケットに手をつっこんで、蝋ろう紙がみの小さな包みを取りだした。シシィの膝ひざに広げてやる。シシィは目を丸くした。

「これ、なあに？」

「チョコレートだよ。ラドルさんがデザートに使うのを少しもらってきたんだ。

　これあげるから、食べながらちょっとの間だけいい子にしてておくれよ。もうすぐラドルさんの特製ケーキも焼き上がるころだし」

　シシィは膝の上の茶色いかたまりを不思議そうに見つめた。

　匂においをかいで、おそるおそるといった顔で、はじっこをちょっとだけひとかじりする。

　もごもごと口を動かしている顔が、みるみるとろけそうになる。

「あまーい……！」

「気に入った？　それ、全部食べていいからね」

「ほんとに？　これ、シシィにみんなくれるの？　りょーたろーだいすきっ！」

　チョコレートもなにもかもはじき飛ばして、シシィはいきなり遼太郎に抱きついた。

　遼太郎は狼ろう狽ばいした。強烈に。

「うわわっ!?　ち、ちょっと、シシィ、シシィ放して、うわあっ」

「……おい、シヴィル」アレックスが低い声を出した。

「はい、何です坊ちゃん」

「今すぐチョコレートを買ってこい。最高級のやつだぞ、いいな」

　遼太郎が焦あせって身を起こした。

「ちょ、ちょっと待てよ、なんで君がこんなとこで競争心を起こすんだよ！　だいいち君はクリスティーナが好きなんじゃなかったのか!?」

「ええい、やかましい！　きさまごとき使い魔に、上を行かれて黙っていられるか！　魔術師バシレウス・サロモンは、どのような点においても完かん璧ぺきでなければならんのだ！　とっとと行かんか、シヴィル！」

「はいはい、わかりましたよ坊ちゃん」

　ぎゃあぎゃあわめき合う二人をあとに残して、そっとドアを閉める。

　台所からレギーネとラドル夫人の立てる物音が聞こえてくる。かすかに肩をすくめ、洋服掛けから自分で上着を取りあげたとき、声がした。

　――主様。

「メリュジーヌか」

　顔色も変えずにシヴィルは答えた。「首尾は？」

　――予定通りに。例の男は彼女の手で始末されました。跡も残っていません。

「よし。今回はまあ、彼女を引っぱり出せただけで可としよう。もっと時間がかかるかと思っていたが、あの坊やががんばってくれたおかげでことが早くすんだ。捨てなければならないかと思っていた作品も取っておけたし。大導師グランドマスターは何と？」

　――喜んではおられません。しかし、今後とも努力は続けるようにとのお言葉です。

「了解」

　コートをはおって襟えりを直しながら、シヴィルはちらりと笑みを見せた。

「おまえも疲れたろう、メリュジーヌ。しばらくは休んでいていいよ。ご苦労だったね」

　――いいえ、主様。わたくしのすべての喜びはあなた様とともに。

「よろしい。では、行きなさい」

　――あなた様に永遠の愛と忠誠を、主様。

　磨みがいた床板の影からするりと白い手が伸び、絖ぬめのような素肌をさらした女の上半身となって、シヴィルの身体からだに巻きつく。黒い髪を垂たらして仰あお向むいた白い顔は、マダム・アンヘリータと呼ばれていた女の面影を宿していた。

　真しん紅くの唇くちびるを主人の唇に押しつけ、またするすると影へすべり降りていく。シヴィルはコートの前を止め、口笛を吹きながらホールを横切って、玄関のドアを開けた。

　ちょうど一台の馬車が止まって、客を降ろすところだった。

　豪ごう華かな金髪をきらめかせた客は、細いステッキを石畳に鳴らして、するどい視線でシヴィルを見あげた。

「やあ、お帰りなさい」

　呑のん気きそうに片手を上げる。

「中で従僕君が待ってますよ。だだっ子ちゃんに振りまわされてだいぶ往おう生じようしてるみたいですから、早く行ってあげたほうがいいと思いますが」

「ほう。で、君はここで何をしている？」

　クリスティーナの声は平へい坦たんだった。

「アレックス坊ちゃんのお守りですよ、いつものとおり」

　ポケットから出したメモをひらひらさせてみせる。

「今すぐ最高級のチョコレートを買ってこいってお達しでね。まったく、人の都合なんか考えたこともないんですから、あのわがままお坊ちゃんは」

　クリスティーナは黙って階段をあがりはじめた。

　シヴィルも口笛を吹き吹き階段を下りてくる。

　ちょうどすれ違ちがう瞬間、低くクリスティーナが言った。

「――鈴蘭ミユゲの匂においがする」

　シヴィルの足が止まった。

「あのアンヘリータという女が漂ただよわせていた匂いと同じだ」

　クリスティーナは続けた。

「それだけじゃない、魔の臭においがする。深い水の底からあがってくる臭気だ。

　それにあの物質化霊に襲おそわれて、アレックスともども打ち身と気絶だけで済んだなどというのはあまりにも不自然すぎる。なんらかの手段で身を守っていないかぎり」

　シルクハットのつばの下から、エメラルドの瞳ひとみがするどく見あげた。

「貴様、いったい何者だ、シヴィル・セント・クレア？」

「さあ、どうなんでしょうね」

　シヴィルの浮かべた笑みはまだそのままだった。

「それより、ドクター・ノークスのこと、お礼をいいますよ。本来ならこちらで始末するべき人間だったんですが、おかげで手間がはぶけました」

　一瞬にしてクリスティーナが動いた。

　ステッキに手をかけ、抜き放はなたれた仕込み刃がシヴィルの喉のど元もとめがけて奔はしる。

　だがそれよりも早く、シヴィルのコートの内側から伸びた白い腕が、がっちりと刀身を受けとめていた。

　血も流れていない。腕の白さは皮膚ではなく、肌をおおった真珠色の鱗うろこのきらめきだった。裾のかげから黄金色に燃える瞳が覗のぞいた。

　荒い呼吸音が響いた。ちらりと閃ひらめいた舌は、炎のように先が二つに分かれていた。

「およし、メリュジーヌ。女性に乱暴をはたらくものじゃないよ」

　シヴィルが優しく言った。

　腕はするりと引っ込み、燃える瞳も消えた。

　クリスティーナは仕込み杖つえをゆっくりと鞘さやに収めた。

「……何が目的だ？」

「わが英国は、世界に冠たる大帝国です」シヴィルは言った。

　その背後には行き交う人、大ロンドンの街並み。全世界の支配者、偉大なる大英帝国の繁はん栄えいがそこにあった。

　巨大な、怠たい惰だな生物のようにそこに横たわり、豊ほう穣じようと貧困を、ともに母なるその胸に抱いている。聖なるセント・ポールの丸屋根の下、血塗られたロンドン塔の下、人と馬車がひしめき合い、闇やみと光と、喧けん噪そうと混乱に満ちている。

「英国の植民地は世界に広がり、今や経済的にも、政治的にも、技術的にも、われわれ英国にまさる国家は存在しない。

　だが、油断はできない。アメリカもドイツも、フランスも、虎こ視し眈たん々たんとわれわれの地位を狙ねらっている。現に、われわれの優位は少しずつ崩されつつある。しかし、形あるものばかりがこの世界を構成しているわけではない」

「霊的世界」

　囁ささやくようにクリスティーナが応じる。

「隠かくされし世界――魔術的なパワー。闇と神秘の領域。人間の触れえぬ、神の領域」

「まさに」

　シヴィルはちかぢかとクリスティーナに身を近づけた。

「英国はすでに今、形ある世界の頂点に立っている」

　恋人に語りかけるかのようにそっと耳元に口を寄せる。

「ならば今度は、形なきパワーの世界の頂点に立つのもまた、わが大英帝国でなければならない。そうは思いませんか、〈パラケルススの娘〉？」

　クリスティーナは美しく微笑した。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして今度は使い魔の防御の間さえ与えず、目にも止まらぬ早さでシヴィルの喉のど元もとをつかんで締めあげた。

　シヴィルがかすれた呻うめきをもらす。

　甘い声が囁ささやいた。

「悪魔のイチモツ尻に突っ込まれて死にな」

　苦しげに顔をゆがめながら、シヴィルはうっすらと笑った。

「……痺しびれますね。妙齢のご婦人のお口から、そういう刺激的なお言葉を聞くと」

　クリスティーナは手を離した。

　シヴィルは後ろによろめき、咳せきこんだ。締めあげられた喉のどを押さえて、息を整える。

「まあ、今回はあなたとお近づきになれただけでも上出来ですよ。今後とも、よろしくお付き合い願います。あなたはお気に召さないでしょうが」

「わかってるならとっとと失うせろ。二度と姿を見せないことだ」

「そうはいきません。早くチョコレートを持って戻らないと、アレックス坊ちゃんに生皮ひんめくられます。まったく、使用人ってのはこれだからね」

　両手を広げてみせると、それじゃ、と手を振って、何事もなかったように元気な足取りで角を曲がって歩いていった。

　しばらくその後ろ姿を見送ってから、クリスティーナはゆっくりと石段をのぼって、誰もいないホールに入った。

　待ち受けて上着を受け取らねばならないはずの従僕は影も形もなく、二階の寝室から、楽しそうな笑い声がきゃっきゃと響いてくる。クリスティーナは肩をすくめ、自分で脱いだインヴァネスとシルクハットを洋服掛けに掛けて、階段をあがった。

「あ、お、おかえりなさい！」

　ドアを開けたクリスティーナに、遼りよう太た郎ろうはいっぺんに棒を飲んだようになった。

「ぼ、僕、降りてようと思ったんですけど、シシィがどうしても離してくれなくて――」

「もういいよ。君の忠誠心のなさはよっくわかってるし」

　長椅い子すに身を投げ出しつつわざとらしく嘆く。

「ああ、そんなに私は主人として魅力がないのか。悲しいなあ。悲しいから、今週の君の夕食は全部抜きにしよう。で、そこでチイチイ言ってるのはなんだね？　シシィ」

　ええっと呻いて真っ青になった遼太郎を、あっさり無視して尋ねる。

「あのね、あのね、さっきまどからとびこんできたのよ！」

　シシィはすっかり興奮していた。差しだした指先に、ピンクのくちばしと明るい黄色の羽をしたかわいらしい小鳥がとまっている。

「このこ、シシィのことすきなのよ！　シシィとおともだちになりたいって。ねえ、このこ、ここにいさせてあげてもいいでしょう？」

「だめと言っても飼うんだろう？　家具や絨じゆう毯たんにフンをまき散らすようなことだけはさせないでおくれよ」

「ほんとに？　わあい、やったあ！」

　ばんざいしたシシィに合わせるように、小鳥もチイチイ鳴きながら飛びまわる。

「そうなると、名前をつけなきゃいけないな」

　アレックスが小鳥に触ろうとして手を伸ばし、指をつつかれて悪態をついた。

「〈多数なる者レギオン〉なんてどうかな」クリスティーナが提案する。

「やあよ、そんなかわいくないなまえ」シシィは頬ほおをふくらませた。

「もうきめたもん、このこのなまえはリトルだもん。だってこんなにちっちゃくて、きれいで、ふわふわでかわいいんだから。ね、そうよね、リトル」

　ピンクのくちばしにやさしくキス。

　小鳥は嬉うれしげにさえずり、文句あるかとばかりにじろりとクリスティーナを見た。

　クリスティーナは肩をすくめた。

「……ま、好きにしたまえ」

「あらあら、にぎやかですこと」

　声がして、白髪の上品な貴婦人が部屋に入ってきた。

「伯爵夫人！　ヘレン、いついらしたんです？　うちのなまくらな従僕はこの通り、ここにいて油を売ってたはずですが」

「レギーネに言って入れてもらいましたよ」

　帽子を脱ぎながら、先代伯爵夫人はにっこりした。いつもそばを離れない忠実なるエドワーズ氏が、うやうやしく帽子を受け取る。

「あなたに取り次いでもらわずに入ったのは不作法でしたけど、許してね。わたくしが弁護してあげた娘さんにどうしてももう一度会いたくて。まあ、この方ね」

　ベッドの上できょとんとしているシシィの頬をやさしく包む。

「なんて可愛かわいいお嬢さんかしら。前に会ったときよりも、ずっと女の子らしく見えてよ。わたくし、息子しかいなかったものだから、娘が一人でもいたらどんなに楽しいかしらとずっと思っていたの。あなた、身体からだがよくなったら、ぜひわたくしのところへも遊びに来て頂ちよう戴だいね。似合いそうな服がたくさんあるのよ、どうかしら、エドワーズ？」

「は、僭せん越えつながら、たいへんおかわいらしいことかと存じます」

「そうよねえ」

　にこにこと満足げにうなずいて、ふと視線を横にそらし、

「ところでアレックスはあそこで何をしているのかしら。先日の騒ぎの罰で、今月はまるまる家から出てはいけないことになっていたはずだけど」

「ま、よくある規則破りってやつですね。そうだろ、魔術師バシレウス・サロモン君？」

「う、うううう、うるさい黙れこの魔女！」

　伯爵夫人が入ってきた瞬間から壁を向いて固まっていたアレックスが怒ど鳴なる。

「クリスティーナ・モンフォーコン！」

　また別の怒鳴り声がして、ドアが叩たたきつけられるように開く。クリスティーナは呻うめき声を洩もらし、天を仰あおいで顔をおおった。

「いいかげんにしてくれ、家を壊す気か。うちのドアにだって限界があるんだよ」

「やかましい。あの詐さ欺ぎ夫婦をどこへやった、このいかさま師」

　顔を真っ赤にしたリース警部が、戸がまちいっぱいになって肩で息をしていた。

「奴やつらが以前アジトにしてた廃倉庫の地下で、大量の子供の骨が見つかった。近くで何度もあの女とノークスの野郎が目撃されてる。

　ヤードをあげて非常線を張ったっていうのに、髪の毛一本見つかりゃしない。出てきたのは裏町で転がってたぼろトランク一個だけだ。おまえが知らなきゃ誰だれが奴らの居場所を知ってる。吐け！　吐かんか！」

「それはいいけどね、警部、こんなちっちゃい子の前でそんな大声出すのはまずいんじゃないかな？」

　警部はぎょっとした顔でベッドに目をやった。そこではシシィが目に涙をいっぱいため、ぎゅっとシーツを握りしめて身をちぢめている。

「う……あ、あのおじちゃん、こわいよう……」

「こ、これは」

　警部はあわてた。

「わ、我が輩は何もその、そんなつもりで――その――くそ、卑ひ怯きようだぞ、クリスティーナ・モンフォーコン！」

「あとにしてもらえませんか、警部」

　やっと気を取りなおした遼りよう太た郎ろうが割りこんだ。

「シシィが記憶を失ってることは警察でもご存じでしょう。もし思い出したとしても、ノークスたちの行き先についてはきっと知らないと思います。警部は子供をいじめるような意地悪な人じゃないでしょう？　静かに、そっとしておいてあげてください」

「う……む、む、むむ……」

　リース警部は今にも血を噴きそうな顔色で唸うなっている。

「ちょいと、そこでドアに挟まってるでかぶつ、縦でも横でもいいからどいとくれ」

　と、今度はがらがらした女の声が、

「仕事を抱えた人間が中に入れないだろ。ケーキが冷めちまう」

「まあ、ミセス・ラドルの特製プディングですね！」

　伯爵夫人が嬉うれしそうに手をたたいた。

「こちらにお招よばれするときにはいつも楽しみにしているんですよ。スコーンもいい色に焼けて、おいしそうだこと」

「そりゃまあ、あたしはいつでも全力をつくすのが信条ですからね」

　リース警部をかるがると押しのけて入ってきたラドル夫人が、大きな熱々のプディングの皿を手に、誇ほこらしげに胸をそらした。

「特に奥様みたいな、特別のお客さまを迎えるとなるとそりゃ力が入りますとも」

「皆様、お茶が入りました」

　レギーネが茶道具をのせたワゴンを押して入ってくる。

　銀のティーポットにカップに皿、大皿にはサンドイッチと焼きたてのスコーンが満載、すぐりのジャムと濃いクリームが山盛り。籠かごに盛ったオレンジと、りんごの砂糖煮が彩いろどりをそえる。ワゴンの上にはバイロン卿きようがちょこんと乗っかっていて、早くもスコーンのかけらをかじりながら、蝙蝠こうもりの羽をのんびりぱたぱたさせていた。

「そうだわ、警部さんもごいっしょに、ここでお茶をお飲みになりません？」

　伯爵夫人が両手を合わせて嬉うれしそうに提案する。

「そうすれば落ちついて静かにお話ができますし、何より楽しい犯罪の逸いつ話わもたくさん聞かせていただけそうだわ。クリスティーナ、かまいません？」

「ああ、ヘレン、私があなたの望みを聞かなかったことなんてありましたっけ？」

「よかったわ！　ではエドワーズ、皆さんをお手伝いしてお給仕をお願いね。警部、どうぞこちらにお座りになって」

「い、いやしかし、我が輩はまだ勤務中で、その」

　そう言っているうちにエドワーズ氏が席を用意し、うむを言わさず座らせてしまう。

「やれやれ、買ってきましたよ坊ちゃん。うわっ、なんでこんなに人が増えてんですか!?」

　最後にまたドアが開いて、顔を覗のぞかせたシヴィルが目をむいた。

　しばらくなんだかんだとやりとりがあったあとで、みんながそれなりの席についた。ふかふかの椅い子すで警部が堅くなって肩をちぢめる横で、レギーネが茶を注ぎ、遼太郎がサンドイッチとスコーンを取り分ける。

　茶器の触れあう音と軽やかな会話の声が響く。クリスティーナは優美にカップを傾け、無邪気なシシィの言葉に伯爵夫人が少女のように笑う。シシィは少しきょとんとしてから、花のつぼみが開くように、大きな笑顔になった。

　お皿のわきでスコーンをついばんでいたリトルがバイロン卿に目を向け、何か鳥なりの言葉で無礼なことを言った。バイロン卿はお返しに歯を剥むきだしてしゅっと音をたて、カーテンのてっぺんに飛び移って長い尻尾しつぽをばかにしたように振った。

「かくて世間はこともなく、変わらぬままに日は続く」

　長椅子に身を伸ばしたまま、眠たげにクリスティーナは呟つぶやいた。

「『褪あせゆくものは褪せゆく歓よろこびをもたらすのみ、――身を引き絞しぼり、力のすべてを謙虚に、変わらぬ自由のある甘き軛くびきに繋つなぐがよい』。踊れ踊れ、神の猿ども。しばらくは退屈しなさそうだ。私にもお茶をもう一杯、レギーネ」









終　　



    

  
    
      


　　あとがき





「というわけで五ご代だいさん、ＭＦ文庫Ｊの書き下ろしを一冊お願いします」

「はあ。でも私、三百枚でけりのつく話って書いたことないんですけど」

「いえ問題ありません（即答）」

「……いや、いつも最初はそう思って書きはじめるんですけど、なんか終わるといつのまにか五百枚とか八百枚とか千枚とか」

「大丈夫です（力強く）とりあえず、五十枚で終わるつもりで書きはじめてください。そうすれば、終わるころには三百枚になってます」

「そうでしょうか……」

「そうです（断言）」





　結果／その通りでした。



　↑わりと実話（かもしれない）。





　そういうわけでこんにちは、初めましての方は初めまして。五代ゆうと申します。

　ＭＦ文庫Ｊではお初となります。ご存じの方は、いつもお世話になっております。あいかわらずのそのそしたものかきですいません。（平身低頭）

　ここ十年ばかりは他社でホラーを書いたり、ゲームの仕事をしたりハードカバーだったりしたので、ライトノベルの文庫を書くのはかなり久しぶりです。ちゃんと楽しんでいただけるお話になったかどうか少し心配ですが、いかがでしたでしょうか。

　今回はまずは一巻目ということで、キャラクターを出すことに専念しましたので、とにかく登場人物たちを気に入っていただければ嬉うれしいです。私のホラー系の短編を読んでくださっている方は、〈お友だち〉憑つきの少女とその母という組み合わせにもしかしたら見覚えがおありかと思いますが、こちらでこんな使い方をしてみました。興味のある方はどうぞ短編版も探してみてくださいまし。





　考えてみると私の作品には男装の麗人というのがつきもののようで、振り返ればほとんどのお話になんらかの形で登場しています。

　しかしクリスティーナ嬢ほど破壊的な性格はなかったようで（笑）これまでで随一に強烈に漢前なひとです。まだまだ頼りない遼りよう太た郎ろうくんも困った相手のところに寄こされたものですが、この先少しは成長していく……かな？　バ（略）くんも何か不穏なのがくっついているとはいえ、がんばれ。道は遠いけど。はっはっは。

　機会があれば遼太郎くんのお祖ば母あさまとクリスティーナが知り合ったいきさつも形にしてみたいと考えていますが、どうなりますか。「白菊の精のような」とクリスティーナに言わしめるくらい気の強い美少女だったそうですから、文明開化の横濱で、レギーネも加えて美人さん三人、さぞかし華やかだったと思うのですが、――もちろんそれには、今回のお話の続きがまた出せる、ということが前提になるのですけども。

　そういうわけなので、どうぞ応援よろしくお願いいたします。いや、私も頑張りますから。はい。少なくともちょっとでも早く続きを、出るなら出せるように、努力はできるかぎり。ええ。（汗）

　最後になりましたがイラストの岸きし田だメル様、担当大おお喜き戸ど様、ありがとうございます。のたのたものかきですが、がんばってまいりますので今後ともお見捨てなく……。





　次は、遼太郎くんの妹と婚約者の出るお話になると思います。

　いろいろとネタは仕込んでおきましたので、あとは全部それを出し切ることができますよう、皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。







五代ゆう　　
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　　好きなテレビは教育テレビ。

　　ｗｅｂページＵＲＬ　http://maigo.jp/
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